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序

ワムシは湖沼にごくふつ うに見られる生物であり､多種多様な形と生活様式を持っている｡顕微

鏡でワムシの世界を眺めていると､わずか数滴の湖水の中に進化の妙が凝縮されているような感 じ

さえして､いつまでも見飽きることがない｡また､ワムシの仲間は意外なところで私たちの生活と

深くかかわっているのである｡たとえばシオミズツボワムシは､生まれたばかりのアユをはじめ､

養殖魚の万能の餌 として湖国の水産業に役立っている｡富栄養化や水質汚濁の指標生物､あるいは

酸性雨や重金属汚染の影響評価の材料としても使われているし､最近では､大陸の移動や氷河期の

気候変化など､スケールの大きな研究にも使われていると聞く｡また､簡単な方法で一年中採集で

きるワムシは､生物の多様性を教えるための教材 としても好適である0

琵琶湖に生息するワムシ類の種類や見分け方をまとめた冊子は､多くの人が待望していたところ

であるが､この度､琵琶湖博物館開設準備室研究調査報告第 5号として刊行されることになり､約

百年にわたる研究の成果が概観できるようになった｡また､これまで記録の少ない沿岸部のワムシ

についても､琵琶湖博物館開設準備室の委託研究によって､新たな情報をおさめることができた｡

琵琶湖のワムシの分類に関する研究の進展は､山本幸吉氏 (元京都大学大津臨湖実験所助教授)､

根来健一郎氏 (元近畿大学教授)と岡野巧氏 (元膳所高校教諭)の努力によるところが大きい｡滋

賀県衛生環境センターと滋賀県水産試験場の方々が地道に実施 してこられた定期観測の成果も重要

である｡本報告書を刊行するにあたり､これらの方々の努力に敬意を表したい｡

本報告書が琵琶湖のワムシに関する研究の一助となるとともに､より多くの人が身近な生物とし

てワムシに親しむ手がかりとなれば､望外の喜びである｡

平成 8年 3月

(仮称)琵琶湖博物館開設準備室長

田 口 宇一郎
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第 1章 は じ め に

ワムシ類 (Rotifera)は世界各地の湖沼でごく普通

にみられる動物プランクトンであり､沿岸帯の微小生

物群集の構成員である｡世界でこれまでに記載された

ワムシ類は約2000種(Koste1978,WallaceandSmell

1991)､その中で日本産ワムシ類として記載された種の

数は約400種とされている(水野1988,水野 ･高橋 1991)0

ワムシ類は多細胞動物の中でも最も小さいグループの

一つであることもあってか､その分類や生態の研究者

はあまり多いとは言えない｡とりわけ日本における淡

水産ワムシ類の研究は､現在では皆無に近い状況であ

る｡しかし､ワムシ類は陸水生物学的な面からだけで

はなくその他の面からも､近年注目されている生物な

のである｡例えば湖沼の物質循環系におけるワムシ類

の役割の重要性は以前からMakarewiczandLikens

(1979)によって指摘されていたが､近年の微小生物

群集 (バクテリア ･鞭毛虫 ･繊毛虫など)の重要性が

明らかになるにつれて (Weisse1991,Weisseand

Muller1990)､こうした微生物を捕食するワムシ類の

働きにも関心が向けられるようになっている(Arundt

1993)｡またワムシ類は富栄養化や水質汚濁の指標生物

として利用されたり (SIAdeCek1973,Cannonand

Stemberger1978,Maemets1983,Pejler1983,

Sigfriedetal.1989,Zankai1989)､酸性雨や重金属

の影響評価などにも利用されてきた(MacIssacetal.

1987)｡他方､ワムシ類は世界の至る所で発見されてお

り､世界共通種も多いことから､地理的分布に何らか

のパターンを兄いだすのは難 しいといわれていた (鈴

木 1962)｡しかし近年になってワムシ類の地理的分布

を大陸移動と氷河期の気候変化と関連づけて説明しよ

うとする試みもなされるようになっている (Dumont

1983)｡また分類に関しても､分子生物学的な手法を導

入してワムシ類の進化を解明しようとする試みがなさ

れつつある｡何種類かのワムシは毒性試験の評価生物

として人間生活に直接 ･間接に貢献しているし､汽水

域 に生息す るシオ ミズツボ ワムシ (Brachionus

plicatilis)は水産業における稚魚の餌としての利用価

値が高く､以前からその生物学的な特性の研究がなさ

れてきた｡このような点からみると､ワムシ類は陸水

学的な研究分野だけではなく､その他多くの分野で魅

力的な研究対象となっていく生物であるということが

できる｡

こうした研究の基礎となるのはワムシ類の分類学的

な研究である｡日本では､後述するように鈴木実氏と

山元幸吉氏によって分類学的な研究が進められ､その

後は岡野巧氏が日本各地の湖沼からの報告を行ってき

た｡特に琵琶湖においては､山元氏と岡野氏によって

80種以上のワムシ類が記載されている｡岡野氏が指摘

しているように (岡野1987)､ワムシ類は教育の場にお

いても身近な材料として年間を通じて継続的に観察で

きるものであり､琵琶湖の微小生物の生態を知るとと

もに環境教育の素材としても有効に活用することもで

きる｡特に沿岸の水草帯などでは､様々な大きさや形

態のワムシ類が生息しており､微小な生物の中にみら

れる多様性を紹介するには良い材料になる｡しかし､

ワムシ類に関するまとまった報告として出版されたも

のはなく､現在何種類のワムシ類が琵琶湖に生息して

いるのかを知ることさえ大変難 しい｡

こうした問題を解消するための試みとして､本報告

では､これまでに出版された様々な研究報告の中から

ワムシ類に関する記載を集めるとともに､琵琶湖博物

館開設準備室の委託研究のプログラムの一環として､

微小生物研究会が行った沿岸の微小生物に関する調査

結果をもとにして､琵琶湖に生息するワムシ類につい

てまとめたものである｡次の第2章では､まず琵琶湖

におけるワムシ類の研究について概観 し､次に琵琶湖

の沖帯と沿岸帯のそれぞれに出現するワムシ類につい

て､種構成や代表的な種類の消長等を紹介する｡第 3

章ではワムシ類の生態にみられる特徴､これからワム

シ類の分類を行 う場合の参考文献と利用上の注意点な

どを示した｡実際にワムシ類の採集 と観察を行 うには

幾つか注意しなければいけない点がある｡例えば､ワ

ムシを採取する場合のプランクトンネットのメッシュ

サイズをどの大きさにするべきなのか､ホルマリンで

固定すると形態が変化してしまう体の柔軟な種類をど

のように扱うと形を変えずに固定できるのか､といっ

た点である｡また､外部形態の観察だけでは種の同定

ができない場合には､岨 噴器と呼ばれるワムシ類の口

器の形態を観察しなければならない｡第4章ではこう

した点について参考となる知見やこれまでに試された

手法を紹介した｡

琵琶湖沖帯のワムシ類に関しては､これまでの多く

の研究報告をもとにして過去半世紀ほどの間の消長を



概観できる｡しかし､沿岸帯のワムシ類に関しては岡

野氏が報告されたもの (岡野 1987,1995)以外にはほ

とんど記録がない｡そのため微小生物研究会で実施し

た調査結果の中でワムシ類に関する部分を､本報告の

添付資料として掲載した｡また､種の同定のための参

考として､代表的な種類と形態に特徴のある種類など

の写真を貼付した｡本報告が今後の琵琶湖におけるワ

ムシ類の分類及び生態学的な研究の一助となれば幸い

である｡

本報告は琵琶湖博物館開設準備室の委託研究として

微小生物研究会が行った調査の中で､ワムシ類に関す

る部分をもとにして作成された｡ワムシ類についての
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調査は京都大学生態学研究センターの松原健司が担当

し､本報告についても同人の責任のもとにまとめられ

たものである｡また､1993年4月から1994年 3月まで

の期間は､この委託研究とは別に､松原が (財)藤原

ナチュラルヒス トリー財団の助成を受けて実施したワ

ムシ類の調査結果も含む内容である｡この間､野外調

査ならびに実験室の作業を行 うに当たり､京都大学生

態学研究センターの小板橋忠俊氏をはじめとする多く

の方々の援助を受けた｡この場を借 りて厚く御礼申し

上げる｡

なお､本報告書の制作､および委託研究のとりまと

めは琵琶湖博物館開設準備室の楠岡泰と芳賀裕樹が担

当した｡



第2章 琵琶湖のワムシ類

2-1.琵琶湖におけるワムシ類の研究概観

琵琶湖のワムシ類に関しては､川村 (1918)の中で

既に数種のワムシ類の季節的消長が示されている｡そ

の後も以下に示していくように､各種の調査の中でワ

ムシ類に関しての報告をみることができるが､最もま

とまったものとしては山元 (1960)が最初のものであ

ろう｡この報告以前に､山元氏は日本の淡水産ワムシ

類に関する一連の報告を行い (山元 1949-1956)､そ

の後､それらの報告と京都大学大津臨湖実験所 (現 :

京都大学生態学研究センター)で採集 ･保存されてい

た標本をもとにして､琵琶湖産ワムシ類についてまと

めた論文を発表した (山元 1960)｡その中では､3日12

科30属の70種余のワムシ類が記載されている｡その種

構成に関しては､琵琶湖における他の動物群には琵琶

湖の固有種が認められるのに対して､ワムシ類の中に

はそれが見られないこと｡すなわち､一般的種類のワ

ムシ類が出現していること｡また琵琶湖が日本のほぼ

中央に位置しており､水温や水質が激しい変化を示さ

ないために､ワムシ相が北方系にも南方系にもかたよ

らず､温帯地方の貧栄養ないし中栄養湖の典型的なも

のになっていると報告している｡また今後の課題とし

て､葡旬性または固着性のワムシ類を調査し､琵琶湖

産ワムシ相をさらに明らかにする必要性を指摘してい

る｡沿岸帯に生息するこれらのワムシ類については､

その後岡野巧氏が水草間に生活するワムシ類を中心に

行った調査で5日17科36属約85種を記載している(岡野

1974:ただし､目･科 ･属の数はもとにした分類体系

によって多少異なるので､この二つの調査結果を単純

に比較することはできない)｡出現種のリス トを示した

ものはこの他に､-瀬 ･若林 (1982,1984,1987a)､

Matsubara(1993)､NaritaandOkamoto(1984)､

根来 (1971)､岡野 (1991a,1994,1995)などのもの

がある｡

生態学的な研究では､菊池他(1942)､森(1942,1945)

が動物プランクトンの季節的消長や鉛直 ･水平分布な

どについて述べた中にワムシ類に関するものが含まれ

ている｡同様に､1962年から1964年にかけてびわ湖生

物調査団が行った動物プランクトン (山元他 1966)と

付着動物 (水野 ･鉄川 1966)の調査報告の中にワムシ

類についての知見が含まれている｡沿岸帯では平井(1970)

も水草帯の旬旬動物に関する報告の中でワムシ類につ

いて報告している｡比較的最近のところでは､Hillbrich卜

Ilkowska (1983a,b)が湖水の富栄養化と出現する

ワムシ類の種類 ･量との関連を議論するとともに､主

要な出現種の出生率 ･世代時間などを算出した｡また

岡野 (1991b)とMatsubara(1993)が南湖に出現す

るワムシ類の季節的消長と群集構造について示した｡

特定の種またはグループに関するものとしては､カメ

ノコウワムシ類 (Keratellacochlearisgroup)の形

態変異 と水温や餌条件 との関係について議論 した

Hillbricht-Ilkowska (1983C) と､ツボワムシ類

(Brachionus)の種類とその季節的消長を示した岡野

(1994)等がある｡こうした研究とは別に､1950年代

以降の滋賀県水産試験場､1960年代後半からの京都大

学大津臨湖実験所(現 :京都大学生態学研究センター)､I

1970年代からの滋賀県衛生環境センターと順次それぞ

れの定期観測の中で比較的多く出現するワムシ類につ

いての季節的消長や空間分布のデータが掲載されるよ

うになっていく｡それぞれの報告の内容は以下のとこ

ろで必要に応じて紹介する｡

2-2.沖帯のワムシ類

周年変化及び季節的消長

琵琶湖のワムシ類の季節的消長の記録は川村(1918)

から見ることができる｡その後､1926年10月から1928

年9月までの2年間､琵琶湖西岸の南雄松沖と南湖の柳

が崎沖で動物プランクトンの鉛直分布と周年変化を調

査した結果を菊池他 (1942)が報告している｡このと

きの調査では､個体数が最も多かったのはPolyarthra

vulgaris(菊池他 (1942)ではP.platypte71aとして報

告されている)で､周年出現し､冬から春にかけて増

加すること､また表層より深層まで一様に分布するこ

とが多かった｡その他では､Asplanchnapriodontaも

周年出現し､鉛直分布は春には表層にも見られるが他

の季節には5m以下の層に分布していたこと､Keratella

cochlears, Ploesoma truncatum, Pl. hudsoni

Hearthramira(菊池他 (1942)ではPedalionmirum)

は春から秋にかけて出現し､冬季には全く見られなかっ

たこと､鉛直分布では表層に近いところに分布してい

たことを報告している｡これ以後は､森 (1945)が1934
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表 2-1.琵琶湖沖帯で観察されたワムシ類

(-瀬 ･若林1987,Matsubara1993,岡野191b,1994等をもとに作成)

1.Rotariarotatoria(Pallas1766)

2.Rotatoriasp.

3.Philodinaroseola(Ehrenberg)

4.Philodinasp.

5.Brachionusleydigi(Cohn)

6.B.quadridentatus(Hermanns)

7.B.quadridentatusvar.cluniorbicularis(Skorikov)

8_B.urceolaris(0.F.Miiller)

9.B.urceolarisvar.rubens(Ehrenberg)

10.B.falcatus(Zacharias)

ll.B_diversicornis(Daday)

12.B.calycLj7orus(Pallas)

13.B.calyclj7orusf.anuylaelformis(Brehm)

14.B.calyclj7orusf.amphicero(Ehrenberg)

15.B.dimidiatus(Bryce)

16.B.angularis(Gosse)

17.B.angularisi.bidens(Plate)

18.B.budapestinensis(Daday)

19.E caudatus(Barrois&Daday)

20.B.forficula(Wierzejski)

21.B.forfl'culaiminor(Voronkov)

22.B.falcatus(Zacharias)
23.Brachionussp.

24.Keratellaquadrata(0.F.Miiller)

25.K.cochleariscochlearis(Gosse)

26.K.cochlearisvar.tectaf.typica(Lauterborn)

27.K.cochlearisvcr.tectaimacracantha(Lauterborn)

28.K.valga(Ehrenberg)

29.Keratellasp.

30.KellicottialongisPina(Kellikott)
31.Notholcalabis(Gosse)

32.Notholcasp.

33.Anuraeopsisfissa(Gosse)

34.Euchlanisdilatata(Ehrenberg)

35.Mytilinaventralis(Ehrenberg)

36.Colurellasp.

37.LePadellasp.

38.Lecaneluna(0.F.Miiller)

39.Monostylasp.

40.Notommatasp.

41.CephalodellasP.

42.TrichocercaPorcellus(Gosse)

43.T.birostris(Minkiewicz)

44.T.bicristaia(Gosse)

45.T.elongata(Gosse)

46.T.pusilla(Lauterborn)

47.T.iernis(Gosse)

48.T.Cylindrica(Imhof)

49.T.cylindricachattoni(DeBeauchamp)

50.T.longiseta(Schrank)

51.T.capucina(Wierzejski&Zacharias)

52.Trichocercasp.

53.AscomorPhaovalis(Bergendhal)

54.,Synchaetastylata(0.F.Mtiller)

55.S.oblonga(Ehrenberg)

56.S.pectinata(Ehrenberg)

57.Polyarthrauulgaris(Carlin)

58.P.dolichoPtera(Idelson)

59.P.euryptera(Wierzejski)

60.Ploesomahudsoni(Imhof)

61.P.truncatum(Levander)

62.Ploesomasp.

63.Asplanchnapriodonta(Gosse)

64.TestudinellaPatina(Hem ann)

65.Pompholyxsulcata(Hudson)

66.Pompholyxsp.

67.Conochilusunicornis(Rousselet)

68.C.natans(Seligo)

69.Conochilusspp.

70.Hexarthramira(Hudson)

71.Filinialongiseta(Ehrenberg)

72.F.terminalis(Plate)

73.F.oPoliensis(Zacharias)

74.Collothecaornatavcr.cornata(Dobie)

75.Collothecasp.
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年から37年までの3年間､京都大学大津臨湖実験所沖200-

300mと京都市水道取水口沖約100mの地点で行った調

査の結果の中で､24種のワムシ類についての報告があ

る｡1962年から1964年の間に実施されたびわ湖生物資

源調査団の調査報告の中では山元他 (1966)が､南湖

ならびに北湖沿岸部において夏季に出現する種類とし

て K.valga､ Trichocercachattoni､H.miraをあ

げている｡また冬季にのみ出現 したものとして &

quadrata､逆に冬季または春季に出現しなかったもの

として T.capcina,TestudinellaPatina,Conochilus

unicomisを､秋季にのみ出現しなかったものとして､

Brachionusangularisをあげている｡このほか､一時

的ではあっても浮遊性の生活をするものとしてEuchlanis

dilatataがみられることと､量的な考察を行う場合に重

要になるものが Synchaetaspp.であることを示してい

る (通年出現するものについては特に種名をあげてい

ないが､P.vulgarisも量的に重要な種類といえる).

またこれらの種類の出現量の傾向は､森 (1945)また

は山元 (1960)と類似 したものであったと結論してい

る｡

近年になって沖帯の出現種のリス トを示した-瀬 ･

若林 (1987a)と､南湖に出現するワムシ類のリス ト

を示したMatsubara(1993)の報告をあわせると､琵

琶湖の沖帯ではおおよそ80種程度のワムシ類が出現す

ると考えられる (表2-1)｡それぞれの調査では採水方

法やプランクトンネットのメッシュサイズの違いなど

があって単純な比較はできないが､全体としてのワム

シ類の生息密度は1920年代 (菊池他 1942)に1リット

ル当たり10の2乗以下のオーダーであったものが､1960

年代から70年代には10の2乗のオーダーでもみられるよ

うになり(若林 ･-瀬 1977,1978,Yamamoto1967,

1968)､1970年代後半からは最大密度が10の3乗のレベ

ルで変動するようになってきた(-瀬 ･若林 1982,1987

a,若林 ･-瀬 1980,1982b)､といえる｡1960年代

(Yamamoto1967,1968)と1983年のワムシ類の群

集構成を比較したHillbricht-1lkowska(1983a)に

よると､こうしたワムシ類の密度の増加はBrachionus

spp.,Kcochlearis,K.quadrata,Collothecapelagica

などの微粒子捕食者とP.vurgalis,P.dolichopte71a等

のgrasperの個体群密度が増加 したためであると考え

られる｡またこうしたワムシ類の増加は琵琶湖の富栄

養化に伴 う現象と推定されている｡この点は1965年か

ら1979年までの北湖の動物プランクトンの年間及び季

節変動を解析したMiuraandCui(1990)の中でも指

摘されている｡この他､Hillbricht-1lkowska(1983

a)が示していない種類の中で､Kellicottialongispina

が1960年代末から1970年代に入る頃に出現が確認され

ている (中他 1973a,b)｡本種は1980年代以降は優勢

な種類の一つとして定着しており､1982年から1985年

の間の動物プランクトンの季節的変動をまとめた-瀬 ･

若林 (1987a)の中では､4月から6月にかけての増

殖期間に1リットル当たり1000個体以上の出現を記録す

る場合もみられるようになった｡K.longisp/lna以外に

も､Notommatasp.も同じ期間､1リットル当たり1000

個体以上の出現を記録するようになっている｡ワムシ

群集の中で比較的多く観察された種類の季節的消長は

ここに引用した報告の他､毎年発行される滋賀県衛生

環境センターの所報のなかで若林徹哉氏と-瀬諭氏に

よって示されている (若林 ･-瀬 1990-1994)0

LakeConstanceにおける長期的な富栄養化に伴 う

ワムシ群集の構造の変化を解析したWalzetal.(1987)

は､ 1)流入する栄養塩の増加に対して当初はワムシ

類の現存量が増加するが､群集構造そのものは変化 し

ないこと､2)その後､餌条件などが良好となり､そ

れまで外部から移入しても定着できなかった動物プラ

ンクトンの生息も可能になった段階で､それらの種と

の餌をめぐる競争あるいは捕食などの生物学的な相互

作用が変化することにより､ワムシ類の種組成が変化

するとしている｡1960年代後半からの琵琶湖のワムシ

群集の中では､全体としての生息密度が増加するとと

もに､それまでわずかしかみられなかった種類も増加

するようになった (例えば K.longispina)｡こうした

変化が富栄養化に伴 うものであることは指摘されてき

たが､その中でWalzetal.(1987)の示したような現

象があるかどうかなど､詳しい検討はなされていない｡

この点は琵琶湖の富栄養化が沖帯の浮遊生物群集にど

のような影響を及ぼしてきたのかを知るうえでも興味

深いところで､今後再検討してみる必要がある｡

鉛直分布

湖沼におけるワムシ類の生態を理解するためには､

以上のような季節的消長の他に､鉛直分布と水平分布

などの空間的な分布データもまた重要な資料となる｡

しかし､この点についてはあまり多くの知見がない｡

前述の菊池他 (1942)の報告の後は､北湖の近江舞子

沖 (Ie-1)で調査を行った山元他 (1966)の中で4種
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類のワムシ類 (P.vulgaris, Pl.truncatum, A.

Priodonta,C.unicornis)について示されている｡そ

れによるとP.vulgarisは一年を通じて0-20m の表層

部に集中的に分布していた｡また春から夏にかけて出

現する C.unicornisも､P.uulgarisと同様に表層の

0-20m に集中したO-方､A.priodontaは夏季に中

層 (10-30m)に集中し､冬季には表層から深層まで

幅広い分布を示した｡Pl.truncatumは夏季にはA.

Priodontaと同様の中層性であるが､秋と春には表層に

分布の中心が移動した｡この地点でのワムシ類の鉛直

分布はYamamoto (1966,1967)にも示されていて､

上記の4種についての鉛直分布のパターンは同様のも

のである.それ以外にも､Brachionus, Keratella,

Trichocerca,Synchaeta,Pompholyx,Filinia等の鉛

直分布のデータがあり､それによるとこれら全てのグ

ループが表層 (0-20m)に集中して出現していた｡こ

のほか､滋賀県水産試験場が毎月実施している定期観

測の結果の中で北湖のワムシ類の鉛直分布と水平分布

に関する知見を得ることができる(例 :二宮他 1993)｡

水産試験場の定期調査では使用しているプランクトン

ネットのメッシュサイズが95〝mと大きく､出現するワ

ムシ類の密度と種数は相当に過小評価されていると考

えられる (Bott71elletal.1976).しかし､大型のワム

シ類(Kellicottialongispinaなど)についての空間分

布と季節的消長のおおよそのパターンは読みとること

ができる｡例えば1970年代以降に頻繁に観察されるよ

うになったK.longisPinaの場合は､他のワムシ類が表

層あるいは中層に分布の中心を持つのとは異なり､個

体数が増加する時期には表層から深層まで幅広い分布

を示すことがわかる｡

こうした鉛直分布の違いがどのような要因によるも

のであるかは､まだ解析されていない｡一般的には水

温などの物理化学的環境要因との関連の他､捕食者回

避､餌条件等の生物学的要因などが指摘されているが､

琵琶湖のワムシ類の鉛直分布がどのような要因と一番

関連が深いのかは､今後の研究で明らかにされるべき

項目の一つである｡

水平分布

大きくは北湖と南湖におけるワムシ類の種構成や生

息密度の違いなどが､両湖盆の富栄養化の程度の違い

と関連があるということが､古くから指摘されている｡

山元他 (1966)では北湖の湖深部でのみ採取されたも

のとして､Ascomorphaovalis,Pompholyxsulcata､
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Conochilusnatansがあげられている(P.sulcataは

近年の衛生環境センターの調査においても出現が確認

されているが､他の2種類はほとんど観察されていない :

若林 ･-瀬 1987-1994)｡このほか動物プランクトン全

般において､季節的消長が南湖でより顕著なパターン

を示すこと､夏期には量的にも質的にも南湖の方が豊

富になり､冬期にはより貧弱になると指摘している｡

ワムシ類についての特別な記載はないが､この指摘は

ワムシ類にも当てはまるものと考えられる｡水平分布

についてはその後1970年代に入ってから､琵琶湖全域

の12地点 (南湖2地点)において衛生環境センターが実

施した記録の中でみることができる(若林 1974,若林

他 1975,若林 ･-瀬 1977)｡1974年5月に行われた調

査結果では､P.vulgarisl種についてのみ報告があり､

南北両湖盆あるいは全12地点の間で明確な分布傾向は

なかったとしている.1975年の5月の調査では､P.vulgaris

については述べ られておらず､それにかわって K.

longisPinaとK.quadrataが多く観察されたとある.

このうち分布図が示されているK.longispinaについて

は､北湖南部から南湖北部で他の地点よりも密度が高

くなる傾向が認められた(若林他 1975).K.quadrata

は若林 ･-瀬(1977)の中でも多くみられた種類として

あげられている｡このときには北湖盆の各地点では104

個体/m3の密度であったのに対して､南湖盆では105-

6/m3の密度での出現が確認されており､南湖でより多

く出現する傾向にあった｡1980年の9月から12月にかけ

てHillbricht-Ilkowska(1983a)が行った調査では､

調査期間中のワムシ類の密度は南湖ではおおよそ1000-

2000個体/1(最大≒3500個体/1)であったのに対し

て､北湖では約1/10のオーダーで推移した｡また､南

湖では北湖に比べてK.cochlearisが占める割合が高い

こと､特に南湖の赤野井湾ではその他の水域であまり

みられないツボワムシ類の各種 (B.quadridentatu,

B.falcatus,B.diversicornis,B.angularis,B.

forfl'cula)とFilinialongisetaが､それぞれ約300個体/

1程度出現したことなどが示されている｡こうした北湖

盆と南湖盆におけるワムシ類の密度と種構成の違いは､

栄養度指数 (TrophicStateIndex:Carlson1977)

の違いに対応するもので､南湖においてより富栄養化

が進行していることを示すものであるとHillbricht-

Ilkowska(1983a)では結論づけられている｡ワムシ

類の密度に関してはその後の若林 ･-瀬(1987,1991)

においても同様の傾向が見られる｡また上記で報告さ

れている種類の他､H.miraについても南湖において



北湖の10倍程度の個体数の出現をみている｡こうした

琵琶湖全域を対象とした調査の他､南湖盆におけるワ

ムシ類の分布調査がMatsubara(1993)と岡野(1994)

によって行われている｡Matsubara(1993)は､南湖

の中央と東西南北の5地点 (図2-1)でワムシ類の群集

構造の季節的な変動を比較検討した｡

調査期間中に各地点で出現したワムシ類の出現頻度

と平均密度は表2-2と2-3に示すとおりである｡これら

の表から明らかなように､年間を通じて群集中で優占

種となるのはPolyarthra spp.(P.vulgarisとP.

dolichopteyla)である.このほかではShynchaetaspp.

(S.stylataとS.oblonga)､T.birostris､H mira

等が比較的多く出現した｡しかし､その他の多くの種

類は出現頻度と平均密度が低く､群集構造は単純なも

のとなっている｡各地点における群集構造を属レベル

で表すと図2-2のようになり､一年を通じてPolyarthra

spp.が占める割合が高いことがわかる｡出現したワム

シ類の総個体数は北湖に近いStn.5で最も低く､それ

以外の4地点ではほぼ同様であった｡調査期間中波藻

が行われていた東部水域では､栄養塩濃度､植物プラ

ンクトンなどの種構成も異なっていることが報告され

図2-1 南湖におけるワムシ類の調査地点地図

(Matsubara1993より一部改変)

ており(Nakanishietal.1986,1990a,b).､透明度

も低かった｡しかし､ワムシ類の群集構成はこれに対

応するような変化を示しておらず､その理由の一つと

して､Daphniaなど他の動物プランクトンに比べてワ

ムシ類の摂食は､水中の懸濁粒子の密度にはあまり影

響されないこと (Kirk1992)等があげられている｡

以下､沖帯における主要なワムシ類についてその形

態と生態について紹介する｡

l.ツボワムシ叛 くBrachl'onus)(写真2,3)

琵琶湖に出現する種類はどれも多様な形態変異を示

す (岡野 1994)｡一般に富栄養化の進んだ浅い湖沼に

多く出現し､琵琶湖においても南湖盆特に赤野井湾な

どで多くの個体が観察される
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1987 1988

図2-2 南湖の各調査地点における属レベルで見た

主要なワムシ類の組成
AN :Anuraeopsis,AO :Ascomorpha.B :Brachionus, C :
Conochilus,F :Filinia,H :Hexarihra,KL :Kellikottia,KR :
Keratella,PL:Ploesoma,PO :Polyarthra,S:Synchaeta,OH
:その他の属 (Matsubara1993より一部改変)
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表 2-2.1987年7月から1988年6月の1年間に琵琶湖南湖の5地点において出現したワムシ類の出現頻度.(M.atsubara

1993より一部改変)

種 名 Stn.1 Stn.2 Stn.3 Stn.4 Stn.5 平均

Philodinaroseola(Ehrenberg)

Brachionusleydigi(Cohn)
B.quadridentatus(Hem anns)
B.urceolaris(0.F.Mtiller)
B.uyreolarisrubens(Ehrenberg)
B.quadriden,taius(Hermanns)
B.falcatus(Zacharias)
B.diversicornis(Daday)
B.calyclj7orus(Pallas)
B.angularis(Gosse)
B.budaPestinensis(Daday)
B.caudatus(Barrois&Daday)

B.forfl'cula(Wierzejski)
Keratellaquadylata(0.F.Muller)
K.valga(Ehrenberg)
K.cochleayis∀ar.teciaf.typica(Lauterborn)
K.cochlearisvar.ievtai.macracantha(Lauterborn)
Notholcalabis(Gosse)

KellicoitialongisPina(Kellikott)
AnuraeoPsisfl'ssa(Gosse)
Euchlanisdilaiata(Ehrenberg)

Mytilinauentrlalis(Ehrenberg)
Coluylellasp.

LePadellasp.
Lecaneluna(0.F.Miiller)

Monostylasp.
Notommatasp.

TrichocercaPoyICellus(Gosse)
T.birostris(Minkiewicz)
T.bicristata(Gosse)

T.elongaia(Gosse)
T.pusilla(Lauterborn)
Tcylindrica(Imhof)
T.cylindricachattoni(DeBeauchamp)
T.caPucina(Wierzejski&Zacharias)
Trichocercasp.

AscomorPhaovalis(Bergendhal)
Synchaetaspp.#1
S.peciinata(Ehrenberg)
Polyarthraspp.#2
P.euryPtera(Wierzejski)
Ploesomahudsoni(Imhof)
P.iruncatum(Levander)

AsplanchnaPriodonta(Gosse)
Conochilusunicornis(Rousselet)
Hexarthramira(Hudson)

Filinialongiseia(Ehrenberg)
Fterminalis(Plate)
F.oPoliensis(Zacharias)
Collothecasp.
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2
2
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00
.
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4
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1

*.･〔各種類の出現した回数/全サンプリング回数 (34)〕 100

#1:Synchaetastylala(Wierzejski)とS.oblonga(Ehrenberg)･S.tremula(0.F.Miiller)を含む.

#2:Polyarthylauulgaris(Carlin)とP.dolichoPtera(Idelson)を含む.
r:出現頻度が0.1%未満を示す.
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表2-3.1987年 7月から1988年6月の1年間に琵琶湖南湖の5地点において出現したワムシ類の平均密度 (個体

数 1~1).(Matsubara1993より一部改変)

種 名 Stn.1 Stn.2 Stn.3 Stn.4 Stn.5 平均

Philodinaroseola(Ehrenberg)
Brachionusleydigi(Cohn)
B.quadridentatus(Hem anns)
B.urceolaris(0.F.Miiller)
B.urceolarisrubens(Ehrenberg)
B.falcaius(Zacharias)
B.diuersicornis(Daday)
B.calyclj7orus(Pallas)
B.angularis(Gosse)
B.budaZ)estinensis(Daday)
B.caudatus(Barrois&Daday)

B.forfl'cula(Wierzejski)
Keratellaquadylata(0.F.M也ller)
K.valga(Ehrenberg)
K.cochlearisvar.tectai.typica(Lauterborn)
K cochlearisvar.teciai.macracantha(Lauterborn)
Notholcalabis(Gosse)

KellicoitialongisPina(Kellikott)
Anuraeopsisfl'ssa(Gosse)
Euchlanisdilatata(Ehrenberg)
Mytilinaventralis(Ehrenberg)
Colurellasp.
LePadellasp.
Lecaneluna(0.F.Miiller)

Monosiylasp.
Notommatasp.
TrichocercaPorcellus(Gosse)
T.birostris(Minkiewicz)

T.Porcellus(Gosse)
T.bicristaia(Gosse)

T.elongata(Gosse)
Tpusilla(Lauterborn)
T.Cylindrica(Imhof)
T.cylindricachattoni(DeBeauchamp)
T.caPucina(Wierzejski&Zacharias)
Trichocercasp.
AscomorPhaovalis(Bergendhal)
Synchaetaspp.#1
S.pectinata(Ehrenberg)
PolyarthylaSpp.#2
P.euryptera(Wierzejski)
Ploesomahudsoni(Imhof)
P.truncatum(Levander)

Asplanchnapriodonta(Gosse)
Conochilusunicomis(Rousselet)
Hexarthylamira(Hudson)

Filinialongiseta(Ehrenberg)
F.terminalis(Plate)
F.opoliensis(Zacharias)
Collothecasp.
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#1:Synchaetastylata(Wierzejski)とS.oblonga(Ehrenberg)･S.tremula(0.F.Miiller)を含む.

#2:Polyarihravulgaris(Carlin)とP.dolichopteyla(Idelson)を含む.
Y.･平均密度が0.01個体 rlであることを示す.
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2.カメノコウワムシ類 (Keratella)(写真5-8)

ツボワムシ類と同様に形態変異の多い種類｡とくに

K.cochlearisグループは多様な変異を示す｡Hillbricht-

Ilkowska(1983C)によれば､琵琶湖におけるこのグ

ループの被甲の大きさは水温に､被甲の後端から出る

刺状突起の長さは餌条件に対応 して変化すると考えら

れる｡一般的にはこうした要因の他に､捕食回避のた

めに刺状突起を長くするという反応もあるが､この点

については検討されていない｡近年このグループの中

ではK.cochlearisvar.tectaf.macracanthaが比較

的多く出現するようである (若林 ･-瀬 1990-94)｡そ

の他の種類では､K.quadrataも春先に多く出現する

(二宮他 1993及びこれ以前の水産試験場研究報告参照)0

3.Kelll'cottl'alongl'spl'nalongl'spl'na(KeHicott

1879) トゲナガワムシ (写真 1ト13)

Syn.: Anuraea longispina (Kellicott 1879),

Anuraeaspinosa(Imhof1883),Noiholcalongispina

(HudsonandGosse1889),K.longisPina(Ahlstrom

1938),NotholcalongisPinaheterospina(Oloffson

1917)

体に透明な被殻を持ち､細長い角錐形｡後端は細長

く伸びる.水野 ･高橋 (1991)では全長400〟mとなって

いるが､琵琶湖ではこれよりも大きいものも多い｡Koste

(1978)では最大860〟mまでになるとされる｡Koste(1978)､

Ruttner-Kolisko(1974)では､貧栄養の大きな湖沼

で水温の低い時期に出現 し､富栄養化 した池などには

稀にしかみられないとある｡

琵琶湖においては夏期を除く周年出現するが､特に

4月から7月の間に大きなピークを見ることが多い｡

1970年代以降に増加 してきた種類である｡

4.Trichocercabl'rosfrl'S(Minkiewiczl900)(S

真 36)

Syn.:Mastigocercabirostris(Minkiewicz1900),

Diurellastylata(Eyferth1878?)

体は縦長で被甲のある円筒形.体長は150-200〝m程

皮 (水野 ･高橋 1991,Ruttner-Kolisko1974)｡頭背

部から2本の細長い刺が出ている｡固定の状態によって

はこの刺が見えにくいこともあるので要注意｡胴体背

部には頭部から同体の中央にかけて伸びる低い2本の

隆起がある｡

ハネウデワムシや ドロワムシ類に比べると個体数は

多くないが､夏から秋にかけてよくみられる種類で､

10

どちらかというと南湖に多く出る傾向がある｡

本種の名前については幾分混乱している｡水野 ･高

橋(1991)の検索表でこのワムシの種名を探すと｢Diu71ella

stylata(Gosse,1851)｣となり､そのシノニムとして

rD.similis(Wierzejski1893)｣あるいはリ).biyvstris

(Minkiewicz1900)｣の名前が示されている｡しかし､

外部及び岨噴許の形態をもとにKoste(1978)とRuttner-

Kolisko(1974)によって検索すると､どちらの場合も

T. birostris(Minkiewicz 1900)となる｡また､

Trichocercastylata(Gosse1851)として全く別のワ

ムシが記載されているので､シノニムとしてこの二つ

の種名が同一のワムシを示すことはない｡この点は山

元 (1952,1955)でも同様である｡山元 (1952)では､

Trichocercastylata (Gosse)とDiurellastylata

(Eyeferth)という2種類のワムシが記載されていて､

後者の方が現在の T.bi710Stris(Minkiewicz1900)

に相当する種類である(Koste(1978)によると､Diuylella

stylata(Eyeferth)という種名は以前には現在の T.

birostris(Minkiewicz1900)と T.stylata(Gosse

1851)の双方に用いられていたと思われる時期がある)｡

いずれにせよ､現在 Trichocercastylata(Gosse)

とされるワムシは別にいるので､琵琶湖で Trichocerca

stylata(Gosse)とされている種類は､その種名を T.

birostris(Minkiewicz1900)に訂正していくべきで

あろう｡

5. T.l'emis (6088e1887)

Syn.:Mastigocercaiernis(Gosse1887),Rattulus

gracilisUennings1903),T.microcornis(Myers

1942),Rattulsj7avus(Voronkov1907)

体は被甲のある円筒形.体長は約300pm｡被甲背面に

1本の低い隆起がある｡足先から伸びる鉦のうち左祉

は体長の約3分の1､右祉は左の約3分の1｡

琵琶湖の沖帯では80年代後半になってから個体数が

増加 してきたと考えられる種類｡

6.Synchaefasfylafa(Wiorzorj8kil983)ドロワ

ムシ (写真 50-51)

Syn.:S.wesenberg-lundi(Pejer1957)

体型は鐘型で被甲を持たない｡体長は220-300〝m(水

野 ･高橋 1991)｡胴部の後場に胴体の5分の 1程の長

さの足が出ている｡両側の耳は大きく症状｡頭部中心

は突出する｡一般には夏期に多く出現するとされる(Koste

1978,Ruttner-Kolisko1974)0



この形態の特徴は固定しない状態のものなので､ホ

ルマリンなどで固定した後は収縮して特徴となる形態

が全て失われてしまうことが多い｡ルーチン調査など

で種名まで確認したい場合は､固定サンプルとは別に

同定用の生体サンプルを用意しておくか､後述するよ

うな麻酔を施 したサンプリングを行うのが望ましい｡

琵琶湖では一年を通じて出現するとされる (-瀬 ･若

林 1987a,若林 ･-瀬 1990-1994,Matsubara1993な

ど参照)｡しかし､通常のサンプリングでは固定した時

点で外部形態の特徴が失われてしまうので､S.oblonga

との区別は難しい｡季節的にはこの両種が優占する時

期が異なる可能性もある｡山元 (1960)によれば､本

種は夏から秋にかけて多くみられ､S.oblongaは冬か

ら春にかけて多いということである｡

7.S.oblonga(Ehr●nborg1831)ナガマル ドロワ

ムシ (写真 46-49)

Syn.:S.neglecta(Zacharias1901),S.Pectinata

i.minor(Wesenberg-Lund 1930),S.litoralis

(Althqus1956/57)

体は鐘型で､体色は透明(Ruttner-Kollisko(1974)

では透明から黄色まで幅があるとの記載がある)｡体長

は220-260仰.頭部の中心には大きさの違 う2つの眼点

が認められる｡頭部中央は京平でその周辺から4つの感

覚毛がでる｡

Ruttner-Kolisko(1974)には湖沼の沖帯の表層水

中で水温が12-15℃度の頃に多く出現するとある｡

B6rzin菖andPejler(1989a)でも､S.siylataに

比べてやや水温が低いところで多く現れる傾向が認め

られる｡こうした報告をもとに考えた場合､琵琶湖で

冬期に出現しているSynchaeta属については､本種で

ある可能性も疑 うべきと考えられる｡

8.S.pecfl'nafa (Ehr●nb●rg1832)(写真 52)

Syn.:S.mordax(Gosse1851),Hydatinapectinata

(Acloque1899)

体は鐘型で､体色は透明O体長は240-590Fmと幅が

あるが､琵琶湖では同属の前2種よりも大型の個体が出

現することが多い｡固定した場合､フクロワムシと区

別が付かなくなることもあるので足の有無などに注意

して観察する必要あり｡耳が非常に大きい｡頭盤に2対

の剛毛がある｡典型的な浮遊性ワムシ類の一種(Ruttner-

Kollisko1974,Koste1978)｡一般的には水温の低い

期間によく出現するとされる(Ruttner-Kollisko1974)0

これまでの出現記録などからみて､若林 ･-瀬(1993,

1994)等で Synchaetas9.とされている種がこれであ

る可能性が高い｡琵琶湖では6月から7月にかけてよ

く出現しているのではないかと考えられる｡

9.Polyarthravulgarl'svulgaristCarlinl943)̂

ネウデワムシ.(写真 53-56)

Syn.:P.trigla(Ehrenberg1834),P.platypte71a

(Ehrenberg1838),P.triglavulgaris(Sudzuki1964),

P.triglavulgaris(Pourriot1965)

体は透明な長方形｡3対一組の剣状肢が4カ所からで

る｡その両縁には微小な鋸歯がある｡筆者は微分干渉

顕微鏡による観察で剣状刺を観察することができたが､

透明で微小な構造のために観察には多少の経験を必要

とするO体長は､120-160仰 (水野 ･高橋 1991)O分

類の目安としては､体が明瞭な長方形をしていること

と､剣状刺の先端が胴部と同じかやや出る程度の長さ

であること｡また剣状肢の幅が長さのほぼ5分の1程度

であること､等である｡ただし､幼体は逆三角形型で

ある(Sudzuki1955)｡また付属肢の無い形態(aptera

型)から付属肢を持つ形態 (dolichoptera型)を生ず

るのも､耐久卵から肺化 した個体の成長変異の一つで

あるといわれている (Nipkow 1952)0

広温性で比較的溶存酸素に富む水域を好むとされる

(Koste1978,BerzipゑandPejler1989a)が､

B6rzip乏andPejler(1989b)では溶存酸素濃度の低

い水域でも出現が記録されている｡鞭毛虫､形態とし

ては Cryptomonasや Chlamydomonasのようなタイ

プのものを好んで捕食する(GilbertandBogdan1984)0

琵琶湖では一年を通じて出現するが､特に春と秋の

2回､個体数の著しい増加を示す｡

10.P.doll'chopferadolichopterat]del80n1925)

(写真 58)

Syn.:P.dolichopteravar.dolichopte71a(Idelson

1925),P.dolichopteraproloba(Wulf 1941),P.

dolichoptera(Carlin1943)

体長は90-140um｡胴部 P.vurgalisと同じく長方形

であるがやや細長い｡剣状肢も前者と比較して幅が狭

く胴部の1.5倍程度ある｡側面の鋸歯も粗い｡冷温性で

溶存酸素濃度の比較的低い水域に多くみられるとされ

る (Koste1978,B6rzipゑandPejler1989a,b)0

琵琶湖のワムシ類に関する記録の中では､P.vulgaris

とP.dolichopteraはともにP.triglaとして記録され

ll



ている｡両種の成体は形態による区別が比較的容易に

できる｡しかし､特に高密度で存在する期間中は､成

体だけではなく先に示したような様々な形態の成長途

上段階の個体が数多く観察されるので､両種を完全に

区別して計数することは非常に難しい｡

ほかにも岡野(1995)はP.vulgarisvar.longirermis

(Carlin1943:写真57)の出現を記載 している｡

この種は､剣状肢の長さがP.vulgarisよりも長くP.

dolichopteraと同じように胴部の1.5倍程度ある.

これらの種を同定する際には､形態だけではなく水

温や溶存酸素濃度といった環境要因との関係-これら

の項目の鉛直分布のプロファイルとそれぞれの種の生

息密度との関係-などにも着目する必要がある｡

ll.PIoesonTafTunCafunT(B●r90nda11892)スジ

ワムシ (写真 60-62)

Syn.:Gastroschinatruncata(Levander1894)

体長170-280〝m｡硬い被甲を持つ｡背面中央に背触

手がある｡前縁は平坦または緩い波形｡一般には夏期

に多く出現するとされる (Koste 1978,Ruttner-

Kolisko1974)｡

琵琶湖では1リットル中100個体を越える記録はまれ

であるが､これまでのほとんど全ての報告の中で出現

が確認されている｡同属の他種は (P.hudsoni,P.

lenticulare)稀にしか出現しない.

12.Asplanchnaprl'odontaprl'odonfa(Go88el850)

フクロワムシ (写真 64)

Syn.:A.k71ameri(DEGueme1888),A.priodonta

pelagica(Zacharias1892)

体は透明な嚢袋型｡体長は500-1500〝m(Koste(1978)

では最小サイズは250pmとなっている)｡他の種類に比

べて大型で岨噂器が観察しやすい｡足はない｡ホルマ

リンで固定すると球形に収縮してしまうので､S.Pectinata

と区別しにくい場合もある｡しかし､岨噂器が比較的

容易に観察でき足の有無も見やすいので､こうした点

に注意すれば識別できる｡卵胎生で ｢まれ｣に生まれ

る前の個体が体内に入っているのが見える｡典型的な

浮遊性ワムシ類の一種｡

琵琶湖において出現個体数が1リットル当たり100個

体以上になることはほとんどないが､菊池他 (1942)

の報告以来常に出現している種類｡春から夏にかけて

よく出現する｡植物プランクトンの他に､繊毛虫や Keratella

など他のワムシ類なども捕食する｡出現種 リス トでは
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この他､A.sieboldi､Asplanchnopusmulticepsな

どが確認されているが､これらの種類は稀にしか観察

できない｡

13.Pompholyxsulcata(Hud80n1885)

幅広い円卵形｡体長は100-140〝m程度.無色透明で､

見落としやすい｡被甲には腹部と背部､左右の側面を

区切る深い溝が刻まれている｡夏から秋にかけて出現

する｡

14.ConochI'lusunl'coml'S(Ftou88●l●t1892)ツノ

テマリワムシ

Syn.:C.lePioPus(Forbes1893),C.limneticus

(Stenoroos1898),C.norvegicus(Burckhardt1943)

被甲を持たず､固定後は収縮して種の同定が困難に

なることが多い｡貧栄養湖に典型的な浮遊性ワムシ類｡

山元 (1960)では5月に最も多く出現するとあるが､

近年では6月から8月を中心にして出現している｡

15.〃oxarfhranll'ra(Hud80n1871)ミジンコワム

シ (写真 67)

Sym.Pedalionmira(Hudson1871),Pedaliamira

(Barrois 1878),Pedalion mirum (Hudson and

Gosse1886)

体は倒円錐形または逆三角形｡体長は160-400仰(Koste

1978)｡体の上部から6本の太い腕が出る｡腕の先端に

は7-9本の発達した羽状剛毛があり､さらに剛毛には

枝毛がある｡過去の琵琶湖の資料でPedaliamiraと記

載してあるものと同一種である｡

一般に夏期に出現のピークがあると考えられている

が(Ruttner-Kolisko1974,Koste1978)､琵琶湖で

も夏期に出現し､特に南湖の南部水域で個体数が増加

する｡この傾向は､本種が琵琶湖で記載されて以来一

貫しており､典型的な暖水性のワムシである｡

16.Fill'nl'alo叩l'sefa(Ehr●nb●r91834)ナガミツ

ウデワムシ (写真 68-70)

Syn.:Triarth71alongiseta(Ehrenberg1834)

体は透明な卵形｡体長130-250pm(Koste1978).

体長の2-3倍ほどの前肢が2本､後肢が1本出てい

る｡この3本の肢を後ろにのばし回転しながら泳ぐ｡

固定すると2本の前肢が前方に突き出すこともある｡

富栄養化した水域に多くみられる｡水温が15℃から

20℃頃に表層水中によく出現するとされる(Ruttner-



Kolisko1974)O同属のF.terminalisは本種よりも体

が細く二等辺三角形型で､後肢が胴体の後端から出て

いるところで識別する｡一般には､水温躍層以下のと

ころで水温が15℃以下の時に出現するとされている

(Ruttner-Kolisko1974)｡

琵琶湖では南湖で多く出現する｡

Filinialongisetaの幼体の体型はF.terminalisによ

く似ている(鈴木 1962)ということなので､F.terminalis

として同定する場合には外部形態だけではなく岨噂器

の形態を確認することと､個体群として十分な数が出

現していること､出現した際の水温や分布などをチェッ

クしておくべきである｡

17.Collofhecaomafavar.comufa(Dobie1849)

Syn.:Floscularia cornuta (Dobie 1849),F.

appendiculata(Leydig1854)

体長 240- 650仰｡被甲を持たず収縮して丸くなると

同定が難しくなる｡沈水植物などに固着して単独で生

活する｡同属の中では､C.pelagicaとC.mutabilisが

浮遊生活をするものとされている(Ruttner-Kolisko

1974)｡

今後の課題

ここまでに紹介した研究のほとんどは､ワムシ類を

直接の研究対象としたものではない｡それぞれの調査

の目的も異なるために､採水の方法､使用したプラン

クトンネットのメッシュサイズなどもまちまちで､ワ

ムシ類の密度など単純には比較できない｡また調査頻

度が毎月一回程度の場合は､後に示すように､ワムシ

類の最大 ･最小密度あるいは季節的消長のパターンな

どを評価するのは大変難しい｡今後､ワムシ類に関す

る調査を行う場合には､こうした点について留意しな

ければならない｡

2-3.沿岸帯のワムシ類

沿岸帯のワムシ類については､古くは1936年の11月

に京都大学大津臨湖実験所 (現 :京都大学生態学研究

センター)湖岸 (森 1942)と､1943年7月に堅田付近

で実施された調査(山元1944)の中に9種類(Brachionus

anglaris,Keratellacochlealis,Trichocercacapucina,

T.longiseta,Synchaetastylata,Polyarthravulgaris,

Ploesoma truncatum, Pompholyx com♪lanata,

Conochilusunicornis)の記載がある｡その密度は全

ての種類を合わせても1リットル中100個体に満たず､

非常に少なかった｡それ以降では､水野 ･鉄川 (1966)

が水草に付着する小型動物の定性調査を行った際に出

現したワムシ類について報告している｡ここでは主要

なものとして､Philodinaroseola,Mytilinaventralis,

LepadellaPatellaf.oblonga,Lecanej7exilis,L.bulla

(Monostylabulla),Trichocercasp.,Synchaeta

sp.の7種が示された｡このほかにも多数の種類が出現

したが､主要なものも含めて水草表面の単位面積当た

りの個体数に換算すると予想以上に少なかったと報告

されている｡同時期のものでは､平井 (1970)が1964

年と1967年の4月から6月にかけての2回､山の下湾

で水草帯とその周辺の水域で調査を行い､種組成と密

度の違いを報告している｡この中では､出現種として､

P.roseola,B.quadridentatus,Keratella spp.,

Euchlanisdilatata,Colurellasp.,Lepadellasp.,

Lecaneluna,Lecane(Monosiyla)sp.,Trichocerca

spp.(T.birostris,T.ylaSttuS:平井 ｢1970)では

T.cristataとして記載される),Asplanchna♪riodonta,

Synchaeta sp., Polyaythra spp., Ploesoma

truncatum, Testudinella patina, Conochilus

unicornisなどが示されている｡この中で､湖深部で得

られた結果と比較してみた場合､1)Polyarthraは沖

帯 ･沿岸をとわずどの調査地点でも比較的多くの個体

が出現し､生活域の広い種といえること､2)Euchlanis､

Lecane等の種は沖帯に出現しないものが多く､沿岸部

の種数が沖帯の2-4倍になること､3)沿岸部では

沖帯に比べプランクトン密度が高かったこと､等が指

摘された｡沿岸部の中で水草帯と水革帯のない水域を

比較した場合には､1)Philodina､Lepadella等の

種は前者にのみ､2)Euchlanis､Asplanchna､等

は前者でより多く､3)PloesomaとSynchaeta等の

種が後者で多く出現したとある (表2-4)｡これ以後､

沿岸帯のワムシ類について出現種の記載は岡野氏によっ

て貴重な報告があるが (岡野 1987,1995)､定量的調

査を行った研究はほとんどない｡

以下では筆者が琵琶湖博物館開設準備室の委託研究

に参加した際の成果をもとに､琵琶湖沿岸に生息する

ワムシ類について紹介する｡調査は1993年4月から1994

年3月にかけて､毎月1回琵琶湖全域の22地点 (図2-3)

で実施した｡岸から5-10m程度離れた地点でバケツに

より20リットルの表層水を採水して､口径30cm､メッ

シュサイズ20〝mのプランクトンネットで約100mDに渡過

濃縮した.この試水に3%のプロカイン塩酸塩溶液を
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表2-4.山の下湾におけるワムシ類の環境別出現個体数 (個体数/1:平井 1970をもとに作成).

種 名 調 査 日

1964/5/19 1964/6/29 1964/6/8

調査場所* A B C A B C A B

Philodinaroseola

Brachionusquadridentatus
Keratellasp.
Euchlanisdilatata
Coluylellasp.
LePadellasp.
Lecaneluna
Lecane(Monostyla)sp.
Trichocercaspp.

Polyarthraspp･
Synchaetasp･
Ploesomatruncatum

AsPlanchnapriodonta
TestudinellaPatina

4

7

4

4

1

6

2

00
00
000
0

0

3

0000

3

1

5

3

0

0

0

0

00
000
0

1

00001

5

1

0

8

1

0

0

00
000
00
00
1

00

日日日

8

1

3

1
4

1
4

9

0

0

00
0

0

0

0

0

00
000

4
4

9

4

2

1

5

1

4

4

0

0

00
0

0

0

0

1

0

0

000

1

1

2

2

9

1

1

0

0

0

0

0

00
0

1

0

0

000

9

5

7

0

6

4

3

8

0

9

7

5

5

6

01
0

3

1

7

0

06
0

1
.

1

9

5

3

6

1

6

6

1

6

4

9

6

1

6

3

8

0

1

0

0

3

1

3

0

0

7

6

8

1

4

1

1

2

1

2

4

7

5

2

1

00
0

8

000
0

0

7

1

8

0

0

3日H

*:A)水生植物のない水域 ;B)ヨシ帯 ;C)エビモ帯

1mb滴下して20分から40分後さらに10%の同溶液を1

mR滴下して数分の麻酔処理を行った後､ホルマリン溶

演 (原液)を1mb加えて固定し､その中のワムシ類の

同定 ･計数を行った｡その結果､調査期間中に記録し

たワムシ類の種数は約115種類であった｡1地点での出

現種数は8月から9月にかけて最多となり (尾上北で

42種 :図2-3参照)､2月に最小の2種 (安曇川､休暇村､

野洲川南の各地点)となった｡一方､出現個体数は4

月に最大となり､9月にやや小さいピークを示した後､

徐々に減少し1月から3月に最低となった｡個体数の

増加は主としてPolyarthravulgaris,P.dolichoptera,,

Synchaetaoblongaの個体数の変動が反映されたもの

である｡これらの3種は基本的に全ての地点で調査期

間を通じて出現しており､沖帯のワムシ群集における

これらの種の出現状況と類似している｡その他の種類

は低密度しか出現しなかったが､Colurella,Lepadella,

Lecane,Trichocerca,Pompholyx,Testudinella属の

各種は北湖で､Brachionus,Keratella,Kellicoitia等

の種類は南湖で比較的多数の個体の出現を確認した｡

沖帯のワムシ類の群集構造と比較すると､沿岸帯では

極めて多くのワムシ類が出現し､その群集構造も複雑

になるといえる｡ここでは各地点での群集構成の多様

性の指標として､Shannon-Weaverの多様度指数(H)

を算出し､その結果も付表として示してある｡しかし､

ほとんどの種類は葡旬性または固着性の生活を営むも

ので､この調査によって得られたデータは各種類の生

息密度をかなり過′J､評価 している可能性が高い｡また､
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サンプリングの間隔も長すぎるので密度の変動パター

ンなども正確に反映していないと考えられる｡沿岸帯

の種類については定量採集するための適切な方法を確

立し､再調査を行 う必要がある｡

以下､各月ごとの結果について概略を示す｡なお､

7月については南湖のみの調査であり､出現個体数も

少なかったので全体の概略を記載するにとどめた｡ま

た1･月から3月にかけても同様の理由により､一括し

て概略を示すことにした｡

4月(代表的な種類の地点毎の生息密度は図2-4参照の

こと)

出現種数は野州川南の25種から文化館における4種

まで大きくばらついた｡全体としては､北湖で比較的

多くの種類の出現 (42種)が認められたのに対して､

南湖では烏丸で10種 (合計13種)を確認したのが最高

であった(表2-5)｡多様度指数の変動を見ると､北湖で

は月出 (外)の0.293を最低として海津の2.820まで､

幅広い変動を示したのに対して､南湖ではセンターの

0.650から山下湾の1.477まで比較的変動幅が小さかっ

た (表2-6)｡新旭と月出周辺では出現種数の如何によ

らず多様度は低下しており､一部の種類が強く優占し

ていることがわかる｡この点を除けば各地点での出現

種数と多様度の変動はほぼ同様になる傾向があり､北

湖の各地点において南湖よりも出現種数が多く群集構

成も多様であることが示唆された｡一方､出現種総個

体数は新旭と磯で約2500個体を記録し､山下湾の約2400



個体がこれに続いた｡北湖ではこのほか月出と野洲川

南で､南湖ではセンターと烏丸でそれぞれ1000個体以

上の出現を記録 した｡全体としては各地点間の出現個

体数のばらつきが大きく､北湖､南湖あるいは東岸､

西岸といった水域毎の分布のパターンは認められなかっ

た｡以下では出現種の中で任意の1地点で出現密度が

30個体/1リットル以上となった種について､その分布

傾向を示す(個体数は全て1リットル中の密度として示

す)0

1)Brachionuscalyclj7orus

烏丸で局部的に82.5個体を記録した｡その他にも磯､

水が浜､野洲川南と全て北湖東岸の調査地点で記録さ

れたが､個体数は5個体以下であった｡

2)Kellicottialongispina

東岸では休暇村で64個体､西岸では志賀駅裏で38個

体を記録したが､それ以北の地点では10個体以下に減

月出では内湾 (月出 (内))と北湖盆に面した月出 (外)の
2地点で採水した｡尾上では港を中心地してその南北の3地点
で採水した｡

図2-3 沿岸帯のワムシ類調査地点地図

少した｡本種は南湖を中心とする琵琶湖南部に出現し

ていたといえる｡

3)Euchlanisdilatata

野洲川南で最多の128.3個体を記録した｡その他の地

点では尾上周辺と新旭で20個体近くが確認された｡南

湖でも烏丸と北山田での出現が認められるが､全体の

傾向としては､北湖東岸を中心に出現していたといえ

る｡

4)Colu71ellaadriatica

本種は磯の75個体を最高に野洲川南から尾上南まで

の北湖東沿岸及び､北小松から海津にかけての北湖西

岸で観察された｡南湖では烏丸で出現しているが､全

体の傾向としては北湖の東西沿岸部を中心に分布 した

といえる｡

5)Synchaetaoblonga

全域の各地点で出現を確認した｡これまで記載した

他の種類と比較してその個体数はかなり多く､山下湾

では517.5個体を記録した｡この山下湾を中心とする琵

琶湖南西部と北湖東岸で比較的多数の出現を確認した｡

6)Synchaetastylata

上記の同属と比較すると出現個体数は少ない｡その

分布はS.oblongaに比べてより北湖東岸中心になって

いることがわかる｡磯で最大個体数87.5個体を記録し､

尾上南までの4地点に比較的多くの個体が出現する傾向

があった｡

7)Polyarthravulgaris,P.dolichoptera

5月以降は2種を分けて計数したが､4月に関しては

一部の地点で両種を区別せずに計数したので､両種ま

とめての記載とした｡各地点での出現個体数のばらつ

きが大きく明確な分布の傾向は見られなかった｡しか

し､ほとんどの地点で他の種類に比べて著しく高い出

現個体数を記録しており､全域における優占種の位置

を占めていた｡

8)P.euryptera

上記の同属2種に比べると出現個体数は極めて少ない｡

しかし沖帯ではほとんど確認されないことを考えると､

沿岸帯では相対的に多数の出現が記録されたと考えて

よい｡山下湾で最多の32.5個体を記録 したが､西岸の

その他の地点では確認されなかった｡尾上南でこれに

近い30個体を記録するとともに､野洲川南までの各地

点で出現していることなどから､本種は北湖東岸を中

心に分布 していたといえる｡

9)Pompholyxcomplanata

新旭で最多の37個体を記録し､この地点を中心に北
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湖北部､西部での出現が確認された｡南湖では出現を

確認することができず､これまで記載してきた種類の

中で北湖中心の分布が最も典型的に現れた種であると

いえる｡

5月(代表的な種類の地点毎の生息密度は図2-5参照の

こと)

出現種数の最大値は月出 (内)の22種､最小値は志

賀駅裏他の8点における8種であった (表2-5)｡北湖の

各点と南湖の各点における出現種数の違いも無くなり､

全体として4月よりもばらつきが減少した (表2-5)0

多様度指数の変動も全体としては4月よりも減少して

いるが､最大値 (3.684,菅浦)と最小値 (0.635,北

山田)の幅はむしろ大きくなった (表2-6)｡菅浦での

出現個体数は各地点での出現個体数と比較して少なく､

多様度の大きさは出現種各種の密度が比較的均一な状

態になっていることに起因している｡一方､北山田に

おいては出現種数は12種であるものの､出現個体数の

ほとんどをKellicottialongisPinaが占めていたことが

多様度の低さに反映したものといえる｡総個体数では

新旭､延勝寺､センターなどで約1000個体を記録した

のが最大でこれに文化館､磯等の地点が続いた｡月出

を除く最北部の地点ではやや出現個体数が低い傾向が

見られたが､その他の地点間では4月同様に各地点間

の個体数のばらつきは大きなものであった｡

以下では4月と同様に出現種の中で任意の1地点で

出現密度が30匹/リットル以上となった種について､

その分布傾向を示す (個体数は全て1リットル中の密

度として示す)｡

1) K.longispina

全体としては出現個体数は4月よりも減少した｡北

山田で305個体､休暇村で61個体が出現しているが､そ

の他の地点ではおおよそ20個体以下の出現にとどまっ

ている｡しかし4月とは異なりほぼ全域の地点で出現

が確認されるようになった｡

2)E.dilatata

本種の場合も4月に比べて出現個体数は減少した｡

分布傾向は4月とほぼ同様で北湖で多くの個体が確認

されたが､最大個体数は新旭 (37.5個体)で記録され

た点が前回とは異なる点である｡

3) S.oblonga

最大個体数は4月よりも減少したが(484.5個体 ,文

化館)､南湖を中心として北湖の東西両岸でも出現個体
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数が増加しており､全体としては増加傾向になってい

ることがわかる｡

4)S.stylata

全体としての出現状況に4月と大きな差はないが､

最大個体数は野洲川南の34個体で､4月に比べると減

少した｡

5)P.vulgaris

前回は2種含めて示したので一概に比較はできない

が､6)のP.dolichopte71aとあわせた密度で比較して

も出現個体数は減少した｡最大個体数はセンターの345

個体､最低は烏丸の7個体であり､その他の地点を含

めてみると南湖の東西の地点で個体数に大きな差を生

じた｡北湖の各地点での個体数のばらつきも大きかっ

たが､こちらでは南湖のような明確な違いは見られな

かった｡

6)P.dolichoptera

南湖では前種と同様の出現傾向が見られた｡北湖で

は､これも前者と同様で明確な分布パターンは見るこ

とができなかった｡東西両岸で密度の高い地点が1地

点ずつあり(755.5個体 ,延勝寺 ;645.5個体 ,新旭)､

全体としてはP.vulgarisよりも多数の個体が出現して

いたと考えられる｡

7)P.truncatum

最大個体数は磯の236.5個体で､センターの216個体

がこれに続いた｡しかし南湖のその他の4地点ではほ

とんど観察されず､北湖東岸に分布が集中する傾向が

見られた｡

7月 (南湖のみ)

出現種数は10-14種の間で変動し､5月 (9-12種)

と比較しても大きく変化していない｡しかし､こうし

た出現種数の動向に対して出現個体数が著しく減少し

たことが､多様度を増大させる要因となっている｡5

月の各地点での出現総個体数はおおよそ200-1000個体

の間であったのに対して､今回は11-61.5個体の間で

の変動となっており､その関係で多様度は2.868- 3.

635とこれまでの2回に比べて非常に高い値を示してい

た (表2-5,6)0

8月 (野洲川南では採水せず､センターの試料は計数

できず :代表的な種類の地点毎の生息密度は図2-6参照

のこと)

出現種数は11種 (北小松)から28種 (北山田)の間

で変動した(表2-5)｡北湖北部と南湖における出現種数



が増加するとともに､多様度が3を越える地点が7点に

なり､全体としてワムシ群集の多様性が高くなる傾向

が認められた (表2-6)｡出現総個体数はほぼ全ての地

点で5月よりも減少傾向にあり､特定の優占種が多数

をしめるという構成から多くの種類がわずかずつ出現

するという群集構成に変化してきたことが示唆される｡

以下これまでと同様に個別の種類の出現状況について

述べる｡

1)Keratellacochlearisvar.tectai.macracantha

北山田で最大の284.5個体を記録し､文化館で55.5

個体と南湖において多数の出現を見た種類である｡北

湖においても尾上から延勝寺あるいは新旭など､漁港

周辺もしくは水草帯の周辺など､比較的富栄養化した

あるいは水が停滞していると予想される水域での出現

が目立った｡

2) Trichocercacylindricachattoni

北小松で最大個体数 (122.5)を記録し､その周辺の

北湖西岸で集中的に記録された｡

3)Ascomorphaoualis

前者と同様北小松で最大個体数 (286)を記録した｡

それ以外の地点では低密度ながら多くの地点で出現し

ていた｡

4) P.vulgaris

最大個体数は新旭 (434個体)で記録された｡その他

では尾上周辺と南湖の各地点で比較的多くの個体の出

現を記録した｡これらの地点での出現状況は5月とほ

ぼ同様であるが､それ以外の地点では個体数は減少傾

向にあった｡

5) P.dolichoptera

5月までと比較して出現個体数は著しく減少し､最

大でも新旭の36.5個体を記録するのみであった｡全域

での分布はほぼP.vulgarisのそれと同様の傾向を示し

ていた｡

6)Asplanchnapriodonta

安曇川で記録された33.5個体が最大である｡全域に

おける分布は､T.cylindricachattoniのそれに類似し

ており､北湖西部の各地点で比較的多くの個体が見ら

れた｡

9月(代表的な種類の地点毎の生息密度は図2-7参照の

こと)

出現種数のばらつきは3(新旭)～42(尾上北)種と､

調査期間を通じて最大となった (表4-5)｡全体として

は北湖北西部での出現種数が他の地点に比べて少ない

傾向が見られた｡多様度指数も山下湾の0.727から姉川

の4.155まで､調査期間中を通じて最もばらつきが大き

かった (表4-6)｡出現総個体数においても､北湖西岸

の菅浦に至るまでの各地点では8月と比較して著しい減

少傾向にあったのに対して､野洲川南 (2192個体)と

山下湾 (1961個体)､センター (1505個体)においては

7､8月と比較して個体数の顕著な増加傾向が見られた｡

これらの地点では以下でも述べるが､P.vulgarisの個

体数の増加が目立ち､特に野洲川南と山下湾において

は多様度を低下させる原因となっている｡

1)Ke71atellacochlearisvar.tectaf.macracantha

個体数は前回に比べると減少しているが､センター

の62個体を最大として､南湖の各地点に分布の中心が

あった｡

2) S.stylata

センターの266個体を最大として南湖の西岸で多数が

出現した｡北湖では月出 (内)において134個体の出現

が記録された｡

3)Polyarthravulgaris

野洲川南 (1761個体)と山下湾 (1729個体)､センター

(795個体)では先にも述べたように本種の個体数の著

しい増加が認められた｡しかしその他の地点では前回

とほぼ同様かやや減少傾向にあった｡

4) P.dolichoptela

全体の傾向はPolyarthravulgarisとほぼ同様である｡

山下湾で最多の153個体を記録した｡

5) Conochilussp.

センター (38個体)と文化館 (33個体)で最も多数

が出現しており､この2点を中心とする南湖西部で主

に分布していた｡このほか､北湖北部の菅浦から尾上

に至る地点での出現が認められた｡

6)CephalodellaSPP.

センターで141個体を記録したのが最大で､これ以外

の地点ではおおよそ20個体以下の出現を見たのみでる｡

南湖全域と北湖北東部の各地点において主に出現を確

認した｡

出現個体数の少ないものの中で分布に特徴が見ら

れたものは､ ColurellaとLepadella,Leccane,Tes-

tudinella,Pompholyx等で､これらの種類は北湖の特

の北部を中心に出現しており､南湖ではほとんど確認

できなかった｡
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11月(代表的な種類の地点毎の生息密度は図2-8参照の

こと)

出現種数は7(安曇川)～21(センター)種類の間で

変動し､9月よりも変動幅は減少した (表2-5)｡また

多様度も1.385(尾上港)から3.689(姉川)の間で変

動し､種数と同様に変動幅が小さくなった (表2-6)O

出現総個体数は延勝寺 (1519個体)､磯 (798個体)､休

暇村 (555個体)などで他の地点よりも多い傾向が見ら

れた｡前回との比較では､個体数が増加 した地点と減

少した地点が混在しており､明確なパターンは認めら

れなかった｡

1) K.cochlearis

これまでの2回記載してきた K.cochlearisvar.tecta

f.macracanthaと同様に主に南湖で出現した｡烏丸で

38個体出現したのが最大である｡

2) S.stylata

全体としては9月よりも出現個体数は減少した｡また

多数見られた地点も前回とはやや異なり､北湖の南西

部 (最大 :休暇村 ,159個体)を中心として南湖の西岸

一帯までに加えて､東岸の烏丸においても142個体が認

められた｡

3)P.vulgaris

北湖東岸を中心とする全域で出現していた｡9月と

比べると､分布の中心は南湖西岸から北湖東岸-と移っ

ている｡最大個体数は延勝寺の570個体で､全体として

は9月よりも減少してきた｡

4)P.dolichoptera

分布傾向､9月との比較点などほぼP.vulgarisと同

様の傾向を示した｡しかし､出現個体数は延勝寺の842

個体を最大として全体として著しい増加傾向が見られ

た｡

5)P.truncatum

磯の149個体を最大として北湖北東部､月出周辺など

で主に出現した｡

ColuylellaとLePadella､ Leccane､ Conochilus等

の種類は北湖において出現する頻度が高かった｡

12月(代表的な種類の地点毎の生息密度は図2-9参照の

こと)

出現種数は3種から12種類の間で変動しており､11月

と比較しても全体として減少傾向にあった (表2-5)0

多様度は1.116(水が浜)から2.591(尾上港)の間で

の変動を示し､こちらも全体に減少する傾向にあった｡
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また北湖西岸から北部にかけての地点では地点毎の変

動が大きかったが､延勝寺以南の北湖東岸と南湖の各

点では1.116から1.513(野洲川南)の間での比較的小

さい変動幅を示した (表2-6)｡出現総個体数も一部の

地点を除いて減少する傾向が見られた｡最大個体数は

山下湾の565個体で､センター (478個体)と合わせた

南湖西部と北湖南東部で比較的多くの個体が記録され

た｡

1) P.vulgaris

全域での出現パターンは総個体数のそれのほぼ一致

する｡センター (372個体)と山下湾 (320個体)で分

布のピークが見られ､これを中心に南湖全域と､北湖

の南東部で比較的多くの個体が観察された｡11月の延

勝寺で見られたような突出したピークを見ることはな

かった｡

2)P.dolichoptera

南湖でのピークは山下湾 (226個体)のみで見られた

が､全体の分布パターンはP.vulgarisと類似したもの

となった｡

1月から3月

この期間中出現種数は最低となり2種から7種の間で

変動した (表2-5)｡多様度も0.414から2.252と比較的

低いレベルでの変動を示した (表2-6)｡ 1月の場合､

総個体数は最高で山下湾の101個体(このうち84個体が

P.vulgaris)であった｡全体としては南湖での出現が

多く､このほか北湖北部と磯においてある程度の出現

が確認された｡そのほか低密度ではあるがK.longispina

とS.oblongaの2種類が比較的頻繁に確認できた(付

表参照)02月には出現個体数はさらに減少し､最高で

も12個体程度を確認するのみという状態になった (義

2-5)｡しかし､ほとんど全ての地点で K.longispinaと

P.vulgarisの2種は確認することができた(付表参照).

3月にはいると個体数は増加 し､センターで88個体､

文化館で72個体､烏丸で68個体が観察できた｡この総

個体数の増加には､いずれの地点においてもS.oblonga

の増加が寄与していた (センター 67個体 ,文化館 57

個体 ,烏丸55個体)｡
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表 2-5 各地点における出現種数の季節変動

北 湖 北 部 北湖東部 (尾上周辺)出 現 種 数
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表2-6 各地点における多様度 (H)の季節変動

志賀駅裏 北小松 安曇川 新旭 海津 菅浦 月出 (内) 月出 (外) 尾上北 尾上港 尾上南 延勝寺

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

均

4

5

7

8

9

11

12

1

2

3

平

1.741 1.465

2.396 2.560

2.652 1.739

2.913 1.157

1.573 1.946

1.774 2.533

1.380 0.985

1.370 1.958

1.928 1.729

1.289 0.568

1.917 1.917

2.439 1.792

2.786 1.585

2.722 2.973

1.628 1.887

1.000 1.379

1.956 1.729

2.820 2.766 0.363 0.293

1.618 3.684 2.994 1.488

3.199 3.727

2.745 2.294

3.624 2.424

1.328 1.936

1.379 2.180

i.500 1.275

2.967 2.434

2.649 3.897

2.365 3.344

2.386 2.592

1.481 1.585

0.773 0.414

2.252 1.918

1.786 1.846

1.415 1.778

2.474 2.477

1.866 2.554

3.522 2.718

2.565 1.385

2.273 2.591

1.380 1.485

2.177 1,961

1.824 0.868

2.395 1.226

1.542 1.384

3.880 2.255

2.525 1,489

1.922 1.456

0.954

1.456 1.539

2.213 1.382
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2-4 琵琶湖産ワムシ類出現種一覧

ここでは､-瀬 ･若林 (1982,1984,1987a)､Matsubara(1993)､岡野 (1987,1995)､山元 (1960)､山元他

(1966)等をもとに､これまでに琵琶湖で記載されたワムシ類のリス トを示す｡リス トに示す際の分類は原則とし

てKoste (1978)にしたがった｡ただし双生殖巣類 (Bdeloid)のワムシ類については水野 ･高橋 (1991)によっ

た｡和名がついているものについては和名を加え､( )内には過去に同種を記載した際に使われた学名があった場

合の名前を記してある｡

FamilyHABROTROCHIDAE(BRYCE1910)

GenusHabrotrocha(BRYCE1910)

l Habrotrochasp.

FamilyPHILODINAE(BRYCE1910)

GenusRotaria(SCOPOLI1777)

2 Rotariaelongata(WEBER1888)

3 R.neptuna(EHRENBERG1882)ネプチューンヒルガタワムシ

4 R.rotatoria(PALLAS1766)

5 R.socialis(KELLOKOT 1888)

GenusPhilodina(EHRENBERG1830)

6 Philodinaroseola(EHRENBERG1832)ベニヒルガタワムシ

7 Philodinasp.

GenusDissotrocha(BRYCE1910)

8 Dissot710Chaaculeaia(EHRENBERG1832)トゲヒルガタワムシ

FamilyEPIPHANIDAE(BARTOS1959)

GenusEpiphanes(EHRENBERG 1832)

9 EpiPhanessenta(0.F.MULLER1773)

FamilyBRACHIONIDAE(WESENBERG-LUND1899)

GenusPlatyias(HARRING1913)

10 Platyiasquadricornis(EHRENBERG 1832)

GenusBrachionus(PALLAS1766)

11 Brachionuspatulus(0.F.MULLER1786)

12 B.leydigi(CHON 1862)シリミットグッボワムシ

13 B.quadridentatus (HERMANN 1783)カ ドッノワムシ

14 B.quadridentatusvar.cluniorbicularis(SKORIKOV 1894)

15 B.urceolaris(0.F.MULLER1773)カメガタツボワムシ

16 B.urceolarisvar.rubens(EHRENBERG1838)アカツボワムシ (B.rubens)

17 B.falcatus(ZACHARIAS1898)カマガタツボワムシ

18 B.diversicornis(DADAY 1883)ツノワムシ (Schizocercadiuersicornis)

19 B.calycljlorus(PALLAS1766)ツボワムシ

20 B.calyclj7orusf.anuraelformis(BREHM 1909)

21 B.calyclj7orusf.amphicerous(EHRENBERG 1838)(B.calyclj7orusvar.dorcas)

22 B.dimidiatus(BRYCE1931)

23 B.angularis(GOSSE1851)コガタツボワムシ

24 B･angularisf.bidens(PLATE1886)カ ドナシコガタツボワムシ (B.angularisvar.
bidens)

32



25 B.budapestinensis(DADAY 1885)ブダペス トツボワムシ

26 B.caudatus(BARROISandDADAY 1894)

27 B.forfl'cula(WIERZEJSKI1891)ウシロヅノツボワムシ

28 B.forfl'culaf.minor(VORONKOV 1913)

GenusKey7atella(BORYDEST.VINCENT 1822)

29 Keratellaquadrata (0.F.MULLER1786)コシブ トカメノコウワムシ

30 K.valga(EHRENBERG1834)コシボソカメノコウワムシ

31 K.tropicaf.reducta(FADEEW 1927)(K.valgavar.monst710Sa)

32 K.cochlearis(GOSSE1851)カメノコウワムシ

33 K.cochlearisvar.tectai.micracantha(LAUTERBORN 1900) (K.cochlearisi.micracantha)

34 K.cochlearisvar.tectaf.typica(LAUTERBORN 1900)

35 K.cochlearisvar.tectaf.mac71aCantha(LAUTERBORN 1900)(K.cochlearisf.macylaCantha)

GenusNotholca(GOSSE1886)

36 Notholcastriata(0.F.MULLER1786)トゲワムシ

37 N.acuminata(EHRENBERG1832)スジトゲワムシ

38 N.labis(GOSSE1887)シリキレシマワムシ

39 N.foliacea(EHRENBERG1838)トンガリシマワムシ

GenusKellicottia(AHLSTROM 1938)

40 Kellicottialongispina(KELLICpTT 1879)トゲナガワムシ

GenusAnuraeopsis(LAUTERBORN 1900)

41 Anuraeopsisfl'ssa(GOSSE1851)ニセカメノコウワムシ

FamilyEUCHLANIDAE(BARTOS1959)

GenusEuchlanis(EHRENBERG1832)

42 Euchlanisdilatata(EHRENBERG1832)ハオリワムシ

43 E.incisa(Carlin1939)

44 Euchlanissp.

GenusDipleuchlanis(DEBEAUCHAMP1910)

45 Dipleuchlanis♪Y10Patula(GOSSE1886)アシナガハリオワムシ

FamilyMYTILINIDAE(BARTOS1959)

GenusMytilina(BORYDEST.VINCENT1836)

46 Mytilinamucronata(0.F.MULLER1773)

47 M.veniralis(EHRENBERG1832)サヤガタワムシ

48 M.ventralisvar.byleVisPina(EHRENBERG1832)

GenusLophocharis(EHRENBERG1838)

49 Lophocharissalpina(EHRENBERG1834) (Lepadellasalpina)

FamilyTRICHOTRIDAE(BARTOS1959)

GenusTrichotria(BORYDEST.VINCENT 1827)

50 Trichotriapocillum(0.F.MULLER1776)

51 T.tetractis(EHRENBERG1830)シリトゲオニワムシ

FamilyCOLURELLIDAE(BARTOS1959)

GenusColurella(BORYDEST.VINCENT 1824)

52 Colurellaadriatica(EHRENBERG1831)(ColurellalePtus)

53 C.obtusa(GOSSE1886)マルチビワムシ

54 C.uncinata(EHRENBERG1832)
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55 C.uncinataf.bicuspidata(EHRENBERG1832) (C.bicuspidata)

GenusSquatinella(BORYDEST.VINCENT 1826)

56 Squatinellamutica(EHRENBERG1832)

57 S.longispinata(TATEM 1867)

GenusLepadella(BORYDEST.VINCENT 1826)

58 Lepadellaovalis(0.F.MULLER1786)

59 L.patella(0.F.MULLER1786)

60 L.patellaf.oblonga(EHRENBERG 1834) (L.oblonga)

61 L.acuminata(EHRENBERG1834)トンガリウサギワムシ

62 L.rhomboides(GOSSE1886) (L.imbricata)

63 Lepadellasp.

FamilyLECANIDAE(BARTOS1959)

GenusLecane(NITZSCH 1827)

64 LecaneluduJigi(ECKSTEIN 1893)

65 L.ludu)igii.laniculaia(HAUER1938)

66 L.ohioensis(HERRICK 1885)

67 L.elegans(HARKING 1914)

68 L.luna(0.F.MULLER1776)ツキガタワムシ

69 L.ungulata(GOSSE1887) (L.svergis)

70 L.j7exilis(GOSSE1889)

71 L.stichaea(HARRING1913)

72 L.aculeataUAKUBSKI1912)

73 L.galeata(BRYCE1892) (L(M).pygmaea)

74 L.murrayi(HAUER1965)

75 L.Stenroosi(MEISSNER1908)ツボェナガワムシ (M.stenroosi)

76 L.lunaris(EHRENBERG 1832)ツキガタエナガワムシ (M.lunaris)

77 L.lunariscylenata(HARRING1913)(M.crenata)

78 L.bulla(GOSSE1886)タマゴェナガワムシ (M.bulla)

79 L.quadridentata(EHRENBERG1832)(M.quadridentata)

80 L.closterocerca(SCHMARDA 1859)マルガタエナガワムシ (M.closterocerca)

81 L.hamata(STOKES1896)カギエナガワムシ (M.hamata)

82 L.hamatavar.thienemanni(HAUER1937)(M.thienemanni)

83 Lecanesp.

84 Lecane(Monostyla)sp.

FamilyPROALIDAE(BARTOS1959)

GenusProales(GOSSE1886)

85 Proalessigmoidea(SKORIKOV 1896)

86 P.decipiens(EHRENBER1831)

87 P.microbus(GOSSE1886)

88 P.adenoides(MYERS1933)

89 Proalessp.

FamilyLINDIIDAE(REMANE1933)

GenusLindia(DUJARDIN 1841)

90 LindiatruncataUENKINGS1894)
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91 L.Pallida(HARRING& MYERS1922)

92 L.tecusa(HARRINGANDMYERS1922)

93 Lindiasp.

FamilyNOTOMMATIDAE(REMANE1933)

GenusScaridium (EHRENBERG 1830)

94 Scaridium longicaudum (0.F.MULLER1786)オナガワムシ

GenusMonommata(BARTSCH 1870)

95 Monommatadentata(WULEERT 1940)

96 M.grandis(TESSIN 1890)カタオワムシ

97 Monommatasp.

GenusEosphora(EHRENBERG 1830)

98 Eosphorasp.

GenusNotommata(EHRENBERG 1830)

99 Notommatahaueri(WULFERT 1939)

100 N.omentata(WULFERT 1939)

101 N cyrtopus(GOSSE1886)

102 N paracyrtopus(DEBEAUCHAMP1932)

103 Notommatasp.

GenusCephalodella(BORYDEST.VINCENT 1826)

104 Cephalodellagibba(EHRENBERG1838)

105 C.pachydactyla (WULFERT 1937)

106 C.sterea(GOSSE1887)

107 C.Sterea∀ar.serrata(WULFERT 1937) (C.serrata)

108 C.oxydactyla(WULFERT 1937)

109 C.cyclops(WULFERT 1937)

110 C.catellina(0.F.MULLER1786)

lll C.rotunda(WULFERT 1937)

112 Cephalodellasp.

FamilyTRICHOCERCIDAE(REMANE1933)

GenusTrichocerca(LAMARCK 1801)

113 Trichocerca collaris(ROUSSELET 1896)エリガタフタオワムシ (Diurellacollaris)

114 T brachyura(GOSSE1851)フトフタオワムシ (D.brachyura)

115 T.cavia(GOSSE1886)(D.cauia)

116 T.dixon-nuitalliUENNINGS1903)フトネズミワムシ (D.dixon-nuttalli)

117 T.u)eberiUENNINGS1903) (D.uJeberi)

118 T.tenuior(GOSSE1886)(D.tenuior)

119 T.tigris(0.F.MULLER1786)(D.tigris)

120 T.pwcellus(GOSSE1886)(D.pwcellus)

121 T.musculus(HAUER1935)(D.musculus)

122 T.insignis (HERRICK 1885)ユビナガフタオワムシ (D.insignis)

123 T.bidens(LUCKS1912)(D.bidens)

124 T.similis(WIERZEJSKI1893)(D.similis)

125 T.birostris(MINKIEWICZ1900)(D.birostris)

126 T.bicristata(GOSSE1887)フタスジネズミワムシ
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127 T.elongata(GOSSE1886)オナガネズミワムシ (ナガガタネズミワムシ)

128 T.rattus(0.F.MtiLLER1776)ネコゼネズミワムシ (T.cristata)

129 T.pusilla(LAUTERBORN 1898)

130 T.stylata(GOSSE1851)

131 T.iemis(GOSSE1887)

132 T.Cylindrica(IMHOF1891)ツメナガネズミワムシ

133 T.cylindrica chattoni(DEBEAUCHAMP1907)

134 T.longiseta(SCHRANK 1802)ナガツノネズミワムシ

135 T.capucina(WIERZEJSKI& ZACHARIAS1893)ネズミワムシ

136 Trichocercasp.

FamilyGASTROPODIAE(REMANE1933)

GenusAscomorpha(PERTY 1850)

137 Ascomorphaovalis(BERGENDAHL1892) (Ascomorphatestudo)

FamilySYNCHAETIDAE(REMANE1933)

GenusSynchaeta(EHRENBERG1832)

138 Synchaetatremura(0.F.MULLER1786)ホソドロワムシ

139 S.oblonga(EHRENBERG1831)ナガマル ドロワムシ

140 S.stylata(WIERZEJSKI1893)ドロワムシ

141 S.Pectinata(EHRENBERG 1832)

142 Synchaetasp.

GenusPolyarthyla(EHRENBERG 1834)

143 Polyarthravulgaris(CARLIN 1943)ハネウデワムシ (Polyarthyla trigla,P.trigla
vulgaris,P.Platyptera)

144 P.vulgarisvar.longirermis(CARLIN 1943)

145 P.dolichoptera(IDELSON 1925)

146 P.major(BURCKHARDT 1900)

147 P.eurypte71a(WIERZEJSKI1893)ヒロハネウデワムシ

148 P.minor(VOIGT 1904)

GenusPloesoma(HERRICK 1885)

149 Ploesoma hudsoni(IMHOF1891)

150 P.truncatum(LEVANDER1894)スジワムシ

151 P.lenticulwe(HERRICK 1885)

FamilyASPLANCHNIDAE(HARRING& MYERS1926)

GenusAsplanchnopus(GUERNE1888)

152 Asplanchnopusmulticeps(SCHRANK 1793) (Asplanchnamulticeps)

GenusAsplanchna(GOSSE1850)

153 Asplanchnapriodonta(GOSSE1850)フクロワムシ

154 A.sieboldi(LEYDIG1854)シーボル トフクロワムシ

155 Asplanchnasp.

FamilyDICRANOPHORIDAE(REMANE1933)

GenusDicranophorus(NITZSCH 1827)

156 Dicranophorusgrandis(EHRENBERG1832)

157 D.hercules(WISZNIEWSKI1932)

158 Dicranophorussp.
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GenusEncentrum(EHRENBERG1838)

159 EncentrumPachidum(Gosse1887)

160 E.lutetiae(HARRING& MYERS1928)

FamilyTESTUDINELLIDAE(1959)

GenusTestudinella(BORYDEST.VINCENT 1826)

161 Testudinellapatina(HERMANN 1783)ヒラタワムシ

162 T.parva(TERENTZ1892)

163 T.brycei(HAUER 1937/38)

164 T.tridentatavar.dicella(MYERS1934)

GenusPomPholyx(GOSSE1851)

165 Pompholyxcomplanata(GOSSE1851)アワワムシ

166 P.sulcata(HUDSON 1885)

167 PompholyxsP.

FamilyFLOSCULARIIDAE(HARRING1913)

GenusLimias(SCHRANK1803)

168 Limiasmelicertanymphea(STENROOS1898) (L.nymphea)

GenusFloscularia(CUVIER1798)

169 Flosculariaringens(LINNE1758)マルサヤワムシ

170 F.ringenscomfeyla(HUDSON 1886) (F.comfeyla)

GenusPtygura(EHRENBERG1832)

171 Ptygurabrebis(ROUSSELET 1893)

GenusSinanthemia(BORYDEST.VINCENT 1826)

172 Sinantherinasocialis(LINNE1758)

GenusLacinularia(SCIIWEIGGER1820)

173 Lacinulariaj7osculosa(0.F.MULLER1758)

FamilyCONOCHILIDAE(REMANE1933)

GenusConochilus(EHRENBERG1834)

174 Conochilusunicornis(ROUSSELET1892)ツノテマリワムシ

175 C.hiPPocrePis(SCHRANK1830)テマリワムシ

176 C.natans(SELIGO1990) (Conochiloidesnatans)

177 C.dossuarius(HUDSON 1875)

178 C.dossuariusvar.coenobasis(SKORIKOV 1914)(Conochiloidescoenobasis)

179 Conochilussp.

FamilyHEXARIDAE(BARTOS1959)

GenusHexarthra(SCHMARDA 1959)

180 Hexarthyla mira(HUDSON 1871)ミジンコワムシ(Pedariami71a,Pedalionmirum)

FamilyFILINIDAE(BARTOS1959)

GenusFilinia(BORYDEST.VINCENT 1824)

181 Filinialongiseta(EHRENBERG1834)ナガミツウデワムシ

182 F.longisetavar.passa(0.F.MULLER1786)

183 F.terminalis(PLATE1886)

184 F.opoliensis(ZACHARIAS1898)ヨツウデワムシ (Tetamastixopoliensis)

FamilyCOLLOTHECIDAE(BARTOS1959)

GenusCollotheca(HARKING1913)
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185 C

186 C.

187 C.

188 C.

189 C.

190 C.

Pelagica(BERZINZ1951)

mutabilis(HUDSON 1885)

campanulata(DOBIE1849)

ornata(EHRENBERG1832)

ornatavar.cornuta(DOBIE1849)(C.cornutaP)

uncinata(0.F.MULLER1773)

19l Collothecasp.

FamilyATROCHIDAE(BARTOS1959)

GenusCuPelopagis(FORBES1882)

192 CuPelopagisvorax(LEIDY 1857)
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1 RotarianePtuna
(EHRENBERG 1882)(loo儒)

3 B.calycLj7orus
(PALLAS1766)(500倍)

5 K.ualga
(EHRENBERG 1834)(200倍)

2 Brachionusquadridentatus
(HERMANN 1783)(loo情)

4 Keratellaquadylata
(0.F.MULLER 1786)(100倍 ‥辻彰洋氏撮影)

6 K.cochlearisuar.tectaimicracantha
(LAUTERBORN 1900)(250倍)
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7 K.cochlearisuar.tectaimacracantha
(LAUTERBORN 1900)(250倍)

9 Notholcaacuminata

(EHRENBERG 1832)(200倍)

ll KellicottialongisPina
(KELLICOTT 1879)(63倍 :辻彰洋氏撮影)

40

摩1

8 K.cochlearisvcr.teciaimacracantha
(LAUTERBORN 1900)(200倍)

10 N foliacea
(EHRENBERG1838)(200倍)(loo儒 :辻彰洋氏撮影)

12 K.longisPina
(KELLICOTT 1879)(loo情)



13 K.longisPina
(KELLICOTT 1879)(125倍)

15 E.dilatata

(EHRENBERG 1832)(250倍)

17 TetylaCtistetractis

(EHRENBERG 1830)(250倍)

14 Euchlanisdilatata

(EHRENBERG 1832)(loo情)

16 E.dilatata

(EHRENBERG 1832)(500倍 :体内の珪藻)

18 Colurellaadriatica

(EHRENBERG 1831)(250倍)
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19 Colurellaadriatica

(EHRENBERG 1831)(500倍)

21 L.oualis

(0.F.MULLER1786)(250倍)

23 Lecaneluna

(0.F.MULLER1776)(500倍)

42

20 Lepadellaovalis
(0.F.MULLER 1786)(500倍)

22 L_patella
(0.F.MULLER1786)(200倍)

24 L.aculeata

(JAKUBSKI1912)(200倍)



25 L.lunaris

(EHRENBERG 1832)(M.lunaris)(250倍)

27 L.bulla(GOSSE1886) (M.bulla)
(200倍)

29 L.hamata

(STOKES1896)(M.hamata)(200倍)

26 L.lunaris

(EHRENBERG 1832)(M.lunaris)
(250倍 :体が斜めになっているので細く見える)

28 L.quadridentata
(EHRENBERG 1832)(M.quadridentata)(200倍)
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30 ProalesslgmOidea
(SKORIKOV 1896)(loo情)



31 Scaridium longlCaudum
(0.F.MULLER 1786)(200倍)

33 T tigris
(0.F.MtlLLER1786)(D.tigris)(2501%)

35 T.pwcellus

(GOSSE1886)(D.porcellus) (200倍)
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32 Trichocercatenuior

(GOSSE1886)(D.tenuior) (200倍)

34 T･tigrそそ
(0.F.MULLER 1786)(D.tigris)(500倍)

36 T.similis

(WIERZEJSKI1893)(250倍 :または T.birostris

(MINKJEWTCZ1900))



37 T.elongata
(GOSSE1886)(loo情)

39 T.rattus

(0.F.MULLER 1776)(250倍)

41 T.cylindrica chattoni
(DEBEAUCHAMP1907)(100倍)

38 T_rattus

(0.F.MULLER 1776)(100倍)

40 T.rattus

(0.F.MULLER 1776)(500倍 ‥岨噂器)

42 T.longlSeta
(SCHRANK 1802)(loo情)
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43 T.capucina
(WIERZEJSKI&ZACHARIAS1893)(250倍)

45 Synchaetatremura
(0.F.MULLER 1786)(500倍)

47 S.oblonga
(EHRENBERG 1831)(600倍 :頭部)
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44 AscomorPhaoualis
(BERGENDAHL1892)(250倍)

46 S.oblonga
(EHRENBERG 1831)(250倍)

48 S.oblonga
(EHRENBERG 1831)(600倍 :足部)



49 S.oblonga
(EHRENBERG 1831)(63倍 :辻彰洋氏撮影)

51 S.stylata
(WIERZEJSKI1893)(63倍 :辻彰洋氏撮影)

53 Polyarthravulgaris
(CARLIN 1943)(250倍)

50 S.stylaia
(WIERZEJSKI1893)(250倍)

52 S.pectinata
(EHRENBERG 1832)(loo情)

54 Polyarihravulgaris
(CARLIN 1943)(250倍)
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55 Polyarthravulgaris
(CARLIN 1943)(250倍)

57 P.uulgarisHerlongirermis?(250倍)

59 P.euryPtera
(WIERZEJSKI1893)(loo情)
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56 Polyarthravulgaris
(CARLIN 1943)(250倍)

58 P.dolichoPtera
(IDELSON 1925)(250倍)

60 Ploesomatruncatum

(LEVANDER 1894)(250倍)
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61 Ploesomatruncatum

(LEVANDER 1894)(loo情)

63 P.lenticulare

(HERRICK 1885)(250倍)

65 DicranoPhorusgrandis
(EHRENBERG 1832)(200倍)

62 Ploesomatruncatum

(LEVANDER 1894)(loo情)

64 AsplanchnaPriodonta
(GOSSE1850)(loo儒 :ホルマリンで固定した状態)

66 TestudinellaPatina
(HERMANN 1783)(loo情)
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67 Hexarthra mira

(HUDSON 1871)(loo情)

69 Filinialongiseta
(EHRENBERG 1834)(125倍)
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68 Filinialongiseta
(EHRENBERG 1834)(100倍)

70 FilinialonglSeta
(EHRENBERG 1834)(1250倍 :岨噂器)



第3章 ワムシ類の生態と分類

3-1.生態

分布 :一般に生息域が広く､熱帯から極地まで世界

の至る所で生息が確認されている｡温帯でも四季を通

じてどこにでも見られる｡湖沼の沿岸帯一特に水草帯

の発達した水域-､コケや腐食性土壌中に多く､大き

な湖の沖帯や海洋等には少ない｡しかし､それぞれの

種の出現は季節的にかなり限られていることが多く､

一つの湖沼においてある種が生息しているかどうかは､

通常その種の出現期と考えられる時期に頻度の高い調

査を行わねば確認できない (ただし､後に示すように

底泥に含まれる耐久卵を採取することによってこの労

力を軽減できる可能性がある)｡種類によっては冷水を

好むもの (冷水性種)'や暖水を好むもの (暖水性種)

などがあり､春や秋に限り出現するものもある｡水温

だけではなく､例えばpHや溶存酸素に対しても広い適

性を示すものから特定の範囲を好むものまで様々であ

る(BerziP昌andPejler1987,1989a,b,Pejlerand

Berzin昌1993).こうした生息環境についての情報は種

の同定を行 う場合にも有効な基準となることがあるの

で､琵琶湖で調査を行 う際もこれまでに各地で報告さ

れた生息環境についての情報にも注目するべきである｡

世界的な分布に関しては､多くの種類が世界共通種

であるために地理的なすみわけよりも生態的なすみ分

けによって分布が決まっていると考えられていた (鈴

木 1962)｡ しかしその後の研究では､属 レベルでみた

場合に分布に一定のパターンが認められるものもある

ことが明らかになってきた(Green1982,Pejler1977)｡

例えばツボワムシ類 (Brachionus)は熱帯に分布の中

心があり､緯度が高くなるにしたがって出現頻度が減

少する.一方､トゲワムシ類 (Notholca)は温帯以北

に分布の中心があり､バイカル湖には固有種の存在も

認められる｡こうしたそれぞれのワムシ類の世界的な

分布傾向を議論するに当たりDumont(1983)は､次

のような仮説を示している｡分布を世界的に拡大でき

た要因としては､1)ワムシ類が耐久卵をつくること

で生息環境の変動に対応できる､2)耐久卵は風によっ

てとばされたり､渡 り鳥に付着するかあるいは餌 とと

もに飲み込まれることで､簡単に広い地域に分散する､

3)通常は単為生殖によって短期間に増殖が可能なこ

と､等をあげている｡こうした要因があったために､

ワムシ類が分布を広げる速度が大陸移動の速度を上回

り､地理的隔離の効果を受けにくかったのではないか

と推定した｡また近年では､耐久卵を拡散させる要因

として自然のものだけではなく､人為的な要因も強く

働いている一例えば魚の輸入あるいは海外での湖沼調

査などの際に､耐久卵が付着するなビーと考えられる｡

こうして新たな環境に運ばれた耐久卵は､条件さえ整

えば容易に卵字化する｡その一例としてLair(1980)は､

フランスのLoire河の水が原子力発電所の排水によっ

て暖められたために､熱帯でしかみられないワムシ群

集が構成された報告している｡

生殖 :野外で我々が採集するワムシ類は通常全て雌

である｡双生殖巣のグループ (Bdelloida:ヒルガタ

ワムシなど)は単為生殖 しか行わず､雄は出現しない｡

単生殖巣のグループ (Monogononta)でも通常は単

為生殖のみによって増殖 し､雄は稀にしか出現しない｡

これを示すよい例が､フクロワムシの1種(Asplanchna

griodi)を対象として､1977年の4月から7月にかけてフ

ロリダの小さな池でKingandSmell(1980)が実施

した調査結果である｡彼等は毎日あるいは 1日おきに

100リットルの採水を行っていた｡その期間中､1リッ

トル中1個体以上の雄を確認できたのはわずかに18日

間のみで､それ以外の期間に雄が出現した場合があっ

たとしても1リットル中で0.001個体以下の密度であっ

たと報告している｡しかし､環境からの刺激があると

有性生殖を行 う雌が発生し､単数体の卵と雄を生産す

る｡こうしてつくられた雄の精子が単数体の卵と受精

することにより有性生殖が成立する｡受精後の卵は単

為生殖によって生産される卵に比べて肥厚 した卵殻を

持ち､温度変化や乾燥などに対 して著しい耐久性を持

つ (そのために耐久卵と呼ばれている)｡どのような刺

激が雄の出現を促すのかについてはよくわかっていな

い｡これまでに示されたものとしては､1)フクロワム

シ (Asplanchna)属の各種の単為生殖と有性生殖の

切り替わりは､餌に含まれるビタミンE(α-tocopherol)

によってコントロールされている(Gilbert1980)､2)

コガタワムシ (Notommata)属の場合は光周期が同

じ役割をしている (PourriotandClement1981)､

等の例がある｡単生殖巣のワムシ類の中にはこのよう

な生殖サイクルを繰 り返すだけではなく､単為生殖を
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行 う雌が単数体の雄と倍数性の雌を産む例(Ruttner-

Kolisko1977,KingandSmell1977)､同様に倍数体

の雌と耐久卵､あるいは単数体の雄と耐久卵を同時に

産む例などが知られている (Wurdaketal.1977)｡

有性生殖によって作 られた卵一耐久卵-はすぐには発

生せず､乾燥や温度変化にも長期間耐えることができ

る｡鈴木 (1962)の中に紹介されている例をみると､

温度条件については-272℃で8時間､151℃で3分､170-

200℃で5分生存 したというものがあるほか､耐久期間

については泥土とともに30年間保たれたハネウデワム

シ類 (Polyarihra)の耐久卵が嫡化 したというものが

ある｡

食性 :ワムシ類は植物プランクトンだけではなく､

バクテリア､繊毛虫､鞭毛虫などを主要な餌としてい

る｡Brachionus､Keratella､Filinia､Conochilus

等のワムシ類は､0.5-20〟m程のサイズの微生物を癒し

とって食べることが知 られている (Pourriot 1977,

Rothhaupt1990a,b).またPolyarthraや Synchaeta

等のワムシ類はやや大きめの1.0-40〟mの範囲のサイズ

の餌を捕食するとされる(Bogdanetal.1980,Gilbert

andBogdan1984,BogdanandGilbert1987,Boon

and Shiel1990).そのほかでは､Notommataや

Trichocercaの仲間は糸状藻類の細胞壁に穴をあけて細

胞質を吸い出すようにして摂取することが報告されて

いる(Clement1987,Clementetal.1983)｡ワムシ

類の餌となる原生動物にはどのようなものがあるのか

についてはArndt(1993)がまとめてお り､その内容

は表3-1の通 りである｡近年､バクテリアや鞭毛虫､繊

毛虫などの微小生物で構成される群集は､湖沼の物質

循環に重要な役割を果たしていることが明らかになり､

その捕食者としてのワムシ類の働きも研究する必要性

が指摘されている (Amdt1993)0

形態変異 :ワムシ類は､物理化学的あるいは生物学

的な条件の変化に伴い､外部形態を変化させるという

性質を持つ｡また､嫡化直後から成体になるまでの間

に形態を変化させる成長変異もある｡前者についてよ

く例 として示されるのはツボワムシ類 (B71aChionus)

とカメノコウワムシ類 (Keratella)である｡これらの

属の種類では､他の無脊椎動物からの捕食圧が高まる

と､胴体後部からでる刺を大型化させた個体を生み出

して捕食者に対抗する(StembergerandGilbert1987a,

b)｡ツボワムシ類ではこうした捕食回避のためだけで
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はなく､餌の濃度によっても刺の発達がコソトロール

されるケース (Stemberger1990)､高水温と餌の減

少によると思われる体の棲小化 (dowarfism:Green

1977)などが知られている｡このほかでは､フクロワ

ムシ類 (Asplanchna)で､餌の中に含まれるビタミ

ンE(α-tocophenol)の刺激によって大型の個体 (2

mm)が生み出される例 (gigantism)が報告されて

いる (Gilbert1980a)｡この現象は､特に富栄養化 し

た水域において､多量に発生する大型の餌を効率よく

捕食するための適応ではないかといわれている(Gilbert

1980a,GilbertandStemberger1985)0

成長に伴 う形態の変化としては､ハネウデワムシ類

(Polyarthra)の例がよく知られている｡耐久卵から

卯字化 した個体はその最初の時期には胴体側面の羽 (剣

状肢)を持たない｡以前にはこのタイプの個体を成体

とは別種として扱われていたが､Nipkow (1952)に

よってこの形態が成長に伴 う変異の一つであることが

確認されたoこのほかにも､ナガミツウデワムシ(Filinia

longiseta)の幼体が同属のF.terminalisの形態を示

すことが､鈴木 (1962)の中で紹介されている｡

3-2.分類

ワムシ類の分類学的地位

現在､ワムシ類は ｢輪形動物門 (Rotifera)｣として

定義されるグループである(江上不二夫他 1983,Wallace

and･Snell1991)｡これまでのヨーロッパ及び日本の動

物図鑑などをみた場合には､ワムシ類を袋形動物門

(Aschelminthe)の中の輪虫網 (Eurotatoria)と

して示 しているものもある (Koste1978,水野 ･高橋

1991)｡しかし､世界のワムシ類の研究者が集まるRotifer

Symposium の中で も､ ワムシ類 は分類学上の門

(phylum)としてあっかわれている例 えばMalkevich

andKutikova1989,Wallace1993)｡それ以下の分

類においては､ヨーロッパと北アメリカの分類体系に

は若干の相違がある (WallaceandSmell1991)｡ま

た日本でみることのできる分類にもVoigt(1957)と

王(1961)の分類体系を参考としている水野 ･高橋(1991)､

雄の形態をも含めてワムシ類の系統 ･類縁関係につい

て検討し､独 自の分類体系を示したSudzuki(1964)､

Harring (1913)とHarringandMyers (1926)の

分類体系をもとにして日本産ワムシ類の記載を行った

山元 (1949-56)などがある｡ワムシ類の進化 ･系統分

類､他の動物群との類縁関係などについては､現在に

至るまで検討が続けられており(例えばC16ment1993,



表 3- 1.これまでに観察されたワムシ類の餌となる原生動物の例 (Arndt1993より一部改変)

ワムシ (属名) 確認された餌とその捕食者 出 典

Epiphanes
Brachionus

Kellicottia

Heratella

Synchaeta

Polyarth71a

Asplanchna

Ascomorpha
Encentrum

Proales

DicranoPhorus
Encentrum

EpiPhanes
Brachionus

Proales

Notommata

Cephalodella

Synchaeta

Asplanchna

DicranoPhorus

Encentrum

Collotheca

CupeloPagis

鞭 毛 虫

Chilomonas(E.brachionus)

"Spumella,Paraphysomonas,Bodo"

"(B.rubens,B.angularis)"

"Bodo,Dynobryon(K.longispina)"

"Bodo(K.cochlearis,K.crassa)"

Heterotroi)hicj7agellates(S.pectinata)
"Cyathomonas,Chilomonas,Euglena,Bodo"

(P.uulgaris)

Ceratium(A.Priodonia)
Ceratium(A.ovalis)

Oxyrrhis(E.linnhei)

根 足 虫

Rhadiophrys

Dlj;ftugia(D.uncinaius)

Arcella(E.plicatum)
繊 毛 虫

"CoIPidium,Paramecium(E.senta)"

"Cyclidium,CoIPoda"

"(B.angularis,B.rubens)"
"Tetrahymena,CoIPidium,Strobilidium"

(B.calyclj7orus)

"Sessileciliates(P.sigmoida,P.daphnicola)"

"Stenior,sessileciliaies(N.preudocerberus)"

Ciliaies(C.gibba)

"Tetrahymena,CoIPidium,Strobilidium"

(S.pectinata)

"TintinnoPsis,PaylameCium"

(S.littoralis)

Chilodonella(S.vwax)

"Codonella,ciliates(A.priodonda)"

"Tetylahymena,Strobilidium,Rhabdostyla"

(A.griodi)
PaylameCium(A.brightwelli)

Paramecium(Sp.)

Epistylis(D.hauerianus)

"Ciliates(E.mustula,E.luPus,E.putorius,E.
g71ande)Koste私信"

ColePs(C.ornata)

Ciliates(C.u)isznieuJski)
Ciliates(C.uwax)

Koste1978

"Arndt,JurgensandZimmem an未発表"

"Koste1978,Stemberger1981"

Stemberger1981

DolanandGallegos1991

Buikemaetal.1977

"Ejsmont-Karabin1974,Nauwerck1963"

Koste1978

Scott1987

Koste1978

Koste1978

Koste1978

Kreiskott1958

"Arndt,JurgensandZimmerman未発表"

GilbertandJack1993

Koste1978

"Pourriot1965,1977"

Pourriot1965

GilbertandJack1993

"Arndtetal.1990,Spittler1976"

Arndtetal.1990

"Garreauetal.1988,Ejsmont-Karabin""
1974,Nauwerck 1963,Solokin and"
Paveljeva1972

"Gilbert1980,GilbertandJack1993"

Maly1969

Koste1973

Koste1978

Koste1978

Koste1978

Koste1978

MarkevichandKutikova1989,Markevich1993)､

確定したものがあるとは言えない｡したがって出現種

の目録を作成する場合には､少なくともどの分類体系

に拠っているのかを明記しておくべきである｡

日本におけるワムシ類の分類

日本におけるワムシ類の研究は鈴木実氏と山元幸吉

氏に拠るところが大きい｡鈴木氏は約80種類のワムシ

類の生活形態や生息環境の違いに伴 う形態変化などを

詳細に研究し､ワムシ類に関する総説 (鈴木 1962)と

分類体系 (Sudzuki1964)を発表した｡鈴木 (1962)
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には､ワムシ類の外部形態､解剖学的知見､生殖方法､

生活形､分布など広範囲にわたる知見が紹介されてお

り､ワムシ類の生物学を学ぼうとする際には現在でも

重要な文献である)｡これ以後もSudzukietal.(1983,

1989)などに､環境条件の変動と出現するワムシ類の

関係についての研究碍果を発表してい■る｡これとは別

に山元幸吉氏が日本産ワムシ類について一連の報告を

行い (山元 1949-56)､その成果をYamamoto(1960)

に示した｡この一連の報告の中では､当時の日本産ワ

ムシ類として170種余が記載されている｡同年､山元氏

は琵琶湖産の浮遊性ワムシ類についても目録を作成し

(山元 1960)､約70種類の出現を記載した｡それ以後

は､岡野巧氏が日本各地の湖沼で出現したワムシ類の

記載を行い､一連の報告は2冊の本にまとめられてい

る (岡野 1987,1995)｡岡野氏のワムシ類の分類は､

鈴木 (1962)にしたがっており､種の同定に際しては

山元 (1949-1956)とVoigt(1957)､Pennak(1953,

注 :1989年に第3版が出版された)を参考としている(岡

野 1974)0

これからワムシ類の分類をしようとする人のために

現在､ワムシ類の分類と種の同定の参考となる文献

は､Sudzuki(1964)､山元 (1973)､水野 ･高橋 (1991)

などがある｡海外のものでは､Edomonson (1959)､

Pennak (1989)､WallaceandSmell(1991)(北ア

メリが ､Stemberger(1979)(北アメリカ :五大湖)､

KosteandShiel(1987)(オース トラリア)､Pontin

(1978)(イギリス)､Voigt (1957)､Koste (1978)

(中央ヨーロッパ)等がある｡Koste(1978)はVoigt

(1957)の改訂版であるが､この中では単生殖巣の種

類 (Monogononta)のみを取 り扱っている｡このほ

かRuttner-Kolisko(1974)の浮遊性ワムシ類に注目

したものもある｡こうした文献以外に4年に一回世界

のワムシ類の研究者が集まって開催 されるRotifer

Symposiumの論文集のなかでもワムシの分類に関する

報告が載せられている(論文集は学術雑誌Hydrobiologia

の特集号として出版されており､琵琶湖周辺では京都

大学生態学研究センターで閲覧できる)｡これらのうち

で､比較的簡単に入手できるものは水野 ･高橋 (1991)

の ｢日本淡水動物プランクトン検索図鑑｣であろう｡

ただし､生息地の環境についての記載が幾分不足して

いる｡また日本ではワムシ類の調査はあまり進んでお

らず未発見のものも出現する可能性があるので､少な

くとも一つは国外の資料を併用するべきである｡本格
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的に分類をしようとする場合には､詳細かつ豊富な図

版とともに生息する水域の物理化学的な特性について

も述べられているKoste(1978)などを併用するのが

望ましい(Koste(1978)は ドイツ語の文献なので内容

を読むのは難しいかもしれないが､図版だけでも十分

役に立つ)0

ワムシ類の種の同定はその外部形態と岨噴器(trophi)

の形態を基準として行われてきた｡ただし上で紹介し

た文献によって種の同定を行う場合､水野 ･高橋(1991)

とこれ以外の文献では以下のような相違点がある｡1)

水野 ･高橋 (1991)がツボワムシ属 (BylaChionus)

の中からツノワムシ(B.diuersicornis)を分離してツ

ノワムシ属(Shicocercadiversicornis)としている点､

2)同じく前者がミツウデワムシ属 (Filinia)からヨ

ツウデワムシ (F.opoliensis)を分離してヨツウデワ

ムシ属 (Tetramastixopoliensis)としている点､3)

ツキガタワムシの類をツキガタワムシ属 (Lecane)と

エナガワムシ属(Monostyla)の2属に分ける(水野 ･

高橋 1991)か､ツキガタワムシ属に包括するか(Koste

1978)､4)ネズミワムシの類をフタオワムシ属(Diurella)

とネズミワムシ属 (Trichocerca)の2属に分ける (水

野 ･高橋 1991)か､ネズミワムシ属に包括するか(Koste

1978)､5)水野 ･高橋 (1991)に記載される Trichocerca

stylataは､Koste (1978)の T.birostrisまたは T.

similisと考えられる (T.birostrisと T.similisは同

一種とも考えられている)｡これ以外にもツボワムシ類

(Brachionus)やカメノコウワムシ類 (Keratella)

などの多様な形態変異を示すグループの種の分類にお

いて､変異型 (form)と変種 (variety)の区分に違

いが見られる｡他にも異なる点がある可能性はあるが､

これまでに筆者が気がついた部分は以上の点である｡

日本国内で報告されるワムシ類の種名についてみる場

合､1から4についてはさほどの問題はないが､5に

ついては記載されている種類そのものが異なる可能性

があるので注意する必要がある｡また (3)の点につい

ては雄の形態に基づいてこの二つのグループの類縁関

係を議論したSudzuki(1964)の中で､これらのグルー

プは同属として扱 うべきではないとの主張がなされて

いる (今のところこの主張は国外の分類体系に反映さ

れていないようであるが､今後の研究の結果によって

はこの主張が採用されるかもしれない)｡こうした相違

点について筆者は十分に説明をするだけの資料をもた

ない.しかし現在の国際学術雑誌iこ発表されるワムシ

類に関する論文をみるかぎり､上記の1-5の点につ



いてはKoste(1978)にしたがった表記が一般的であ

る｡

これからの分類

前述のようにワムシ類の種の同定は､外部形態と岨

噴器 (trophi)の形態の特徴をもとに行われている｡

こうした形態に基づく分類を行 う場合､これまでは主

として光学顕微鏡による観察結果をもとにして議論が

行われてきた｡しかしこの手法では解像度が十分では

なく､近年では走査電子顕微鏡を用いる研究がなされ

るようになってきた (AmsellenandClement1980,

MarkevichandKutikova1989)｡当初は外部形態

の観察のみに利用 されていたが､Markevich and

Koreneva (1981)とKleinow etal.(1990)は岨噴

器の観察にも有効であることを示した｡Sanoamuang

andMcKenzie(1993)はさらに試料の処理過程を改

良し､岨噂器の精微な電子顕微鏡写真を撮影している｡

またMarkevichandKutikova(1989)は､数種類の

ワムシの岨噴器を電子顕微鏡で観察して形態を比較検

討し､類縁関係について議論した｡

KosteandShiel(1989)は､ワムシの分類学にお

ける研究方法についてのレビューの中で､今後は従来

の形態学的な分類 (α-taxonomy)にコンピューター

解析を導入すること､また分子生物学的な手法なども

取 り入れていくことが必要であるとしている｡実際､

外部形態や岨噂器の特徴を定量化して､コンピューター

によって解析 したデンドログラムを用いて類縁関係を

解析する試みもなされている(WallaceandColburn

1989)｡また核型分析により種の識別を行った研究もあ

る｡Rumenganetal.(1991)は､シオミズツボワム

シ (BrachionusPlicatilis)の中の二つの系統 (S型

とL型)の核型を分析し､それらが別々の核型を持つ

ことから異なる二つの種として区別するべきであると

結論した｡さらに近年､ワムシ類の進化系統を研究す

る際の手法としてDNAフィンガープリント(PCR法)

を導入する可能性についてStarkweather (1993)と

Walsh (1993)が議論している｡彼等はその最初のス

テップとしてシオミズツボワムシ(B.Plicatilis)のリ

ボソーム (18S)の遺伝子解析を行い､この手法の有

効性を示した (Walshandstarkweather1993)0

こうした技術的な発展があるのとは別に､これまで

湖沼の生物相が十分には調査されていなかった地域か

らは､最近も新種発見の報告がある (例えばDeSmet

1994,Jersabek1994,Segersetal.1994).Ruttner-

Kolisko(1989)は新種あるいはある地域にお.いて未発

見の種類を記載する場合の注意として､1)個体群と

して形態の変異などを定量的に議論するに十分な数の

標本を採集すること､2)採集 した湖沼の陸水学的な

特性を把握し､生態学的な特性も考慮する必要性､を

指摘している｡その他では､野外では雄がほとんど観

察されないためにこれまで雄の形態がワムシ類の分類

学上重要な役割をなすことはなかった｡しかし､ワム

シ類の類縁関係を論ずる際には雄の機能と形態が重要

な鍵になるという主張もあり(Sudzuki1964,1977)､

今後はこの点についても再検討がなされるべきである｡
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第4章 ワムシ類の採集方法および観察 ･固定方法

4-1.採集方法

ワムシ類も含めて動物プランクトンの同定 ･計数用

のサンプルは､通常バンドン採水器あるいはシンドラー

採水器等の採水器によって採水した水を､プランクト

ンネットで液過濃縮して集められる｡採水にはこのほ

かに塩化ビニールやアクリルのパイプを用いることが

ある｡筆者は南湖におけるワムシ類の調査(Matsubara

1993)の際､直径 7cmの塩化ビニールのパイプを使用

して表層から底泥直上までの水を採水した (この程度

の直径のものであれば､水深4m程度までは表層から

底泥直上まで水を柱状に集めることができる)｡沿岸帯

の採水にはバケツを用いたり､プランクトンネットを

水平引きするなどの方法の他､水革帯では水草を刈 り

取 り周囲の水も同時にポンプで採水する (岡野 1991)

などの方法も紹介されている｡この他､3-4リットル

のガラス容器 (必ずしもガラスでなくとも透明ならば

よい)を水草帯の中に設置して､周辺の水草をいくら

かその中に入れておくという方法もある(Wallaceand

Snell1991)｡プランクトンネットのメッシュサイズは

できるだけ細かいものがよい.例えば45仰のメッシュ

サイズならば､体長が80仰程度までの輪虫類の80%以

上を集めることができる.しかし体長が60〝m程の小型

の輪虫類を採集 しようとした場合にはこのメッシュサ

イズでは不十分である (Bottrelletal.1976).こう

した小型の輪虫類を採集する場合には､20Fm程度のメッ

シュサイズのプランクトンネットを使用するのが望ま

しい｡

ワムシ類の季節的な消長を明らかにしようとする場

合には､サンプリングの間隔にも注意する必要がある｡

Bemer-Fankhauser(1987)は､ワムシ類の季節的

消長のパターンを調査する際のサンプリング間隔につ

いて検討した｡その結果､最も適当なサンプリング間

隔は3日程度であり､1週間までならばほぼ実際の変動

を追跡できた｡しかし､これを越えて2週間から1ケ月

に一度のサンプリングになると､出現のパターン､最

大 ･最小密度の推定もかなり信頼性が低くなることを

指摘している｡今後の調査 ･研究ではこうした点を十

分に考慮する必要がある｡

ワムシ類には世界共通種が多いが､出現する時期が

限られていて特定の時期以外には採取できない種類も
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多いことは前述の通 りである｡そのため､一つの湖沼

において生息するワムシ類の目録を作成しようとする

場合､通常は頻度の高いサンプリングをする必要に迫

られる｡このような作業には多大な労力が伴 うので､

目録は不備になってしまうことが多い｡こうした問題

点を解消し､労力も軽減するための方法として､May

(1986)は底泥中の耐久卵を採取して卵字化させるとい

う手法を提案している｡表層底泥の中には通常多くの

種類のワムシ類の耐久卵が含まれている｡この底泥を

採取してきて実験室内で何種類かの水温条件下におい

ておくと (May1987)､数 日程度の間に耐久卵から酵

化してくるワムシを集めることができる｡実際にLoch

Leven (56010′N,3030′W )でMay (1986)が

行った実験では､1984年の2月に採取した表層底泥から

得られたワムシ類の種数は､過去数年の間の定期採集

から得られた種数と同じであった｡そのため､この手

法を活用することで､これまで調査がなされていない

湖沼においても､一回のサンプリングだけでその湖沼

に生息するワムシ類の完全に近い目録を作成すること

ができるのではないかとしている｡

4-2.観察 ･固定方法

ワムシの分類と生態を理解しようとするうえで最も

基本的で必要なことは､生きたままのワムシを顕微鏡

下でよく観察することである｡しかし､ワムシ類の季

節的消長などを調査する場合には､一定量のサンプル

を定期的に計数しなければいけない｡サンプルの固定

には通常希釈したホルマリン溶液､5%またはそれ以下

の濃度のルゴール溶液､エタノール等が使用される｡

ただし､被甲を持たない体の柔軟なワムシ類はホルマ

リン溶液などで固定した場合､体が強く収縮して分類

の基準となる外部形態の特徴を観察することができな

い｡体の収縮を防ぎ種の同定と計数のしやすいサンプ

ルをつくるためには､以下のような麻酔 ･固定技術を

使用することが不可欠である｡最も単純な方法として

は､｢もしも材料が相当多いときには熱湯を用いるのが

最も容易な方法である｡生きた材料をシャーレか時計

皿に入れ､等量の沸騰水をそそぐとよく伸びた状態で

殺すことができる｣(山元 1973:p292)ということで

ある｡岡野 (1991a)は､アラビアゴムや氷酢酸を使

用しているが､ここでも50℃程度の湯を加えるのが簡



単で好結果を得られたとしている｡熱湯を利用すると

いう手法はEdomonson (1959)の中でも紹介されて

いて､その処方は山元 (1973)と同じである｡浮遊性 ･

旬旬性のいずれの種類に対しても有効であったとして

いる｡Edomonson (1959)には､この他にもコカイ

ン (0.25-1.0%の水溶液または10%のエタノール溶

液として使用する)､アセ トン (99%溶液を少量サンプ

ルに滴下する)､10%の抱水クロラール､1.0%のヨウ

化ナ トリウムあるいはヨウ化カリウムなどの処方が紹

介されている｡その他では､May(1985)がプロカイ

ン塩酸塩 (この試薬は外科手術の際の局所麻酔薬の原

型となるものである)による麻酔方法を紹介している｡

Synchaetakitinaを材料とした実験結果から､試料水

に最終的に0.04%程度になるようにプロカイン塩酸塩

を添加し､15-20時間静置するとほとんどの個体が容

易に識別可能な状態で固定できたとしている｡ただし､

種によって好結果を得るための麻酔に必要な濃度と時

間は異なるとも指摘しているので､琵琶湖のワムシ類

に対してそのままこの処方を使えるとは限らない (実

際に沿岸帯のワムシ類の調査の際に､この試薬を濃度

や時間を変えて使用してみたが､試水中に含まれる体

の柔軟な全てのワムシ類の形態を損なわずに固定でき

る処方は兄いだせなかった)｡またカイアシ類などワム

シ類の捕食者がサンプル内に混在している場合には､

麻酔が効きにくいこれらの捕食者がワムシ類を食べて

しまうことがあるので､あらかじめ異なるメッシュサ

イズのプランクトンネットで分別しておくのがよいと

している｡野外から固定あるいは麻酔をせずにサンプ

ルを実験室に持ち帰る際には､氷などで冷やしておく

と固定するまでの損傷が少ない.ただし､Sinantherina

属の中には冷やすことで外部形態の特徴を損なうもの

もあるので (WallaceandSmell1991)､水草帯など

でサンプリングを行 う場合は全てのサンプルを冷やさ

ない方がよい｡以上のような過程でサンプルに麻酔 ･

固定処置をした後､固定に使用した試薬が揮発性のも

のである場合には､グリセリンを少量加えて保存して

おくと良好な状態で保存が可能である(Edmonson1959)0

このようにして麻酔 ･固定処置を施したサンプルあ

るいは生体サンプルを光学顕微鏡下で観察する｡前述

のように外部形態を観察するには生体サンプルが最も

適しているが､この場合にもワムシの動きを止める工

夫をしないと十分な観察が難しい｡そのため､例えば

Edomonson(1959)は､サンプルを押しつぶさずに動

きを止めて観察するために､カバーグラスに適度な圧

力をかけることのできる特殊なスライ ドグラスを使用

していた｡WallaceandSmell(1991)は､こうした

スライ ドグラスが入手できない場合でも､スライ ドグ

ラスとカバーグラスの間に薄く粘土をはさみこんでお

いて､カバーグラスの四隅を鉛筆の先などで軽く押し

つけて適当な圧をかけるようにすればよいとしている｡

何回か試行錯誤を繰 り返せば､浮遊性のワムシ類を体

を壊さずに良好な状態で観察できるようになる｡この

他､アラビアゴムと同様にワムシの動きを鈍らせるた

めに､メチルセルロースやガラス繊維､渡紙を細かく

したもの等を混ぜて観察用プレパラーとを作成するの

も有効である｡

種の同定を行う場合には､最終的には岨噴器(trophi)

の形態を観察しなければいけない｡この場合､スライ

ドグラスにサンプルを滴下した後で､KOHの10%(岡

野1991a)溶液または次亜塩素酸ナ トリウム溶液

(Edmonson1959,WallaceandSmell1991)を添

加して内臓を溶かすと岨噴器の観察が容易になる｡岨

噂器そのものは非常に小さい (50〝m程度かそれ以下)

ので､完全に内臓が溶けてしまった後にスライ ドの隅

から隅まで観察して岨噂器を見つけるのは非常に難し

くなる｡そのため処置した後は､観察するべきワムシ

を速やかに見つけなければいけない｡

近年では光学顕微鏡を用いた観察の他に､先に述べ

たように岨噂器の観察に走査型電子顕微鏡を使用する

場合もある｡新種の記載を行 う場合にも岨噂器の走査

電子顕微鏡写真が貼付されていることもあり(Segers

etal.1994)､今後さらに活用されていくと思われる｡
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資 料 編

資料琵琶湖沿岸帯におけるワムシ類の生息密度

(1993年4月から1994年3月までの琵琶湖22地点におけるワムシ類の出現の記録)





4月29-30日 北湖西帥 北湖北郎

No.Sp.name 志井駅衣 北′)､溌 安長川 新旭 梅津 菅捕 月山 (内)月山 (外)

IBrachionuspalulus(0.F.MULLER1786)

2a.quadridcnlalus(HERMANN1783)

3a.urccohTis(0.F.MULLERl773)

4B.calycinorus(PN_L̂ S1766)

5B.anかllaL.is(GOSSE1851)

6a.angularisr.bidcns(PL̂ TE1886)

7Kcratcllaquadrala(0.F.MULLER1786) 1

8K.val又a(EHREh ERG1834)

9K.cochーcaTis(GOSSE1851) 3 2

10K.C∝htcaTisvat.t∝tal.micTaCanlha(LAUTERBORN1900)

llK.C∝hlc打isyaT.lccLar.lyT)ica(LAUTERBORNl9CX)) 2

12K,cochlcaTisr.macracan山a(LAUTERBORN19(刀)

13No山olcastriala(0.F.MULLER1786) I

14N.acuminata(EHRENBERG1832)

15N.labis(GOSSE1887) 2

16N.foJiacca(EHRENBERGt838) 2 I 2 2

17KclHcolLialonRispiLla(KELLⅠCOTT1879) 37.5 10 2 3 1

18AnuT7lCOPSisrissa(GOSSE1851)

19Euchlanisdilalala(EHRENBERG1832) 3 14 I 1

20Euchlanissp.

21DiplcuchlaTtispropaLuJa(GOSSE1886)

22MyLilinavcntralis(ETTRENBERG1832)

23Lophochâssatpina(EHRENBERG1834)

24TricholTiatcLraCLis(EHRENBERGl830) I

25ColurCllaadriaLica(E托RENBERGl831) 3 8 7 3 1

26C.oblusa(GOSSE1886)

28C.untinalar.biciJSPidata(EHRENBERG1832) 1

29LcpadcHaovalis(0.F.MULLER1786)

30L.palclla(0.F.MULLERl786)

31Lpalcllar.obtonga(EHRENBERGl834)

32L.acuTninata(EHRENBERGl834)

33Lrhomboidcs(GOSSE1886)

34LepadeHasp.

35Lccancludwigi(ECKSTEⅠN1893)

36L.ohioenSis(HERRーCKl885)

37L.luna(0.F.MUuBR1776)

38L.ncxiHs(GOSSE1889)

39L.slichaca(HARRⅠNG1913)

40Laculcata(ĴKUBSK11912)

41L.galcata(BRYCE1892)

42L.murrayi(HAUER1965)

43L.sLcnIOOSi(METSSNER1908)

44LlunaTis(EHRENBERG1832)

45L.buHa(GOSSElB86)

46L.quadridcnLata(EHRENBERGt832)

47L.closl∝o∝rCa(SCHMARDA1859)
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4月29-30日 北湖西紡 北湖北郎

No.Sp.name 志井駅轟 北/J､松 **Jll新旭 雅称 菅柿 月山 (内)月出 (外)

48L.haLnaLa(STOKESIS96)

49L.hamatavaT.lhicncmanni(Ĥ UERl937)

50LccancsD.

51LccanesD.(Monostyla)

52Proalcssp.

53Proalcsst)2.

54Lhdiapallida(rLARRING&MYERSl922)

55Lindjasp.

56ScaTidiumlon又icaudum(0.F.MULLER1786) 1

57Monommaladcnlala(WULEERT1940)

58M.即andis(TESSⅠN1890)

59MonommaLaSP.

60Eosphorasp.

61NolommalaSP. 1 3 2

62Ccphalodc1Ⅰagibba(EHRENBERG1838)

63C.cyclops(WUu屯RT1937) 2 2 4 I 2 2 I.7

64C.caLcHina(0.F.MULLER1786)

65Ccphalodcllasp.

66Trichoccrcacotlaris(ROUSSELET1896)

67T.brachyura(GOSSEl851)

68T.cavil_(GOSSE1886)

69T.dixon-nuuaJli(JtiNNINGS1903)

70T.wcbch(JENNⅠNGSl903)

71T.lenuior(GOSSE18$6)

72T.Li打is(0.F.MULLER1786)

73T.tnrccllus(GOSSEl886) l

74T.insi伊isHERRlCK(1885)

75T.bidens(LUCKSl912)

76T.birostTis(MーNKⅠEWtCZ1900) 2 1

77T.bicrislata(GOSSE1887)

78T.clonヱaLa(GOSSE1886)

79T.rattus(0.F.MULLER1776)

$0T.DuSiHa(LAUTERBORN1898)

81T.sLylaLa(GOSSE1851)

82T.icmis(GOSSE1887)

83T.cylindTica(lMHOF1891)

84T.cylinddcachatLOni(DEBEAUCHAMP1907)

85T.lonEiscta(SCH… K1802)

86T.capucina(WIERZEJSKー&ZACHARIASl893)

87Trichoccrcasp.

88Ascomorphaov山is(BERGEND̂ l丑.ー892) 3

89SynchcLaLTCmuTa(0.F.MULLER1786)

90S.obtonEa(EHRENBERG1831) 30 ll 3 31 2 2 ll 6.7

91S.stytalaⅣnERZEJSK11893) 2 2 5 2 1 3.4

92S.pccunaLa作m ENBERG1832)
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4月29-30日 北湖西86 北湖北88

No.Sp.name 志欠択叢 北/)､松 安曇川 新旭 梅津 甘柿 月出 (内)月出 (外)

94PolyaTthmyuJE:打is(ĈRLⅠN1943) 215 80 12 67 19 15 45 53.3

95P.dolichoptcra(ⅠDELSON1925) 85 199 217 2317 51 32 1422 1791.5

96P.ma手or(BURCKHARDT19∝))

97P.curypLcTa(WIERZEJSK日893) a.5

98P.minor(VOIGT1904)

99PloCSOmahudsoni(ⅠMHOF1891)

looP.けuncalum(LEVANDER1894) 1 5

lotP.lcnticulare(HERRⅠCK1885)I 1

102AsplaLIChnapriodonta(GOSSE1850) I

103DicTanOt)hmlS耶 爪dis(Em NBERGl832)

104D.hercules(WISZNIEWSK11932)

105DicranophonJSSP.

106EnccnLrumlulcliae(HARRⅠNG&MYERS1928)

IOフTcsludincllapatina(HERMANN1783)

108Pompholyxcomplanala(GOSSE】851) 4 ll 37 6 9 9

109P.sulcata(HUDSON1885) 4

110Pompholyxsp.

111SinarLLhcrinasocialis(uNNE1758)

112Conochilussp.

113HcxanhTamira(HUDSON1871)

114FiliniaTongiscla(EHRENBER(日834)

115F.LcrTninaJis(pLATE1886)

116F.ot氾licnsis(ZACH人RlAS1898)

117C.orTlataVer.COmuta(DOBⅠEl849)

118ColloLhecasp.

119C.uncinata(0.F.MULLER1773)
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4月29-30日 北湖東88(馬上周辺) 北湖東郎

No.Sp.name 鳥上北 尾上捲 尾上何 廷席寺 姉川 功 休暇村 水が浜 野洲川向

1BmchionuspaLulus(0.F.MULLER1786)

2B.quadhdcnlatus(HERMANN1783)

3a.urccotads(0.F.MULLER1773)

4a.catycinorus肝ALLAS1766) 5 1 I.7

5B.an爪llaTis(GOSSE1851) I.7

6a.aLlgulaTisl.bidcns(PLATE1886)

7KcralcllaquadTata(0.F.MULLER1786) 1 1 2

8K.valRa(EI{RENBERGI834) 1 lO I

9K.cochlcaLis(GOSSE1851) I 3.3 2 12.5 2 1 3.3

10K.cochlcaTisvar.l∝laf.micTaCantha(LAUTERBORNl900) 1.7

llK.cochlcaTisvaT.lCCtal.lyT)ica(L̂ UTERBORN19(刀) 2.5

12K.cochlcarisr.macracantha(LAUTERBORN19(刀) 1

13No山olcastTiala(0.F.MULLER1786)

14N.acuminata(EHRENBERG1832)

15N.labis(GOSSE1887) 1.7 I 2.5 I.7

16N.loliacca(EHRZiNBERGl838) I 3.3 1 2.5

17KcHicolLialongispina(KELLICOTT1879) 7 10 64 27 45

18AnuracopsisrlSSa(GOSSE1851)

19Euch】anisdilalaLa作HRENBERGt832) 12 20 6 4 2.5 I 1 128.3

20Euchlanlssp.

21DiplcuchlanispropaLula(GOSSE1886)

22Mylilinaventnlis(Et廿LENBERG1832)

23LophochaTissalpina(Efm NBERG1834)

24TrichoLrialcLL7LClis(EHRENBERG1830) 3.3

25ColurcuaaddaLica(Etm NBERG1831) 1 16.7 4 4 75 2 2 28.3

26C.obLusa(GOSSE1886) 1 1.7 1

28C.uncinalaf.bicuspidaLa(モrrRENBERGl832)

29Lcp'adcHaoyalis(0.F.MULLER1786) 3.3 4 5

30Lpateua(0.ド.MULLER1786)

31Lpatcllal.oblonga(EHRENBERG1834)

32L.acuminaLa(EHRENBERG1834) I.7 3

33Lrhomboidcs(GOSSE1886)

34Lepadellasp. 1 I ll.7

35Lccancludwigi(モCKSTEtN1893)

36L.ohiocn5is(HERRlCKl885)

37L.ltma(0.F.MULLERl776)

38L.ncxiHs(GOSSE1889)

39L.stichaca(HARRING1913)

40L.aculcala(JAKUBSKH912)

41L.EalcaLa(BRYCE1892)

42L.mutTaYi(ⅠlAUER1965)

43L.slCnTOOSi(MtiーSSNER1908)

44L.lunaHs(EⅠ{RENBERG1832) I 90

45L.butla(GO■SSE1886)

46L.quadTidenLala(EHRENBERG1832)

47LctosleTOCCrCa(SCHMARDAl859)
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4月29-30日 北湖東郎 (尾上周辺) 北湖東郎

No.Sp.naTnC 局上北 局上階 局上向 廷勝幸 梯川 鎖 休暇村 水が浜 野洲川内

48LhaJmLa(STOKES1896)

49LhamaLavar.thjcncmanni(HAUERl937)

50LccaLICSD.

51Lccancsp.(Monostyla)

52Proalcssp.

53Proalcssp2.

54Lindiapamda(HARRTNG&MYERS1922)

55Lindiasp.

56Sc打idiumlongicaudum(0.F.MULLER1786)

57Monommaladcntala(WULEERTl940)

58M.ErandisCrESSⅠNl890)

59MonommaLasp.

60Eosphorasp.

61Nolommalasp. 2 6.7 3 4 1 5

62Ccbha一〇dcllagibba(EtmENBERG1838)

63C.cycーopsm mFERT1937) 2 3 15 5 3 1 136.7

64C.calellina(0.F.MULLER1786)

65Ccphalodcllasp.

66Trichoccrcacollads(ROUSSELETl896)

67T.brachyura(GOSSE1851) 89 I.7 2 2 3.3

68T.cayia(GOSSEー886)

69T.dixon-nuuaHi(TENNmGSl903) 1.7

70T.wcbcri(JENNⅠNGS1903)

71T.Lcnuior(GOSSE1886)

72T.tigris(0.F.MULLER1786)

73T.porccltus(GOSSE1886)

74T.insi即isHtRRTCK(1885)

75T.bidcns(LUCKSt912)

76T.blLrOSLris(MⅠNKⅠEWICZ1900) 1.7 2.5 lO

77T.bicTislala(GOSSE1887)

78T.C)ongala(GOSSE1886)

79T.rauus(0.ど.MULLERl776)

80T.pusilla(LAUTERBORN1898)

81T.stylata(GOSSE1851)

82T.icmis(GOSSE1887)

83T.Cylindrica(lMHOFl891)

84T.cylindticachaLtOnj(DEBÊ UCHAMPl907)

85T.longiscla(SCHRANK18O2)

86T.capucina(W陀RZEJSKJ&ZACHARⅠAS1893)

87Trichoccrmsp.

88Ascomorphaovalis(BERGENDAHL1892) 5 6.7 3 1 1 3.3

89SynchacLatrcmuTa(0.F.MULLERt786)

90S.obⅠonEa(tfTRENtlERG1831) 1 6 20 23 1 175 5 43.3

91S.slylala(WmRZEJSKl1893) I 1 26.7 21 7 名7.5 I 13.3

92S.PccLinata(JEHRENBERG1832)
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4月29-30日 北湖東郎 (尾上周辺) 北湖東紡

No.Sp.name 尾上北 尾上捲 馬上柵 延滞寺 姉川 戟 休暇村 水が浜 野洲川内

94PolyaTthTaYu1gaTis(CARuN1943) 4 ll 15 7 78 335 455 8 195

95P.dolichopLcra(lDELSON1925) 99 459 466.6 814 84 1797.5 40 825

96P.major(BURCKHARDT1900)
97P.curyptcra(WlERZEJSK日893) 30 8 5 2.5 I 13.3

98P.minor(VOIGT1904)

99PⅠocsomahudsoni(lMHOFl891)

looP.tmncaturn(LEVANDERl894) 5 lO 1.7

101P.lenliculaTe(HERRⅠCK1885)

102̂ sptanchnapriodonla(GOSSE1850) 26.7

loョDicranophon】sqandis(EHRENBERG1832)

104D.hcrcuⅠcs(WISZNⅠEWSKl1932)

105Dicranophorussp..

106Enccntrumluleliac(HARRⅠNG&MYERS1928)

107TcsludincllapaLina(HERMANN1783)

108PompholyxcomplaTLala(GOSSE1851) 4 I 3

109P.sulcaLa(HUDSON1885) 6.7

110Pompholyxsp.

111SinanLherinasocialis(LTNNE1758)

112Conochilussp.

113HcxaTthtamira(m DSON1871)

114FHinialongiseta(Efm NBERG1834) 4 I 2 2 5

115F.terTninalis(pL̂TE1886) 1

116ド.otnlicn5is(ZACHARlAS1898)

117C.omalaycr.comula(DOBLE1849)

118CoHotJleCaSD.

119C.uncinata(0.F.MULLER1773)
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4月29-30日 何湖西紡 柵湖東紡

No.Sp.name 山下汚 センター 文化館 鳥丸 北山田

1Brachionuspatulus(0.F.MULLER1786)

2a.quadridcnlaluS(HERMANN1783)

3B.urccolaTis(0.F.MULLER1773)

4ら.calycinonlS(PALLAS1766) 82.5

5ち.annllaTis(GOSSE1851)

6a.angulaTisf.bidcns(pLATE1886)

7KcmlcHaquadrata(0.F.MULLER1786) 4 2.5 3

8K.va1Ea(EHRENBERG1834)

9K.cochlcaTis(GOSSE1851)

10K.cochJcarisvat.lcctal.micTaCanula(LAUTERBORN1900)

llK.cochlcatisyaT.t∝lal.lypica(L∧UTERDORN1900)

12K.cochlearisr.macmcAnLha(LAUTERBORN19(刀)

ー3Nou10ⅠCaSLTiaia(0.F.MULLERl786)

14N.acuminala(Em ENBERGIS32)

ー5N.labis(GOSSE1887)

16N.loljacca(EHRENBERGl838)

17Kcllicou3alongispina(KELLlCOTTt879) 40 72.5 40 27.5 67.5

18ATIu!つCOPSisrISSa(GOSSE1851)

19Euchlanisdilalata(Em NBERG1832) 5 1

20Euchlanissp.

21Diplcuchlanlspropalula(GOSSE1886)

22MytilinavcnLtalis(EHRENBERG1832)

23Loph∝harissalpina(EHRENBERG1834)

24ThchoLTiateLTaClis(EHRENBERGl830)

25ColuLrtlⅠaaddaLjca(ErRENBERGl831) 2.5

26C.oblusa(GOSSE1886)

28C.uncinataf.bicuspidaLa(ErrRENBERGt832)

29LcpadcHaJCYalis(0.F.MULLER1786)

30L.paleHa(0.F.MULLER1786)

31L.palcllaf.oblonEa(Em ENBERGl834)

32L.acuminata(EHRENBERGl834)

33L.rhomboidcs(GOSSE1886)

34LcDadcllasp.

35LccaneludwiRi托CKSTEⅠN1893)

36LohiocrLSis(HERRICK1885)

37L.JuJla(0.F.MULLERl776)

38L.ncxiliS(GOSSE1889)

39LsLichaca(HARRING1913)

40Laculcala(JAKUBSKll912)

41LgalcalA(BRYCE1892)

42L.mm yi(HAUERl965)

43L.slcnroosi(MEⅠSSNER1908)

44L.ⅠunaTis(Em NBEROl832) 2.5 2

45L.buHa(GOSSEl886)

46LquadridcntalarEm NBERGl832)

47L.clostcroccrca(SCHMARDA1859)
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4月29-30日 柵湖西紡 南湖東郎

No.Sp.name 山下汚 センター 文化館 鳥丸 北山田

48L.hamala(STOKES1896)

49L.hamalaVaT.Lhjcncmanni(HAUER1937)

50Lccancsp.

51Lccancsp.(Monoslyla)

52Proalcssp.

53Proalcssp2.

54Lindiapallida(HARRⅠNG&MYERS1922)

55Lindiasp.

56Sc訂idiumlonEicaudum(0.F.MULLER1786)

57Monommaladcntala(WULEERT1940)

58M.打andis(TESSⅠN1890)

59MonommalaSP.

60Eosphorasp.

61NotommaLasp. 2.5

62Ccphalodcltagibba(Erm NBERG1838)

63C.cyclopsCWULFERTl937) lO I 5 I

64C.calcllina(0.F.MULLERl786)

65Ccphalodellasp. 5 5

66ThchoccrcacolⅠaris(ROUSSELET1896)

67T.brachytm (GOSSE1851)

68T.cayia(GOSSE1886)

69T.dixon-nuttalli(JENNrNGSl903) 2.5

70T.wcbcーj(TENNINGS1903)

71T.lcnuior(GOSSE1886)

72T.tj打is(0.F.MULLER1786)

73T.Porcctlus(GOSSE1886)

74T.insignisHERRICK(1885)

75T.bidcns(LUCKSl912)

76T.birosLTis(MINK【EWⅠCZ1900)

77T.bicrislala(GOSSE1887)

78T.clongaLa(GOSSE1886)

79T.rauus(O.F.MULLER1776)

80T.pusilla(LAUTERBORN1898)

81T.stylala(GOSSE1851)

82T.icrnis(GOSSE1887)

$3T,Cylindrica(ーMHOF1891)

84T.cylindricachattonj(DEBEAUCHAMPt907)

85T.lonRiscta(SCHRANK1802)

86T.capucina(WⅠERZEJSK】&ZACHARlAS1893)

87Trichoccrcasp.

88AscomorDhaoYaHs(BERGENDAHL1892)

89SynchacLatrCmun(0.F.MULLER1786)

90S.oblonga(Efm NBERG1831) 517.5 70 20 27.5

91S.stylaLa(WⅠERZEJSK11893)

92S.txctjnatjl陀HRENBERG1832)
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4月29-30日 柵湖西餌 何湖東郎

No.Sp.name 山下汚 センター 文化鉛 鳥丸 北山田

94PolyarthTaVUl又aris(CARLlN1943). 1750 1145 2A73 1227.5 297.5

95P.doHchoplcra(ーDELSON1925)

96P.maior(BURCKHARDT19α))

97P.cuTYPLera(WIERZEJSKt1893) 32.5

98P.m;nor(VOIGTl904)

99Ploesomahudsoni(lMHOF1891)

一ooP.tTunCaLum(LEVANDER1894)

101p.lcnlicularc(砿RRⅠCK1885)

102Asplanchnapddonla(GOSSEl850)

103DicranophonJs dis(EHRENBERG1832)

ー04D.hcrculcsPISZNtEWSKH932)

105DicranoDhcrrussp.

106EnccnLrumluLcliac(HAmⅠNG&MYERS1928)

107TesludincHapaLina(HERMANN1783)

108PompholyxcompⅠanala(GOSSE1851)

109p.sulcala(m DSO山1885)

110PomphoⅠyxsp.

111SinanthcrinasociaHs(LTNNE1758)

112Conochilussp.

113HcxaTthramiTa(m DSON1871)

114Filinialongiscla(Efm NBERG1834)

115F.lcrTninalisげLATE1886)

116F.otx)1iensis(ZACH人RⅠAS1898)

117C.omalaycr.COmuta(DOBrE1849)

118ColⅠo山ecasP.

119C.uncinata(0.F.MULLER1773)
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5月28-29日 北湖西怖 北湖北郎
No.Sp.naLnC 志井駅衣 ]レト松 安曇川 新旭 祢津 菅柿 月山 (内)月山 (外)

IBrachionuspalulus(0.F.MULLER1786)

2B.quadridcnlatus(ZiERMANNl783)

3B.urccolaTis(0.F.MULLER1773)

4ち.calycin打uS(下人LLAS1766)

5a.an即laTjs(GOSSE1851)

6a.an laTisf.bidcnSげLATE1886)

7KcraLellaquadraLa(0.F.Mu LER1786) 0.5

8K.Yalga(EHRENBERG1834)

9K.cochlcaris(GOSSE1851) I

lOK.C∝hlcaTisvaT.l∝lar.micracanlha(L∧UTERBORNl900)

llK.cochlcaTisyaT.l∝tal.lypica(L∧UTERBORN19∞)

12K.C∝hkaTisf.macracan山a(LAUTERBORN19CK)) 0.5 1.5 I.5

13NoL1101caslriata(0.F.MULLER1786)

14N.acuminala(EHRENBERG1832)

15N.labis(GOSSE1887)

16N.roHacea(ErW NBERG1838) 1 0.5 0.5

17Kc'llicouiaⅠonEispina(KELLⅠCOTTl879) 3.9 3 18.5 2.5 3 5.5 4 2

18Anur7lCOpSisrtsSa(GOSSE1851)

19Euchlanjsdilalata(ErRENBERG1832) I.3 37.5 13 1.5 4.5

20EuchlaTLissp. 1

21DiDlcuchlanispropaLula(GOSSE1886) 0.5

22MytHinaycnltalis(EHRENBERG1832)

23Loph∝haTissalpina(ErIRENBERG1834)

24TrichotTiatctJ7lClis(Em NBERG1830) 0.5

25CoturcHaadriatica(EHRENBERG1831) 4.5 1 2 2 2

26C.obluSa(GOSSE1886) 0.5

28C.uncinaLaf.bicuspidata(EttRENBERGl832)

29Lcpadcllaoya】is(0.F.MULLERl786) 2 0.5 2

30L.palclla(0.F.MULLER1786)

31L.PalCllaf.oblonga(EHRENBERG1834)

32L.acumiLlaLa(Efm NBERG1834)

33L.rhomtx)idcs(GOSSE1886)

34Lcpadeltasp. 5

35Lccancludwii(ECKSTETN1893) 0.5 0.5

36L.ohiocnsis(HERRⅠCK1885)

37L.luna(0.F.MULLERl776) 1.3 1 0.5

38LflcxiTis(GOSSE1889)

39Lstichaea(HARRTNG1913)

40Laculeala(JAKUBSKJ1912)

41L.gakata(BRYCE1892)

42L.muTTaYi(HAUER1965)

43L.slcⅣ00Si(MEⅠSSNER1908)

44L.JunaTis(Erm NBERGt832) I.3 0.5 4 I

45L.bulta(GOSSE1886)

46L.quadridenLala(EHRENⅠ)ERO1832) 0.5
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5月28-29日 北湖西郎 北湖北餌

No.Sp.name 志井駅長 ]レ)ヽ松 安衣川 新旭 梅津 菅肺 月出 (内)月山 (外)

48L.hamala(STOKESl896)

49L.hamatayar.山ienemanni(HAUERl937)

50Lccancsp.

51Lccancsp.(Monostyla)

52Proalcssp.

53Proalcssp2.

54LindiaDallida(HARRING&MYERS1922)

55Lindiasp.

56ScaTidiumlongicaudum(0.F.MULLER1786) 1 0.5

57MonommaladenlaLa(WULEERTt940) Oj 0.5

58M.灯andisCTESSIN1890)

59Monommatasp.

-60Eosphorasp.

61Notommatast). 8.令 0.5 4.5 2 16

62CcphalodcHaEibba(モHRENBERO1838)

63C.cyclops(WULFERTl937) 13.8 7 3 9 0.5 3,5 2

64C.catcllina(0.F.MULLER1786)

65CephalodcllasT).

66TrichoccrcacoltaLis(ROUSSELET1896)

67T.brachyura(GOSSE1851) 2.5 13.5 1 14∴5 2

68T.cavia(GOSSE1886)

69T.dixon-nuualH(JENNmGS1903) 0.5 0.5

70T.wcbcri(Jt:NNINGS1903)

71T.tcnuior(GOSSE1886)

72T.Ligrjs(0.F.MULLER1786)

73T.porccllus(GOSSE1886) 2.5 0.5

74T.insi isHERRICK(1885)

75T.bid¢ns(LUCKS1912)

76T.biros山S(MlNKfEWーCZ19(刀) I 0.5 0.5

77T.bicrislala(GOSSE1887) I 73 13

78T.clongala(GOSSE1886)

79T.raLtuS(0.F.MULLER1776)

80T.pus川a(LAUTERBORN1898)

81T.stylala(GOSSE1851)

82T.icmis(GOSSE1887) lj

83T.cylindTica(tMHOF1891)

84T.cyJinddcachauoni(DEBEAUCHAW 1907)

85T.Ⅰongiscla(SCHRANK1802)

86T.capucina(WLERZEJSKⅠ&ZACHARⅠAS1893)

87Trichoccrcasp.

88̂ scomorphaovalis(BERGEND̂ rtLl892) 1 2 I

89synchaclaレcmuTa(0.F.MtJLLER1786)

90S.obtonga(EmuNBERG1831) 507.5 lil.5 58j 115 5 5 9.5 6

91S.stylala(WーERZEJSK11893) 23 5 19_5 0.5 25 14 21.5

92S.㌍cLinala(Em ENBERGl832)

93SynchacLasp. - - -
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5月28-29日 北湖西郎 北湖北餌

No.Sp.naTnC 志井駅去 ]レト松 安曇川 新旭 海津 菅沖 月出 (内)月出 (外)

94Polyanhravulgaris(CARuN1943) 57.5 36.5 114 157 72 21.5 188 203

95P.doHchoptcra(lDELSON1925) 52.5 50 156 645.5 48 19.5 169.5 230.5

96p.jnajor(BURCKHAm T19CK))
97P.euJYt)lcTa(W1ERZIUSK11893) I.3

98P.minor(VOTGT1904)

99PⅠoesomahudsoni(ⅠMHOF1891)

100P.trt)ncatum(LEV̂ NDER'1894) 22.5 4 2 16.5 16.5 0.5

101P.knliculare(HERRlCK1885) 1.3

102̂ sptaLIChnapriodonta(GOSSE1850) I.3 0.5

103DicranophonlSm ndis(EHRENBERG1832)

104D.hercules(WISZNIEWSK11932)

105Dicranophorussp.

106EnccntTumlutctiae(HARRTNG&MYt:RS1928)

IOフTcsludincHapalim (HERMANN1783)

108Pompholyxcomplanala(GOSSE1851)

109P.sulcala(HUDSON1885)

110PompholyxSP. 7.5

一日SinanthcrinasociaJisq_TNNE1758)

112Conochilussp.

113HcxaLthramira(TiUDSONl871)

114FiHnjalongiscta(EHRENBERG1834)

115F.lcmlinalis(PL̂ TE1886)

IlるF.o四日cnsis(乙ACHARlAS1898)

117C.omataycr.comuLa(DOBtE1849)

118Collo山∝asp.

119C.uncinalaiQ.ド.MULLER1773)
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5月28-29日 北湖東86(馬上周辺) 北湖東如

No.Sp.nalne 属上北 属上略 席上柵 延.防寺 姉川 孤 休暇村 水那択 野洲川畑

1Brachionuspalulus(0.F.MULLER1786)

2a.quadddcnlattls(HERMANNl783)

3a.urcco)aTis(0.F.m LER1773)

4a.calycinonJS(PALL̂ S1766)

5a.angulaTis(GOSSE1851)

6a.angularisf.bidcns(PLATち1886)

7KcratcHaquadrata(0.F.MULLER1786) 2.5 0.5 I I.5

8K.Va1-ヱa(EHRENBEROl834)

9K.cochtcaTls(GOSSE1851) 1 I.5 1

10K.cochleaTisvaT.leClal.micracantha(LAUTERBORN1900) 2

llK.cochkarisyar.t∝lal.lyT)ica(LAUTERBORN19(刀)

12K.cochlcaTisf.macTaCan山a(L̂ UTtRBORN1900) 0.5 0.5 I.5

13NotholcastTiala(0.F.MULLER1786)

14N.acuminata(ErmENBERG1832) I.5 0.5 0.5

15N.]abis(GOSSE1887) i.5

16N.roHacca(EH】lENBERGl838)

17KclHcoulalonispina(KELLlCOTT1879) 7 I 8 1.5 9 0.5 61 13 I.5

18入れUT7LCOPSisrlSSa(GOSSE1851)

19EuchlanisdilaLaLa(EHRENBERG1832) 0.5 1 2 0.5

20Euchlanjssp.

21DiptcuchlanisropaLula(GOSSE1886)

22MyLilinavenlTalis(EHRENBERG1832)

23Lot)h∝harissalpina(EHRENDERG1834)

24TrichouialcLTaClis(tHRENBERG1830) 0.5 1

25ColurcHaadriatjca(Efm NBERGl831) I.5 23 1 0.5

26C.oblusa(GOSSE1886). 0.5

28C.uncinaLar.bicuspidaLa(EHRENBERG1832) 0.5

29Lcpadcllaovalis(0.F.MULLER1786)

30L.atcHa(0.F.MULLER1786)

31L.Palcllar.oblonEa(Em NBERG1834)

32L.acuminata(ErtRENBERG1834)

33L.rhomtx)ides(GOSSE1886)

34LcpadcHasp.

35Lccar)CIudwigi(モCKSTEtNl893)

36L.ohiocnsis(HERRーCK1885)

37L.luna(0.F.MULLERl776) 0.5

38L.ncxilis(GOSSE1889)

39L.stichaca(HARRING1913)

40L.acdcata(JAKUBSKH912)

41LgalcaLa(BRYCE1892) 0.5

42L.mumyi(HAUERl965)

43L.sLcnT(泊Si(MEtSSNER1908)

44L.lunaTis(EHRENtlERO1832) 0.5 1.5 2.5 0.5 1 1

45L.bulla(GOSSE1886)

46L.quadridenLala(EHRENBERGl832)

47L.clostcroccrca(SCHMARDA1859)
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5月28-29日 北湖東餌 (馬上周辺) 北湖東餌

No.Sp.name 尾上北 尾上捲 品上柵 延屠寺 姉川 破 休暇村 水がiTTt 野洲川内

48Lhamata(STOKES1896)

49LhamatavaT.LhicncmaLmi (HAUER1937)

50LccancsD. 0.5

51Lccanesp.(Monostyla)

52ProalcSsp.

53Proakssp2.

54Lindiapallida(11人RRⅠNG&MYERS1922)

55Lindiasp.

56ScaTidiumlor収icaudum(0.F.MULLER1786)

57Monommaladcnlala(WULEERT1940)

58M.打andis(m SrN1890)

59Monommalas.

60Eosphorasp.

61Nolommalasp. 1 5 2 0.5 0.5 0.5

62CcphalodcllaRibba(EHRENBERG1838)

63C.cyctopsⅣ ULFERT1937) 4 2 3.5 2 6 2.5 0.5 0.5 1.5

64C.caLcllina(0.F.MULLER1786)

65Ccpha]odcllasp.

66THchoccrcacoHaTis(ROUSSELET1896)

67T.brachyuTli(GOSSE1851) 14.5 0.5 28 1 2 0.5 0.5

68T.cavia(GOSSE1886)

69T.dixon-nuua】li(Jt:NNⅠNGSl903)

70T.webcri(JENNINGS1903)

71T.lenuior(GOSSE1886)

72T.山打is(0.F.MUⅠ⊥ER1786)

73T.porccllus(GOSSE1886) 2 0.5

74T.insi打lisHERRlCK(1885)

75T.bidcns(LUCKS1912)

76T.birostTis(MINKーEWーCZ19(刀) 0.5 I 0.5

77T.bicdslala(GOSSE1887) 2.5 I.5

78T.C)onRala(GOSSE1886)

79T.muus(0.F.Mu LER1776)

80T.pus川a(tAUTERBORN1898)

81T.sllaLa(GOSSE1851)

82T.icrnis(GOSSE1887)

83T.cylin血ica(ⅠMHOF1891)

84T.cylindricachatLoni(DEBEAUCHAMPl907)

85T.longiscla(SCHR人NK1802)

86T.capucina(WⅠERZEJSKⅠ&ZACHARIAS1893)

87Trichocercasp.

88̂ scomorDhaovalis(BERGENDAHL1892) 1 0.5

89SynchaclatICmum(0.F.MULLER1786)

90S.oblonga(EHRENBERGl831) 7 21.5 19.5 25.5 35 236.5 17 28 89

91S.slylala(WIERZEJSKJ1893) 1 I.5 8 4 2 19j 20 6 33.5

92S.DCCtlnala(Em ENBERGl832)
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5月28-29日 北湖東8B(馬上周辺) 北湖東軒

No.Sp.name 局上北 尾上抵 尾上巾 廷勝寺 姉川 孤 休暇村 水がtrc 野洲川Tb

.94PolyarthTaYu1gaTis(CARLlN1943) 75 ll 166 683 12 188.5 108.5 103 272

95P.doHchoptera(IDELSONl925) 65 19.5 168.5 755.5 41 167.5 312.5 237.5 178.5

96P.maiOr(BURCKHARDT19CO)

97P.curyPLera(WIERZEISKTl893)

98P.minor(VOIGT19糾)

99Plocsomahudsoni(TMHOF1891)

100P.tmncalum(LEVANDER1894) 7 2 151 117 0.5 236.5 73 13 128.5

lotp.tcnLiculaTC(Ⅰ一也RRICK1885) 0.5

102AsplaLIChnapriodonla(GOSSE1850) I.5

103DicranophonJSgnmdis(EHRENBERGl832)

104D.hcrculcsCWISZNrEWSKH932)

105Dicranophorussp.

106EncenlnlmⅠuletiac(HARRTNG&MYERSl928)

107Tcsludjncltapalina(HERM̂ NNl783)

108PomDhotyxcomplanala(GOSSE1851)

109P.sulcala(HUDSONl885)

110Pompholyxsp.

111Sinan山crinasocialis(LtNNEl758)

112Con∝hilussp.

tl3Hexarthlamira(liUDSON1871)

114FHinia)ongiscta(Etm NBERG1834) 0.5

115F.Lcrmhalis(pLATEl886)

116F.otx)1iensis(ZACHARIAS1898)

117C.omatavcr.comula(DOBⅠE1849).

118ColloulCCaSP.

119C.uncinala(0.F.MULLER1773)
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5月28-29日 Tb湖西鮒 何湖東鮒

No.Sp.name 山下汚 'センター 文化館 鳥丸 北山凹

1Brachionuspaluーus(0.F.MULLER1786)

2a.quadHdcnLatuS(HERMANN1783)

3a.urccolaTis(0.F.MULLER1773)

4ち.ca)ycinorusPALLAS1766)

5B.anmlads(GOSSE1851)

6a.anか】]aTisr.bidcns(PL∧TE1886)

7KeratcHaquadraLa(0.F.MULLER1786) 0.5 ll.5

8K.valだa(EHRENBERG1834)

9K.cochlcaTls(GOSSE1851) 1.5 1

10K.cochlcarisYaT.Lcclar.micracaLl山a(LAUTERBORN1900) 0.5

llK.cochlcarisyaT.lccLal.lypica(LAUTERBORN19CX))

12K.cochlcarisr.macracandla(LAUTERBORN19CK)) 1

13NotholcastTiala(0.F.m LER1786)

14N.acumiLlala(ErRENBERG1832)

15N.1abis(GOSSE1887)

16N.foliacca(ErrRENBERGl838)

17KcllicolljaIor収ispina(KELuCOTT1879) 22j 18 9 16 305

18Anuracct)sisrlSSa(GOSSE1851)

19Euchlanjsdilalala(ErⅠRENBERG1832) I 0.5 2.5

20Euch】anissp.

21DiplcuchlaTlispropalula(GOSSE1886)

22MylilinaycntTa]is(EHRENBERG1832)

23LophochaTissaTpina(EHRENBERG1834)

24ThchotTialctnLClis(Etm NBEROl830)

25ColuTtllaaddauca(EHRENBERG1831) 1.3

26C.obtusa(GOSSE1886)

28C.uncinalaf.bictJSDidata(EHRENBERG1832)

29Lcpadcllaova】is(0.F.MULLER1786)

30L.patella(0.F.MtJLLER1786)

31Lpatcllaf.ob]onga(ETm NBERG1834)

32L.actminala(Em ENBERGl834) I.3

33L.rhomboides(GOSSE1886)

34LcDadcllasp.

55LccancludwiRi(ECKSTETN1893)

36L.ohiocnsis(IiERRICK1885)

37L.lum(0.F.m LERl776) 0.5

38L.nexilis(GOSSE1889)

39L.sLichaea(HAm lNG1913)

40L.aculcaLa(ĴKUBSKH912)

41L.gaーcala(BRYCE1892)

42L.mm yi(HAUER1965)

43L.slcnTOOSi(METSSNER1908)

44LⅠunaTis(EHRENBERG1832)

45L.buHa(GOSSE1886)

46L.quadTidcntala(モHRENBERG1832)

47L.cloilcTOCCrCa(SCHM̂ RD̂ 1859)
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5月28-29日 柵湖西鉢 柑湖東郎

No.Sp.name 山下汚 センター 文化館 鳥丸 北山田

48L.hamata(STOKES1896)

49LhamalayaT.thjcnemanni(HAUERl937)

50LecancsD.

51Lccancsp.(Monoslyla)

52PTOalCSSP.

53Proalcssp2.

54Lindiapallida(HARRtNG&MYERSl922)

55Lindiasp.

56ScaTidiumlongicaudum(0.F.MULLERl786)

.57Mono… aladenlala(WULEERT1940)

58M.耶 ndisrrESSIN1890)

59MonommaLasp.

60EosphoraSP.

61NolOmmaLaSp.

62CcphalodcllaEibba(Erm NBERG1838)

63C.cyclopsPULFERT1937) 5 5 6.5 0.5 0.5

64C.calclHna(0.F.MULLER1786)

65CcDhalodctlasD.

66TrichoccrcacollaTis(ROUSSELET】896)

67T.brachyuTa(GOSSE1851) 2.5

68T.cavia(GOSSE1886)

69T.dixon-nutlalli(JENNⅠNG51903)

70T.webcri(lEm mGS1903)

71T.tcnuior(GOSSE1886)

72T.dgris(0.F.Mu LER1786)

73T.DOrCCllus(GOSSE1886)

74T.insi打lisHERRⅠCK(1885)

75T.bidcns(LUCKSl912)

76T.birosLTis(MTNKrEWtCZ19(刀) I.5

77T.bicdslala(GOSSE1887) lj

78T.elonRala(GOSSE1886)

79T.muus(0.F.MULLER1776)

80T.Pusilla(LAUTERBORN1898)

81T.sLylaLa(GOSSE1851)

82T.icmis(GOSSE1887)

83T.cyⅠindTica(TMHOF1891) 0.5 0.5

84T.cylinddcachaltoni(DEBEAUCHAMP1907)

85T.lonだiscla(SCHRANK1802)

86T.capucina(WⅠERZEJSKJ&ZACHARIAS1893) 0.5

87Tdchoccrcasp. 1.5

88Ascomorphaoyalis(BERGENDAHL1892) 0.5 0.5 0.5

89SynchaclatTCmuTa(0.F.MULLERl786)

90S.oblonEa(モfm NBERG1831) 12.5 177 484.5 167 6

91S.slylala(WーERZEJSKll893) 7.5 8 2

92S.耶 linala(EHRENBERG1832)
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5月28-29日 柵湖西88 柵湖東紡

No.Sp.name 山下河 センター 文化館 鳥丸 北山田

94PolyaTtJvavuⅠgaEis(CARLlN1943) 97.5 345 256.5 6.5

95P.dolichoptcra(ⅠDELSON1925) 143.8 188.5 98 21.5

96P.maJ'Or(BURCKHARDT1900)

97P.curyptCranⅥERZEJSK日893)

98P.minor(VOIGT1904)

99Ploesomahudsoni(ⅠMHOF1891)

looP.机lnCalum(LEVANDER1894) 2.5 216 2.5 5.5 2.5

101P.lcnLicutaTC(HERRlCK1885)

102̂ splanchnapriodonLa(GOSSE1850) 0.5

loョDkTanODhoms灯andis(ErtRENBERGl832)

104D.hcrcutcs(WTSZNrEWSK11932)

105DicTanODhorussp.

106EncenlnlmIuleliac(HAmINO&… RS1928)

107TcsludineHapalina(m MANNl783)

108PompholyxcomDlanaLa(GOSSE1851)

109P.sulcala(HUDSON1885)

110PomDholyxsp.

I l lSinanLherinasocialis(uNNE1758)

112Conochilussp.

Il°HcxaTthmmira(HUDSONl871)

114FilinialonRiseLA作目RENBERGl834)

115F.tcrminalisO)LATE1886)

116F.opolicnsis(ZACHARⅠAS1898)

117C.omataver.cornula(DOBrE1849)

118CoHoLhecasp.

119C.uncinaLa(0.F.MULLER1773)

84



7月27日 巾湖西紡 柵湖東恥
No. Sp.name 山下 センター 文化鉛 鳥丸 北山田

IBrachionuspalulus(0.F.MULLER1786)

2B.quadridenlalus(HERM∧NNl783)

3a.urccolaTis(0.F.MULLER1773)

4ら.ca】yciflonzs(ア人LLAS1766) 5_5

5B.an爪llariS(GOSSE1851)

6B.an即1aTisf.bidcns(PL̂ TEl886) I 0.5 3 I 1.5

7KcralcHaquadTata(0.F.MULLERl786)

8K.valRa(ErtRENBERG1834)

9K.cochlcaTis(GOSSE1851)

10K.cochlcaTisyaT.lcclal.micracanLha(LAUTERBORNl9CX))

llK.cochlcaTisvaT.lcCLar.typica(LAUTERBORNl900)

12K.C∝hlcaTisl.macracaLILha(LAUTERBORN19∝)) I.5 0.5 0.5 0.5 2

13NothotcasLTiaLa(0.F.MULLER1786)

14N.actminaLa(EfmENBERG1832)

15N.labis(GOSSE1887)

16N.foliacca(EHRENBERGl838)

17KellicolLiaⅠOnEispina(KELLlCOTr1879) 2 1 I 1 0.5

18AnumcoDSisrISSa(GOSSE1851)

19EuchlanisdilalaLa(EHRENBERGl832) I 2

20Euchlanissp.

21DipleuchⅠanisDrODalula(GOSSE1~886)

22MyLilinaycnLTa)is(ErRENBERG1832)

23bphochaTissalpina(EHRENBERG1834)

2̂TrichoLTialctTaClis(EHRENBERG1830)

25Colurelladrialica(EHRENBERG1831)

26C.obtusa(GOSSE1886)

28C.uncinaLar.bicuspidala(EHRENBERGl832)

29kpadctlaovaJis(0.F.MULLER1786)

30L.patella(0.F.MULLER1786)

31Lpatcltaf.oblonga(モrmENBERG1834)

32L.acuminata(EHRENBERG1834)

33L.rhomboides(GOSSE1886)

34Lepadcllasp.

35Lccancludwigi(ECKSTEINl893)

36Lohiocnsis(HERRlCK1885)

37Ltuna(0.F.MULLER1776)

38L.ncxilis(GOSSE1889)

39L.sLichaea(Ĥ RRINGl913)

40L.acukaLa(JAKUBSKH912)

41L.gaJCaLa(BRYCE1892)

42L.murrayi(Ĥ UER1965)

43Lstcnroosi(MEtSSNER1908)

44L.tuLlaTis(EHRENBERG1832)

45L.bulla(GOSSE1886)

46L.quadTidenlata(ErrRENBERO1832)

47LcloslcrOCCrCa(SCHM人RDA1859)
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7月27日 柵湖西帥 柵湖東紡

No. Sp.name 山下汚 センター 文化館 烏丸 北山田

48LhamaLa(STOKESー1896)

49LhamalayaT.Lhicnernanni(HAUER1937)

50LLCanCSP.

51LJCCanCSD.(Monostyla)

52Pz℃alessp.

53PTOalcssp2.

54Lindiapallida(HARRTNG&MYERS1922)

55Lindiasp.

56ScaTidiumlonRicaudum(0.F.MULLERl786)

57MonommaLadcnLata(WULEERT1940)

58M.qaLldis(TESSⅠNl890)

59MonomTnataSP.

60Eosphorasp.

61Nolommatasp. 0.5 0.5

62Cct)halodcllagibba(EHRENBERGl838)

63C.cyclops(WUL陀RT1937)

64C.caLcIIina(0.F.MULLER1786) 0.5

65CephalcK]Cllasp.

66TrichoccrcacollaTis(ROUSSELET1896)

67T.brachyuTa(GOSSE1851)

68T.cavia(GOSSE1886)

69T.dixon-nu【lalli(JENNⅠNGS1903)

70T.weberi(JENNⅠNGSl903)

71T.lenuior(COSSE1886)

72T.tigris(0.F.MULLER1786)

73T.porccllus(GOSSEt886)

74T/InSi即iSHERRⅠCK(1885)

75T.bidcns(LUCKS1912)

76T.biTOSITis(MINKⅠEWICZ1900) 2,5 0.5 I 2.5 3

77T.bicdslala(GOSSE1887) 0.5

78T.clongaLa(GOSSE1886)

79T.raLtuS(0.ド.MULLERl776)

80T.pusiHa(LAUTERBORN1898)

81T.slylala(GOSSE1851)

82T.icmis(GOSSE1887)

83T.cylindTicaqMHOF1891) 7.5 4.5

84T.cylindricachatloni(DEBEAUCHAMPl907)

85T.longiseta(SCm ANK1802)

86T.capucina(WmRZEJSKⅠ&乙ACHARⅠAS1893)

87Tdchocercasp.

88Ascomorphaova】is(BERGENDAm l892) 1 1 Oj 0.5 0.5

89SynchaeLatrcmura(0.F.MULLER1786)

90S.oblon又a(EHRENBERG1831) 2.5 2.5 I.5 2.5

91S.slylala(WtERZEJSKH893)

92S.叩CLinala(ErRENBERG1832) 6 3 1.5
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7月27日 何湖西郎 柵湖東彬

No. Sp.name 山下 センタ- 文化飽 烏丸 北山田

94PoⅠyaLh vulgaTis(CARuN1943) 18 23

95P.dotichopLcra(IDELSON1925) 13.5 7.5 03 2

96P.major(BURCKHARDT1900)

97P.curyDlcra(WーERZEISK日893)

98P.minor(VOⅠGT1904)

99Ploesomahudsoni(ⅠMHOFIS91)

100P,tmncattlm(LEVANDERl894) 7.5 2.5

lOlP.lenticulaTC(HERRⅠCK1885)

102̂ splanchnapricKJonLa(GOSSE1850) I.5

103Dicranophotus打aTIdis(EHRENBERG1832)

104D.hercules(WTSZNrEWSKtl932)

105Dicranophcrrussp.

106EnccnLnJm7uteLjae(HARRlNG&MYERS1928)

107TCSludineHapa血a(HERMANNl783)

103Pompholyxcomplanala(GOSSE1851) 1 1 1 1

'109P.sulcala(HUDSON1885)

110PomphoⅠyxsp.

111SinanLhcThas∝ialis(uNNE1758)

112Conochilu5SP. 3

113HexaTthmmim(m DSON1871)

114Filinia】ongisela(EHRENBERG1834) 2 4 1

115F.lcrminalis(PL̂ TE1886) 0.5

116F.opolicn5is(ZACHARIAS1898) 0.5

Il一C.oTTlataYCr.COmuta(DOBLE1849)

118CoⅠloth∝asp.

119C.uncinata(0.F.MULLER1773)
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8月27-28日 北湖西飾 北湖北紡

No.SD.name 志焚駅裏 北小松 安曇川 新旭 沌浄 菅柿 月山 (内)月山 (外)

1BrachjonuspaLulus(0.F.MULLER1786)

2a.quadridcnlalus(Ht:RM N̂N1783)

3a.urccolaTis(0.F.MULLER1773)

4a.calycinonls(P人LLAS1766)

5a.anguhris(GOSSEIS51)

6a.anmlaTisf.bidcns(PLATE1886) lj

7Keratcllaquadrala(0.F.MULLER1786)

8K.vaka(ElJRENBERG1834)

9K.cochleaTis(GOSSE1851)

10K.cochlcaTisvat.lCCLal.miαacanLha(LAUTERBORN1900)

llK.cochlcaTisyaT.lcclar.lypica(LAUTERBORN1900)

12K.cochlcaLisf.macracaJILha(LAUTERBORN19∝)) 0.5 I ll 0.5 0.5 0.5 9.5

13NotJ10lcasLTiala(0.ド.MULLERl786)

14N.acuminaLa(EHRENBERO1832) 0.5

15N.Iabis(GOSSE1887)

16N.Toliacca(EHRENBERG1838)

17KellicoLua]OnE:ispina(KELuCOTr1879) I.5

18AnuTaCOPSisrISSa(GOSSE1851) 0.5

19Euchlanisdilalala(EHRENBERGl832) 5 0.5

20Euchlanissp.

21Diptcuchlanispropatu]a(GOSSE1886) 1.5

22MyLilinaventlalis(EllRENBERG1832) 1 0.5

23LophocharissaIpina(EI{RENBERG1834)

24TrichoLTialCLTaClis(Etm NBERG1830) 0.5

25Coturcllaadriatica(モm NBERG1831) 0.5 0.5 I

26C.obluSa(GOSSEl886) 0.5 1.5 I.5 I.5 0.5

28C.uncinataf.bicusDidaLa(Em NBERG1832) I.5 0.5 0.5

29Lcpadcllaoyalis(0.F.MULLERl786) 0.5 4

30L.Dalclla(0.ド.MULLER1786)

31Lpalctlar.oblonRa(Em NBERGl834) 0.5

32L.actJminata(EfN NBERG1834) 0.5

33L.rhomboides(GOSSE1886)

34LepadcIIasp.

35LccancludwkiCECKSTEIN1893) 0.5

36L.ohiocnsis(HERRICK1885)

37L.tuna(0.F.MULLER1776)

38L.ncxilis(GOSSE1889) 0.5

39L.sLichaea(miRRINGl913) 1.5

40L.aculcala(ĴKUBSKH912) I 0.5

41LgaJCata(BRYCE1892)

42L.muJTayi(HAUER1965)

43L.sleⅣoosi(MEISSNERl908)

44L.lunaTis(EHRENBERG1832) 2.5 1 I.5 I.5 0.5

45L.bulla(GOSSE1886)

46L.quadTidenlala(EHRENBERG1832)
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8月27-28日 北湖西市 北湖北郎

No.Sp.name 志井駅ヰ 北′ト松 安曇川 新旭 林 菅浦 月山 (内)月出 (外)

48L.hamala(STOKE51896)

49L.hamatayaT.山icnemanrli(HAUER1937)

50Lccancsp.

51Lccanesp.(Monostyla)

52ProaJessp. 03

53Proa】cssD2.

54Lindiapallida(tl̂RRING&MYERS1922)

55Lindiasp.

56ScaTidiumlongicaudurn(0.F.MULLER1786) 0.5 0.5 0.5

57MonorTWatadcnlalaⅣ ULEERT1940) 0.5 0.5

58M.qandisOTESStN1890)

59MonommaLaSP.

60EosDhorasp.

61Notommatasp. 1.5 3.5 0.5 3 0.5

62CcphaJodcHagibba(EHRENBERG1838)

63C.cyclops(WULFERT1937) ll.5 5.5 I 42 1 1

64C.calcllina(0.F.m LERl786)

65CCDhaJodcllasD. 2

66TrichoccrcacoltaTis(ROUSSELET1896)

67T.brachyura(GOSSE1851) 0.5 3 0_5

68 lT.cayia(GOSSE1886)

69T.dixon-nullaJ]i(JTiNNⅠNGS1903) 0.5 0.5

70T.wcbcd(JENNINGS1903)

71T.lenuior(GOSSE1886)

72T.山かS(0.F.MULLER1786) 1 0.5

.73T.tx)rcctlus(GOSSE1886) 0.5 0.5 I

74T.insi伊isHERRlCK(1885)

75T.bidcns(LUCKSl912) 1.5

76T.birostTis(MlNKIEWICZ1900) 4.5 273 2.5 4 5 0.5 0.5

77T.bicdslata(GOSSE1887) 1.5 0.5 1.5 I.5 03 2.5

TST.clongala(GOSSE1886)

79T.rattus(0.F.MULLER1776) I.5 Oj

80T.pusilla(LAUTERBORNl898)

81T.slylala(GOSSE1851) 2j

82T.iemis(GOSSE1887)

83T.cylindTica(TMHOF1891) I 0.5

84T.cylindTicachallOrLi(DEBEAUCHAMP1907) 2A.5 122.5 97.5 32 22 12j 1.5 14.5

85T.]ongisela(SCHRANK1802)

86T.capucina(WⅠERZEISK1&ZACHARIA51893)

87Tdchocercasp.

88AscomorT)haoyalis(BERGENDAHL1892) 8 286 9.5 20 6 I.5 I 6

89SynchaclatTCmtm(0.F.MULLER1786)

90S.oblongarEftRZiNBERG1831) 2

91S.slylala叩爪M EJSK11893) ll 3.5 15j

92S.txcLlnata(Elm NBERG1832)
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8月27-28日 北湖東怖 (尾上周辺) 北湖東郎

No.Sp.name 尾上北 尾上踏 尾上内 娃席寺 姉川 破 休暇村 水が浜 野洲川内

1Brachionuspatulus(0.F.MULLER1786)

2a.quadridcntatus(汀ERMANN1783)

3a.urccolaTis(0.F.MULLER1773)

4a.calycinorus(ア人LLAS1766)

5a.an即laTis(GOSSE185】)

6ち.annlⅠaTisf.bidcnsCPLATE1886)

7KeratcHaquadrala(0.F.MULLER1786)

8K.vaⅠだa(EHRENBERG1834) 0.5 0.5

9K.CuhleaTis(GOSSE1851) 0.5 0.5 1

lOK.cochlcarisyat.teclaf.micTaCantha(L̂ UTERBORN1900)

llK.cochleaTisvaT.lcclaf.lypica(LAUTERDORN1900)

12K.cochlcadsr.macracanLha(L∧UTERBORN19CK)) 15.5 I.5 3 0.5 1 I

13NothoⅠcastTiata(0.F.MULLER1786)

14N.acumirLala(tHRENBERG1832)

15N.Iabis(GOSSE1887)

16N.foHaceaCErm NBERG1838)

17KcllicolLiaJongispina(KELLICOTT1879) 0.5

18Anuraeopsisfissa(GOSSE1851) 1

19Euchlanisdilalata(EHRENBERG1832) 0.5 1 1 0.5 1

20Euchlanjssp.

21Diplcuchlanispropalula(GOSSE1886)

22MyLitinavcntTaHs(EHRENBERG1832)

23Lophochadssalpina(EHRENBERG1834)

24TrichoLrialctr7ICLis(Em NBER(コ1830) 0.5 0.5

25ColurcllaadriaLlca(EHRENBERG1831)

26C.obtusa(GOSSE1886) I 1 0.5 0.5 0.5 0.5 Oj 1

28C.uncinalar.bicuspidala(EHRENBERGl832) 0.5 0.5 0.5 I

29Lepadcllaova】is(0.F.MULLER1786) 0.5 0.5 35

30L.PaLcIIa(0.F.MULLER1786)

31L.palellaf.oblonga(EHRENBERG1834) I

32L.acuminaLa(Em ENBERG1834) 0.5

33L.rhomboides(GOSSE1886)

34kpadcHasp.

35Lccancludwigi(ECKSTElN1893) 0.5

36L.ohiocnsis(rm ⅠCK1885)

37L.tuLla(0.F.MULLER1776)

38L.ncxilis(GOSSE1889) 0.5

39L.sLichaCa(HARRⅠNG1913)

40L.aculeala(JAKUBSKH912)

41LgaJeata(BRYCE1892)

42L.mm yi(HAUER1965)

43L.slenrooSi(MEISSNERl908) 0.5

44L.lunaTis(Em ENBERG】832) 0.5 0.5 Oj

45L.bulla(GOSSE1886) 0.5 I 0.5

46LquadridcntaLa(EHRENtiERGl832) 0.5

47L.closleTOCCrCa(SCHM̂ RDA1859) 0.5 Oj Oj 1
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8月27-28日 北湖東酎 (尾上周辺) 北湖東餌

No.Sp.name 局上北 尾上捲 馬上柵 1劃捗寺 姉川 孜 休暇村 水が浜 野洲川内

48Lhamata(STOKES1896)

49L.hamatavaT.山icncmanni(Ĥ UER1937)

50Lecancsp. 0.5 0.5

51Lccancsp.(Monostyla)

52Proalcssp. 0.5

53Proalcssp2.

54LindiaDallida(HARRTNG&MYERS1922)

55Lindiasp.

56Scaddiumlongicaudum(0.F.MULLER1786) 0.5

57MonommatadcntaLaⅣ ULEERT1940)

58M. -dis(TESSTN1890)

59Mono… atasp.

60Eosphorasp.

61Nolommalasp. 0.5

62Ccphalodcllagibba(EIm NBERG1838)

63C.cycⅠopsⅣ ULFERT1937) 2 4.5 1 23 2

64C.caLelHna(0.F.Mu LER1786)

65CcphaⅠodc11asp.

66Trichoccrcacollaris(ROUSSELET1896)

67T.brachyura(GOSSE1851)

68T.cavia (GOSSE1886)

69T.dixon-nuualli(JENNINGS1903)

70T.wcberi(JENNINGSl903)

7ーT.tcnuior(COSSE1886)

72T.tigris(0.F.MULLER1786)

73T.tnrccllus(GOSSE1886)

74T.insiisHERRICK(1885)

75T.bidcns(LUCKS1912) 0.5

76T.birostTis(MINKrEWtCZ1900) I.5 0.5 I 3.5

77T.bicrislata(GOSSE1887) 0.5 0.5 1

78T.clongata(GOSSE1886)

79T.ralluS(0.F.MULLER1776)

80T.DuSilla(LAUTERBORN1898) 0.5 0.5

81T.slylala(GOSSE1851)

82T.icmis(GOSSE1887)

83T.cylindTica(lMHOF1891)

84T.cylindricachauoni(DEBEAUCHAMpl907) Jl 2 2.5 1 0.5 2 2

85T.longiscLa(SCHRANK1802)

86T.capucina(W正RZEJSKl&Z∧CHARⅠAS1893)

87Trichoccrcasp.

88̂ scomorphaoValis(I)ERGENDAHL1892) i 8 5.5 0.5 2 5 4

89Synchaclattcmura(0.F.MULLERl786) 0.5

90S.oblonEarEm ENBER(日831) 2

91S.slylata(WIERZEJSK11893) 1 27.5 7.5 6｣5 9.5 2.5 4

92S.txcLjnaLa(EHRENBERG1832)
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8月'27-28日 北湖東如 く馬上周辺) 北湖東紡

No.Sp.I)amc 属上北 馬上繕 尾上巾 廷庸寺 姉川 攻 休暇村 水が訴 野洲川南

94PoⅠyaTthravulgaTis(CARLTN1943) 35 104 139 64 3.5 100 8 6

95P.dotichoDtCra(tDELSONl925) 0.5 LB 7 2 5 1.5

96P.maT'∝(BURCKHARDT1900)

97P.curyDlcra(WTER2ESK日893)

98P.minor(VOIGT1904) 1

99PtoeSOmahudsoni(ⅠMHOFl891)

100P.LnmcaLum(LEVANDER1894)

101p.lcnLicularc(I止RRTCKl885)

102AsDlaTIChnapridonta(GOSSE1850) I I .1.5 5.5

loョDicmnophorus灯andis(EHRENBERG1832) 0.5

loヰD.hcrculcs(WTSZNIEWSKll932)

105DicーanOphorussp.

106EnccntTumlutcliae(HAmlNG&MYERS1928)

107Tesludincllapa血a(ⅠtERMANNl783) lj 2 I 0.5 1

lo§Pompholyxcomplanata(GOSSE1851) lj 0.5

109P.suⅠcatA(HUDSONIS85)

IloPornpholyxsp.

IllSinantherinasociaJis(UNNE,1758)

112Con∝hilussp. 26.5 9 lj 2.5

113HcxanhTamレa(m DSON1871) I 03 0⊥5

114FilinlalonEiscta(Elm NBERG1834) 2 2

115F.tcrminalisげLATEl886)

116F.otnlicnsis(ZACHARIAS1898)

117C.ornalavcr.COmula(DOB【E1849)

118Collothccasp.

IlワC.uncinala(0.F.MuLERl773)

92



8月27-28日 柵湖西紡 78湖東耗

No.Sp.name 山下汚 センター 文化 烏丸 北山田

1BrachionusDalulus(0.F.MULLER1786)

2a.quadridcnlatus(HERMANN1783) 0.5

3a.urceolaTis(0.F.MtTLLER1773)

4B.calycinonJS(PALLASl766)

5a.anguⅠaris(GOSSE1851)

6a.aLl糾laTisf.bidcnsPLATE1886) 0.5 4

7KcraLcllaquadrata(0.F.MULLERl786)

8K,valEa(ETiRENBERG1834) 0.5

9K.cochleaTis(GOSSE1851) 10 1.5 3j

10K.C∝hlcaTisyaT.LCClaf.micTaCantha(LAUTERBORN1900) 1 3.5

llK.cochlcarisyar.lecLar.ly13ica(LAUTERBORN19(刀)

12K.cochleaTisf.macTaCanLha(L̂ UTERBORN19∝)) 1 55.5 7 2糾.5

13NotholcastTiaLa(0.F.MtnLER1786)

14N.acuminala(Em ENBERG1832)

15N.labis(GOSSE1887)

16N.lotiacea(EHRENBER(コ1838)

17Kcllicotlialongispina(KELLlCOTrl879) 0.5 I 3

18人月uraeOpSisrlSSa(GOSSE1851)

19EuchlanisdiⅠaLaLa(EHRENBERG1832) 2.5

20Euchlanissp.

21Diplcuchlanispropalula(GOSSE1886)

22MyljlinavcnLTalis(Em ENBEROl832)

23Lophocharissalpina(EHRENBERG1834)

24TrichotTialcLraClis(tm NBERG1830) 0.5

25ColuTCllaadriadca(EHRENBERGl831)

26C.obluSa(GOSSE1886) 2

28C.uncinilar.bicuspidaLa(EHRENBERG1832)

29LcDadeuaoyalis(0.F.MULLER1786)

30LDatClla(0.F.MULLER1786)

31L.palcllaf.oblonRa(EHRENBERG1834) 0.5

32L.acuminata(EHRENBERG■1834)

33L.rhorntx)idcs(GOSSE1886)

34LeDadelIasD.

35Lccanc]udwigi(ECKSTEーN1893)

36L.ohiocnsis(汀ERRⅠCK1885)

37LIuna(0.F.MULLER1776)

38L.ftcxilis(GOSSE1889)

39L.sLichaca(HARRⅠNG1913)

40L.aculeala(JAKUBSKI1912)

41LgaJcala(BRYCEl892)

42L.mumyi(HAUER1965)

43L.slenTOOSi(MEISSNER1908) 0.5

44L.lunaTiSrEm ENBERGl832) 0.5 1

45L.bulla(GOSSE1886)

46L.quadTidenlata(EHRENDERG1832)

47LclosteTCNXrm(SCHMARD̂ 1859)
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8月27-28日 柵湖西郎 柵湖東防

No.SP.nahlC 山下湾 センター 文化相 鳥丸 北山田

48L.hamala(STOKES1896)

49Lhamalavar.LhjencmaLmi (rtAUtRl937)

50Lcc打lCSP. 0.5

51Lccancsp.(Monostyla)

52Proalcssp.

53Proatcssp2.

54Lindiapa】lida(HAm TNG&MYERS1922)

55Lindiasp.

56Scalidiumlor収icaudum(0.F.MULLER】786) 2.5

57Monommatadcnlata(WULEERT1940)

58M.qandis(TTiSSINl890)

59Monommatasp.

60Eosphorasp.

61NolommalaSP. i 1

62Ccphalodcllagibba(ErN NBERG1838)

63C.cyclops(WULFERT1937) 2,5 5 1

64C.calcllina(0.F.Mu LER1786)

65Ccphalodcllasp.

66TrichocercacollaLis(ROUSSELET1896) 13

67T.bTaChytlra(GOSSE1851)

68T.cavia(GOSSE1886)

69T.dixon-nullalli(JENNrNGS1903)

70T.wcberi(JENNINGS1903)

71T.lenuioT(GOSSE1886)

72T.tips(0.F.MULLER1786)

73T.TX)rCCHus(GOSSE1886)

74T.insi灯lisHERRⅠCK(1885)

75T.bidens(LUCKS1912)

76T.birostris(MINKJEWtCZ1900) 3.5 2.5 8

77T.bicrislala(GOSSE1887) Oj

j8T.clorはala(GOSSE1886)

79T.rauus(0.F.hNLL由 m 6)

80T.Pusilla(LAUTERBORN1898) 7.5 0.5 0.5

81T.slylala(GOSSE1851) 1.5 0.5

82T.iernis(GOSSE1887)

83T.cylinddca(ⅠMHOF1891) 0.5 1.5

84T.cylindTicachalloni(DEBEAUCHAMP1907) ll.5 4 1 3

85T.ton文iscla(SCHRANK1802)

86T.capucina(WIERZEJSKI&ZACHARⅠASle93) 1

87TTichoccrcasp.

88AscomorDhaovalis(BERGENDAl皿 1892) 4.5 2.5 ll.5 13

89SynchaclatTemuTa(0.F.MULLER1786)

90S.oblonga(EHRENBERG1831) 1

91S.slylala(WtERZEJSK11893) 6 24 0.5

92S.pccLinala(Etm NBERG1832)
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8月27-28日 柵湖西86 内湖東郎

No.Sp.name 山下汚 センター 文化館 烏丸 北山田

94PoⅠyaTthTaYuJgaLis(CARLⅠN1943) 126.5 226 12 195

95P.dolichoplera(lDELSON1925) 16 6.5 1 20

96P.maior(BURCKHARDT19(刀)
97P.curyplcra(WIERZESKH893)

98㍗.minor(VOIGT1904)

99PloesomahudsorLi(TMHOF1891)

100P.lrunCalum(LEVANDER1894) I.5 2.5 I

lotP.lcn【icularc(HERRーCK1885)

102AsplanchnapriodonLa(GOSSE1850) 20.5 7.5

103DicraT10Phonls耶ndis(ErmENBERG1832)

104D.hcrculcs(WlSZNrEWSK11932)

105Dicranophomssp.

106EncentTumtulctiac(H人RRーNG&MYERSl928)

ー07TcsLudincllapaLina(m MANN1783)

108Pompholyxcomplanata(GOSSE1851) 0.5 0.5

109P.sulcata(HUDSON1885)

110Pompholyxsp.

111SinantJlednasocialis(LINNE1758) 0.5

112Con∝hilussp.

113HcxaT山ramira(m DSONl871)

114FHinialongiscta(Efm NBERG1834) 1 1 7.5

115F.Lcrminalis(pLATE1886) 2.5

116F.OTX)licnsis(ZACH人RlAS1898) Oj I

117C.omataver.cornuLa(DOBrE1849)

118CoHothecasD.

119C.uncinaLa(0.F.MtTLLERl773)
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9月29-30日 北湖西肺 北湖北紡

No.Sp.name 志井駅裏 北/ト松 安曇川 新旭 稚浄 菅浦 月出 (内)月山 (外)

IBrachionusDattJlus(O.F.MULLER1786) 0.5

2B.quadddcnlaLus(HERMANN1783)

3a.urccohris(0.F.MULLER1773)

4B.calycinorus(PALLAS1766)

5a.angulads(GOSSE1851)

6a.aJlgu]arisf.bidcns(pLATE1886)

7Kcralcllaquadrala(0.F.MULLER1786)

8K.valga(EHRENBERG1834) 0.5

9K.cochlcaTis(GOSSE1851)

lOK.cochlcatisyaT.leCtaf.micTaCanlha(LAUTERBORN1900)

llK.cochlcaTisvaT.LCClar.LyPica(LAUTERBORN1900)

12K.cochtcaTisf.macracanLha(L̂UTERBORNl900) 14

13NoLholca'sLdaLa(0.F.MULLER1786)

14N.acuminala(EHRENBERG1832) 0.5 I.5

15N.labis(00SSE1887)

16N.loliacca(EHRENBERG1838)

17KcllicolualOngist)ina(KELLICOTT1879) 0.5

18AnuracopsisrlSSa(GOSSE1851)

19EuchlaJlisdilalata(E1-mヱNBERG】832) 2

20EuchlanissD.

21Dipkuchlanispropatula(GOSSEl886)

22MyLitinavcnLraHs(Em NBERG1832) 0.5

23Loph∝hadssalPina(ETm NBERG1834)

24TrichotTialctraClis(EHRENBERG1830) 1

25ColuTCHaadriaLica(Em ENBERG1831) 0.5

26C.obluSa(GOSSE1886) 0.5 2 1 3.5 I

28C.uncinalaf.bicusDidala(EHRENBERGl832) 2

29LcpadeltaoyaJis(0.F.MULLER1786)

30L.palclla(0.F.MULLERl786) 2

31L.patcllal.oblonAa(Etm NBERGl834)

32L.acuminata(EHRENBERGl834) 0.5 0.5 I

33Lrhomboides(GOSSE1886)

34LcDadcllasD.

35Lccancludwigi(ECKSTElN1893)

36L.ohioensis(HERRTCKl885) 0.5

37Lluna(0.F.MULLERl776)

38L.ncxi]is(GOSSE1889)

39L.sLichaca(HARRⅠNG1913)

40L.aculeala(JAKUBSK11912)

41L.EaJeala(BRYCE1892)

42LmurTayi(HAUERl965)

43LslcrLTOOSi(MEISSNER1908)

44L.lunatis(Efm NBERG1832) 03 0.5 0.5

45L.bulⅠa(00SSE1886) 3

46L.quadridenlala(EHRENBERG1832)

47Lctostcroccrca(SCHMARDA1859) 0.5 I 2.5 0.5
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9月29-30日 北湖西紡 北湖北紡

No.SD.naLnC 志井駅養 北/J､松 安曇川 新旭 梅津 菅沖 月山 (内)月山 (外)

48L.hamala(STOKES1896) 0.5 0.5

49L.hamatavar.LLhicncmanni(HAUER1937)

50Lccanesp. 3.5 0.5 0.5

51Lccanesp.(Monoslyla) 0.5

52ProatcssD.

53ProaJcssp2.

54Lindiat)allida(HARRⅠNG&MYERSl922)

55LindiasD. 1.5

56ScarididmlonE:icaudum(0.F.MULLER1786) 1 1 1.5 4.5

57Mono… aladcntala(WULEERT1940)

58M.灯andis(TTiSSIN1890) 0.5

59Monom atasp.

60Eosphorasp.

61Nolom alaSP. 0.5 0.5 Oj 1 4

62Ccphalodcllagibba(EHRENBERG1838) 3.5

63C.cyclops(WULFERTl937) 1 I 1.5

64C.catcllina(0.F.MULLERl786) 0.5

65CcDhaJodeHasp. 1.5

66TrichocercacoltaTis(ROUSSELET1896)

67T.braChyum(GOSSE1851) 0.5

68T.cavia(GOSSE1886) 0.5

69T.dixon-nuualli(JENNrNGS1903)

70T.wcbcd(JENNlNGS1903) 1

71T.lcnuior(GOSSE1886) 1

72T.Lj打is(0.F.MULLER1786)

73T.porccHus(GOSSE1886) 0.5 0.5

74T.insi灯lisHERRTCK(1885) 0.5

75T.bidcns(LUCKSl912) 1.5 1.5

76T.biros山S(MINKIEWtCZl900) 0.5 0.5 0.5

77T.bicristaLa(GOSSE1887) 0.5 1 0.5 2.5

78T.clonRala(GOSSE1886) 0.5

79T.ratLuS(0.F.MULLER1776) 0.5

80T.pusHta(LAUTERBORN1898) 0.5 0.5

81T.stylata(GOSSE1851)

82T.iemis(GOSSE1887)

83T.cy】indrica(ⅠMHOFl891)

84T.cylindricachallOnj(DEBEAUCRAMP1907)

85T.1onRiscla(SCHRANKl802) 0.5

86T.capucina(WⅠERZEJSKl&ZACHARⅠAS1893)

87Trichoccrmsp. 0.5

88AscomorphaoyaJis(BERGENDAHL1892) 0.5 1 0.5

89SynchaclatTCmura(0.F.MULLER1786) 0.5

90S.oblonEa(EHRENBERG1831)

91S.Slylala(WlERZEJSK11893) 0.5 134 26

92S.txcLinala(モm ENBERG1832)
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9月29-30日 北湖西郎 北湖北郎

No.Sp.name 志突駅其 ]レト松 安曇川 新旭 梅津 菅浦 月出 (内)月出 (外)

94PolyarthrayuⅠgaTis(CARuN1943). ll.5 21 2 26.5 4.5

95P.dotichoptera(IDELSON1925) 0.5 2.5

96P.major(BURCKHARDT19(刀) 0.5

97P.curyDtCra(WーERZEJSKll893)

98P.minor(VOⅠGT1904)

99Ploescmahudsoni(IMHOF1891)

looP.truncalum(LEVANDER】894) 0.5

lotp.lenliculaTC(I-由RRTCK1885)

102Asplnnchnapriodonla(GOSSE1850)

loョDicranophomsqandis(EHRENBERG1832)

ー04D.hercules(WISZNIEWSK11932)

105DicraJ10Phorussp. Oj

106EnccnLrumJutcLiae(HARRING&MYERS1928)

107Tcsludinellapalina(HERMANNl783) 0.5

108PompholyxcompⅠanala(GOSSE1851)

lopP.sulcala(HUDSON1885)

110Pomphotyxsp.

一日SinanLhcrinasocialis(LINNE1758)

112Con∝hilussp. I 1.5 2

113HcxaTthramiTa(mDSON1871) Oj 0.5

114Filiniatongiscla(EI一四月NBERG1834)

115F.lcTmhalis(PLATE1886)

116F.opolicnsis(ZACHARIAS1898)

117C.ornataycr.cornuLa(DOBrE1849)

118CoHoulCCaSP. 7.5 5.5 I.5 3.5 6.5 3 6

lt9C.uncinaLa(0.F.MULLER1773) - 5 I.5
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9月29-30日 北湖東郎 (馬上周辺) 北湖東郎

No.Sp.nam e 尾上北 尾上掩 尽上南 延庸寺 姉川 践 休暇村 水が浜 野洲川南

1BrachionusPatulus(0.F.MULLER1786)

2B.quadridcnlaLus(HERMANNl783) 2.5

3B.urccolaTis(0.F.MULLER'1773)

4a.Calycinoms(pALLAS1766)

5ち.aTlgulaTis(GOSSE1851)

6B.angulaTisf.bidcns(PLATE1886) 1

7KcralcHaquadrata(0.F.MULLER1786) 0.5

8K.yaⅠga(EHRENBERG1834) 0.5 I

9K.cochtcaris(GOSSE1851) 0.5 0.5 0.5 1

ー0K.cochlcadsvat.lccLar.micTaCan山a(LAUTERBORNl900)

llK.cochlcaTisyat.tectar.lypica(LAUTERBORN19CX))

12K.cochlcaTisf.macracantha(LAUTERBORN19CX)) 1 0.5 I 1.5 4 I

13No山oⅠcasttiata(0.F.MULLER1786)

14N.acumiTLata把tRZiNBERG■1832) 0_5

15N.labis(GOSSE1887)

16N.foliacea(EHRENDERG1838)

17Kellicot血longispina(KELLlCOTr1879) 0.5 0.5 0.5

18AnuraeopsisrlSSa(GOSSE1851)

19EuchlanisdHatala(EHRENBERG1832) I

20Euchlanissp.

21DiplcuchlanisDrOt)atula(GOSSE1886)

22MyLilinavcntlalis(EHRENBERG1832)

23Loph∝harissaJpina(EtRENBERG1834)

24TrichoLTiaLcLraclis(EtnENBERG1830) 4 0.5 1

25Colu一℃llaaddadca(Erm NBERC1831) 0.5 0.5 0.5

2占C.obluSa(GOSSE1886) 0.5 0.5 I 1

28C.uncinalaf.bicuspidaLa(EHRENBERG1832) 0.5 I 3

29LcpadcHaovalis(0.F.MULLERt786) 1 1

30L.patclta(0.F.MULLER1786) 0.5 0.5 1

31L.pateHal:obtonga(ErnENBERG1834)

32L.acuminaLa(Em NBERG1834) Oj 1.5 0.5

33L.rhomboidcs(GOSSE1886)

34Lcpadcllasp. 1 0.5

35Lccaneludwigi(ECKSTElN1893)

36Lohioensis(HERRICKl885) 0.5

37L.luna(0.F.MULLERt776) 0.5 1

38L.flcxilis(GOSSE1889)

39L.stichaca(HARRING1913)

40LacuJcala(JAKUBSK11912)

41Lgalcala(BRYCE1892)

42LmuTTayi(HAUER1965) 03 0.5

43L.sLenTOOSi(MElSSNER1908)

44L.luniris作IN NBERG1832) 1 Oj

45L.bulla(005SE1886) 0.5 1.5

46LquadridcnLata(EftRENBERG1832)

47LcloslCTOCCrCa(SCHMARDAl859) 0.5
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9月29-30日 北湖東恥 (尾上周辺) 北湖東拓

No.SD.name 局上北 尾上桔 馬上柵 廷防寺 姉川 破 休暇村 水が浜 野洲Jlt

48L.hamala(STOKES1896) 1 0.5

49Lhamalavar.thiencmanni(HAUfiR1937) 0.5

50k anesD. 2.5 0.5 I

51LecancsD.(Monostyla) 0.5 1

52ProalcssD.

53Proalessp2.

54LindiapaJlida(HARRtNG&MYERS1922)

55Lindiasp.

56ScaTidiumlongtCaudum(0.F.MULLER1786) 0.5 0.5 1.5 0.5

57Monommatadcnlala(WULEERTl940)

5号M.qandis汀ESSIN1890) Oj

59Mono… alasp.

60EosDhoraSt). 1

61NotommaLaSt).

62Ccphalodclla又ibba(Etm NBERG1838) 5 0.5 23 0.5

63C.cyctoDS(WUu屯RT1937) 2

64C.catetlina(0.F.MULU=RI786) 0.5 2.5 2 1 0.5

65CcDhalodeuasD. I.5 2 6.5 4 5.5 0.5 Oj 8

66TrichOOercacollaTisrROUSSELET1896)

67T.bTaChyura(GOSSE1851)

68T.cayia(GOSSE18$6) 1

69T.dixon-nullaHi(JENN【NGS1903)

70T.webcri(tENNINGS1903)

71T.tcnuiOr(GOSSE1886)

72T.ti打iS(0.F.MULLERl786)

73T.tnrccllus(GOSSE1886)

74T.insi打liSlIERRICK(1885) 0.5

75T.bidcns(LUCKS1912) 0.5 03

76T.birosLds(MⅠNKrEW7C乙1900) 1

77T.bicristaLa(GOSSE1887) 0.5 0.5 1 0.5

78T.ctongaLa(GOSSE1886) 0.5 0.5

79T.ratttlS(0.F.MULLER1776)

80T.DuSH13(LAUTERBORN1898) I I.5 0.5 1.5 3 1

81T.styJata(GOSSEl851)

82Tjemis(GOSSE1887)

83T.cylindrica(ⅠMHOF1891)

84T.tylindTicachattorli(DEBEAUCHAMPl907)

85T.lonEiscta(SCHRANKl802) 0.5

86T.capucina(WーERZEJSKⅠ&ZACHARlASl893)

87Tdchoccrcasp. I 1 1 0.5 1

88AscomorphaoyaliS(BERGENDAHL1892) 5 13 0.5 I 1

$9SynchaetatTCmura(0.F.MULLER1786) 1.5 0.5 1 4.5 1

90S.oblon文a(Etm NBERGl831ー 57 9.5 123 30 1 3 ll.5 226

91S.sty]alaぐⅣⅠERZEJSKH893) 20 3 4 23 3.5 9 19

92S.tudnaLa(Etm NDERGl832) 4 2
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9月29-30日 北湖東休 (尾上周辺) 北湖東柿

No.SP.name 局上北 馬上措 尾上巾 娃鹿寺 姉川 故 休暇村 水が 野洲川Tt

94PolyanhTaYulgaris(CARLⅠN1943) 22.5 ll 15.5 109 1 213 67 5.5 1761

95P.dolichopLera(tDELSON1925) 5.5 0.5 2.5 25 5lj 35 57

96P.ma手or(BURCKHARDT19(刀)
97p-.euryDICra(WmRZEJSKl1893)

98P.minor(VOIGT1904) 0.5 03 2 6 8

99Ploesomahudsonj(ⅠMHOF1891)

100P.tTunCaltm (LEVANDER1894) I

101P.lcnticulaTc(liERRⅠCK1885)

102AsDlaJIChJlaPdodonla(GOSSEl850)

loョDicranoDhOmsqandis(EHRENBERG1832) 1.5

104D.hcrculcs(WlSZNrEWSK11932)

105DicTaJ10PhoTuSSD.

】06EnccntmmltJlcliac(HARRTNG&m RS1928)

IOフTcstudincHapalina(HERMANNl783) 1 1.5 0.5 1

108Pompholyxcomplanata(GOSSE1851) 2 1.5 1 0.5 ll

109P.sulcata(HUDSON1885) 2 Oj 78

日0Pompholyxsp.

111SinanLherinasocialis(LTNNE1758)

112Conochilussp. 2 1 0.5 2

113HcxaLthramim(HUDSON1871)

114Filinlalon文iscLa(ErquNBERGIS34)

115ド.lerminaJis押し̂TE1886)

IlるF.otx)licnsis(ZACHARIAS1898)

117C.ornataycr.comuta(DOBrE1849)

118CoHothccasD. ll.5 0.5 1.5 26 15 13.5 5
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9月29-30日 Tb湖西紡 南湖東紡

No.SP.name 山下滞 センター 文化相 鳥丸 北山田

1Brachlonuspatulus(0.F.MULLERl786)

2B.quadridcntatヽlS(HERMANrT1783)

3a.urceolads(0.F.MULLER1773)

4a.calycinorus(PALLAS1766) 3 6

5B.aTlgUlaTis(GOSSE1851)

6a.an糾laTisl.bidcns(PLATE1886) I

7KcmlcllaquadraLa(0.F.MULLER1786)

8K.vaka(EHRE山BERG1834) 24 1

9K.cochlcaTis(GOSSE1851) 9 7 7

lOK.cochlcaTisyar.tccLar.micTaCantha(LAUTERBORN1900) 4 3 5 3

llK.cochlcarisvar.lccLar.Lypica(L∧UTERt30RN】9CO)

12K.cochlcaTisl.macmcN一山a(L̂ UTERBORN19CX)) 2 62 14 7 25

13No山olcasLTiala(0.F.MULLER1786)

14N.acuminaLa(EI{RENBERGl832) I

15N.labis(GOSSE1887)

16N.roliacca(EttRENBERG1838)

17KellicouialonRispina(KELLICOTT1879)

18AnuracopsisrISSa(GOSSEl851)

19Euchlanisdilalata(Em NBERG1832) 1 4

20Euchlanisst).

21Dipkuchlanisprop8luJa(GOSSEl886)

22MyulinaycntTalis(EHRENBERG1832)

23LoPh∝hadssalpina(Etm NBERG1834)

24TrichotTiatetTaCtis(EHRENBERGl830)

25Colur亡11aadriaLica(EHRENBERG1831) 1

26C.oblusa(GOSSE1886) I 2

28C.uncinaL2Lr.bicusDidaLa(EHRENBERGl832)

29Lcpadcllaovalis(0.F.MULLER1786)

30LDatella(0.F.MULLER1786)

31L.t)alcHaf.oblonga(Etm NBERG1834)

32L.acumiLlala(EmtENBERG1834) 1 6

33L.rhomboidcs(GOSSE1886)

34LcpadeHasp.

35Lecancludwigi作CKSTEINl893)

36L.ohiocnsis(rTERRlCK1885)

37L.luna(0.F.Mu LER1776) 4

38L.nexilis(GOSSE1889) 1 1

39L.sLichaca(Ĥ RJUNG1913)

40L.aculeala(JAKUBSK11912)

41LEateata(BRYCE1892)

42L.muTrayi(HAUER1965)

43L.sLcnrOOSi(MEISSNER1908)

44L.lunaTis(EHRENBERG1832)

45L.bulla(GOSSE1886) 3

46L.quadridcntala(EHRENBERG1832)

47LcloslcrO∝rCa(SCHMARDA1859) 1

102



9月29-30日 相湖西紡 南湖東郎

No.Sp.name 山下汚 センター 文化相 鳥丸 北山田

48Lhamala(STOKESl896) I 1

49LhamalaVaT.Lhicncmanni(HAUERl937)

50Lccancsp. 1

51LccaLICSp.(MonostyⅠa)

52Proalessp.

53PTOalcssp2.

54Lindiapallida(… RING&MYtRS1922)

55Lindiasp. I

56ScaTidium]Ongicaudum(0.F.MULLERl786) I 2

57MonommaLadcnlaLa(WULEERT1940)

58M.灯nndis(TESSINl890)

59MonommaLaSD.

60EosDhorasp.

61NolOmmalasp. 1

62CcphalodelJaEibba(EHRENBERG1838) 1 3

63C.cyctops叩八mFERTl937)

64C.catcuha(0.F.MULLER1786) 2 4 5 I 10

65CcphaJodcHast). 5 136 12 1 lO

66Trichoccrcacollahs(ROUSSELET1896)

67T.brachyuTa(GOSSE1851)

68T.cayia(GOSSE1886)

･69tT.dixon-nuualli(JENNmGS1903) 1

70T.wcbed(JENNlNOS1903)

71T.lcnuior(GOSSE1886)

72T.Li打is(0.F.MULLER1786)

73T.porullus(GOSSEIS86) 3 2 I I

74T.insi伊isHERRⅠCK(1885)

75T.bidcns(LUCKS1912)

76T.birostris(MtNKⅠEWーCZt900) 3 3 6

77T.bicrislala(GOSSE1887) 2 4 I

78T.clongala(GOSSE1886) I 1

79T.raLtus(0.F.Mu LERl776) I

80T.pusiHa(LAUTERBORNl898) 21 7 56 2

81T.styⅠala(GOSSE1851)

82T.icmis(GOSSE1887)

83T.Cylindrica(TMHOF1891) 1 I 3 I

84T.cylindricachatloni(DEBEAUCHAMP1907) 1 I 1

85T.lonRiSela(SCHRANKt802) 1

86T.caPucina(WrERZEJSKJ&ZACHARlAS1893)

87TdchocerCaSP. I

88Ascm orphaovaJis(BERGENDAHL1892) 1

89SynchactatTCmtm(0.F.MULLERl786) 2 I

90S.OblongarEⅠ{RENBERG1831) 13 6 ll I

91S.stytala(ⅥERZEJSK11893) 44 266 73

92S.txctinala(EHRENBERGt832)
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9月29-30日 巾湖西柿 巾湖東紡

No.Sp.name 山下汚 センター 文化相 烏丸 北山田

94Polyむlhrayu1garis(CARLIN1943) 1729 795 297 10 177

95P.dolichopLera(ⅠDELSON'1925) 153 95 1 7

96P.ma手or(BURCKHARDT19∝け
9†P.euーYPLcraⅣ 正RZEJSKH893) I

98P.minor(VOⅠGT1904) 2 6 1

99PloeSOmahudsoni(lMHOF1891)

100P.truncalum(LEVANDER1894)

101P.lcnlicutatc(Im lCK1885)

102Asplanchnapricdonta(GOSSE1850)

103DicTaT)OPhonJSmndis(EHRENBERG1832)

104D.hcrcuーcs(WⅠSZNlEWSKH932)

105DicranophonJSSP.

106EncenlTumlulctiac(HARRーN(コ&MYERS1928)

IOフTesludincIt8paLina(HERMANN1783) 1

108PomDholyxcomDtanala(GOSSE1851) 1

109P.sulcaLa(HUDSON1885) 1

110Pornpholyxsp.

IllSinaTLthcdnasocia】is(LlNNE1758)

112ConochiⅠussp. 4 38 33

113HcxarthTamira(HUDSON1871) 3

114FilinialonRiseta(EHRENBERG1834) 4 2 4

日5F.lerminalis肝LATE1886) 1

116F.OTX)1icnsis(ZACHARlAS1898)

117C.omatavcr.comuLa(DOBIE1849)

118CoHoLhccasp. 12 5 2

119C.uncinala(0.F.MULLER1773) I
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11月12-ー3日 北湖四郎 北湖北紡

No.Sp.naTnC 志井択去 北/J､松 安衣川 新旭 梅津 菅補 月山 (内)月山 (外)

IBrachionuspatuⅠus(0.F.HUT.LER1786)

2a.quadhdcnLatus(HERMANN1783)

3B.urccolaTis(0.F.MULLER1773)

4a.calycinoTVSけALLASl766)

5B.aLlgularis(GOSSE1851)

6B.an即tarisl.bidcns(PLATE1886)

7Keralcllaquadrata(0.F.MULLER1786)

8K.yalEa(Em NBERGl834)

9K.cochleaTis(GOSSE1851) I

10K.cochlc打isyat.t∝tar.micTaCaL1山a(LAUTERBORNl900)

llK.cochlcaTisyaT.t∝tar.typica(LAUTERBORN19∝))

12K.cochlearisf.macracanLha(LAUTERBORN19(刀) I 2 l 2 I

13NotholcasLTiaLa(0.F.MULLERt786)

14N.acumiLlata(ErnENBERG1832)

15N.labis(COSSE1887)

16N.roliacca(Erm NBERG1838)

17KcllicolLialonだispina(KELLlCOTTl879) I 1 I

18Anuraeopsisfissa(GOSSE1851) 1

l■9Euchーanisdilalala(EHRENBERG1832)

20EuchlanissP.

21DiplcuchlanispropaluJa(GOSSE1886)

22MyLiHnaycntTalis(Em ENBERG1832)

23LophochaTlssaJpina(EHRENBERG1834)

24TrうchotTialclLaCLis(Etm NBERG1830)

25ColuLtllaadriadca(Efm NBER(〕1831) 1 3 1 1 1

26C.ob(usa(GOSSE1886) 1 1 I

28C.uncinataf.bictlspidaLa(Em NBERG1832) 2 I

29LcpadcHaoyaJis(0.F.MULLER1786)

30Lpatella(0.F.MULLER1786) 1

31LpalCHaf.oblonga(Em ENBER(コ1834)

32L,acuminata(ErmENBERG1834)

33L.rhomtnidcs(GOSSE1886)

34Lcpadcllasp.

35Lccancludwki(ECKSTEⅠN1893)

36L.ohiocnsis(rm ⅠCK1885)

37L.luna(0.F.MULLERl776)

38LElexilis(GOSSE1889) I

39L.stichaca(HARRlNG1913)

40L.aculeala(JAKUBSK11912)

41Lgalcata(BRYCE1892)

42L.m… yi(HAUERl965)

43L.slcnTOOSi(MEISSNER1908)

44L.lunaris(Em NBERGl832) 1

45L.bulla(GOSSE1886)

46L.quadTidcnlaLa(EHRENBERG1832)
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日月12-13日 北湖西市 北湖北紡

No.Sp.name 志井駅裏 jレ1､松 安曇川 新旭 梅津 菅浦 月出 (内)月出 (外)

94PolyaTthrayulgaris(CARLTN1943) 1∝) 43 2 20 3 39 40 41

95P.dolichoptcra(ⅠDELSON1925) 152 68 2 7 2 7 90 29

96P.major(BURCKHARDT19∝))

97P.euryDLcra(WtERZEJSKI1893)

98P.minor(VOIGT1904) 5 I 3

99Plocsomahudsoni(ⅠMHOF1891)

100P.Lruncalurn(LEVANDER1894) lO 1 17 7

101P.lcnliculaTC(HERRICK1885)

102Asplanchnapriodonla(GOSSE1850)

103Dicranophorusgnmdis(EHRENBERGl832)

loヰD.hcrculcs(WTSZNⅠEWSKl1932)

105DicTanODhorussD. 1

106EnccntmmluteLiac(HARRING&… RS1928)

107TcsludinellapaLim(HERMALNN1783) 1

108PomDhblyxcomplanala(GOSSE185l) 1 I

109P.sJcala(HUDSON1885)

110Pompholyxsp.

111Sinan山crinasociarlS(LlNNE1758)

112Conochilussp. I 2 7 7 8

113Hcxarthramira(HUDSON1871)

114FilinialongiscLa(Em NBERG1834)

115F.lcrminalis(pLATE1886)

116F.opoliensis(ZACHARTAS1898)

117C.omaLaycr.COmuLa(DOBrE1849)

lt8ColloLhccasp. I 3

119C.uncinata(0.F.MULLER1773) 1 1
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11月12-13日 北湖東紡 (尾上周辺) 北湖東紡

No.Sp.name 局上北 尾上拾 尾上南 廷席寺 姉川 級 休暇村 水が浜 野洲川内

94PolyaTthTaYul又aTis(CARLⅠN1943) 32 21 8 570 4 210 238 32 22

95P.dotichopLera(ⅠDELSON1925) 65 58 27 842 10 284 92 5 30

96P.mal'or(BURCKHARDT19(刀)

97p.euryDtCra(WTER2mSkH893)

98P.minor(VOIGTl904) 4 22 1 19 35 1

･99PINSOmahudsoni(IMHOF1891) I

100P.tLWCalum(LEVANDER1894) 8 1 2 40 1 149 ll I 6

101P.lcnliculaTC(HERRⅠCK1885) I 7 10

102Asplanchnapddonla(GOSSE1850)

ー03DicTanOPhonJS耶ndis(EⅠ†RENBERG1832)

104D.hercules(WⅠSZN【EWSK11932) 1

105DicTanOphcmssp.

106EnctnlnmⅠutetiae(H人RRⅠNG&hm RSl928)

107TcstudincHaDalina(HERMANN1783)

108fもmpholyxcomplaLlala(GOSSE1851)

109P.suJcala(HUDSON1885)

lュoPompholyxst).

111SinaLlthcrinasocialis(LlNNE1758)

lt2Conochilussp. 4 2 1

113HcxaTthramira(HUDSON1871)

114Fiunialongisela(ETm NBERG1834)

115F.tcrminalisPLATE1886)

116F.otx)licnsis(ZACHARIAS1898)

117C.ornaLayCr.comula(DOBlE1849)

118Collothcca叩. 1 I 6 2

119C.uncinala(0.F.MULLER1773) -

107



11月12-13日 柵湖西鮎 iii i 南湖東紺

IlNo.SD.name 山下汚 センター 文化館 烏丸 北山田

l lBrachionuspatutus(0.F.MULLERl786)

2B.quadhdcnlattlS(HERMANN1783)

3a.urccolaTis(0.F.MULLER1773)

4a.calycinorusPALLAS1766)

5a.annllaTis(GOSSE1851)

6B.angulaTisE-.bidcnsO,L̂ TE1886)

7KcraLctlaquadraLa(0.F.MULLER1786)

8K.Yalga(EHRENBERGl834) 1 1

9K.cochlcaTis(GOSSEl851) 2 8 29 38 I

lOK.cochlcaTisyaT.leclaf.micmcanLha(LAUTERBORNl900) 7 6 3

llK.cochlcaTisvaT.lccLal.lypica(L̂ UTERBORN1900)
12K.cochlcarisf.macracan山a(LAUTERBORN19(刀) 5 9 ll 6

13NoLholcasLTiata(0.F.MULLER1786)

14N.acuminata(Erm NBERG1832)

15N.labis(GOSSE1887)

16N.roliacca(ErrRENBERG1838) 1

17KcllicouiaIongispina(KELLICOTT1879) 1 I

18̂ nuracopsisrISSa(GOSSE1851) I 2

19Euchlanisdilatata(mmENBERG1832) 3 4

20Euchlanissp.

21DiplcuchlanisDrOPaLuta(GOSSE1886)

22Mytilinaycntralis(EHRENBERG1832)

23LophochaLissa]pina(Efm NBERG1834)

24TrichotrialclTaClis(Em ENBERG1830) I

25Colurcllaadrialjca(ErtRENBERGt831) 2 1

26C.oblusa(GOSSE1886)

28C.uncinalaf.bicuspidala(EHRENBERG1832) I 1

29Lcpadcllaoyalis(0.F.MULLER1786)

30L.patella(0.F.m LERl786)

31LpalcHar.oblonEa(ErRENBERG1834)

32L.acuminaLa(ErRENBERG1834)

33L.Thomboidcs(GOSSE1886)

34LcpadeHasp.

35Lccancludwigi(ECKSTElNl893)

36L.ohiocnsis(HERRlCK1885)

37L.tuna(0.F.MULLER1776) 1

38L.ncXilis(GOSSE1889)

39L.slichaca(HAm ⅠNG1913)

4 L.aculeala(JAKUBSK11912)

41LEalcaLa(BRYCE1892)

42LmurTayi(HAUER1965)

43LslcnTOOSi(MEtSSNER1908) l

44Llunaris(Etm NBERGl832) I I l

l 45l 4LbuHa(GOSSE1886) l l6LquadTidcnLala(EHH NBERGl832) l I l
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11月12-13日 柵湖西紡 巾湖東紡

No.Sp.name 山下沖 センター 文化館 鳥丸 北山田

48L.hamaLa(STOKES1896)

49LhaLnalavar.Lhicnemanni(HAUER1937)

50Lccancsp.

51Lccancsp.(Monosty]a)

52Proalessp.

53Proalcssp2.

54Lindiapallida(HARRTNG&MYERSl922)

55LindiasD.

56Scaridiumlon又icaudum(0.F.MULLER1786)

57MonomrnaLadcnlata(WULEERT1940)

58M.打andis(TESSTNl890)

59MonommalaSP.

60EosDhomsT).

61Noto… alasp.

62Ccphdodcllagibba(EHRENBERG1838) 1 I

63C.cyclops仰 RT1937)

64C.catcllina(0.F.MULLER1786) 1

65C叩ha】odellasp. 5 I

66TrichOcercaco11打is(ROUSSELET1896)

67T.brachywa(GOSSE1851)

68T.caVia(GOSSE1886)

69T.dixon-nulLalli(IENNmGS1903)

70T.wcbcri(JENNlNGSl903)

71T.lcn山or(GOSSE1886)

72T.ti訂js(0.F.MtJLLER1786) 1 4

73T.Porccllus(GOSSE1886) I 9 5 9

74T.iTtSi即isHERRⅠCK(1885)

75T.bidcnsCLUCKS1912) I 1

76T.birosLris(MlNK【EWーCZl900) 9 7 2 2

77T.bicrislala(GOSSE1887) 1 1 4

78T.CⅠonRala(GOSSE1886)

79T.r7LuUS(0.F.MULLER1776)

80T.pusilla(tAUTERBORN1898)

81T.slylata(GOSSE1851) I

82T.icmis(GOSSE1887)

83 IT.cylindTica(lMHOF1891) 1 5 3 1

84T.cylindTicachalloni(DEBÊ UCHAM P1907)

85T.longiscla(SCHRANK1802) 1

86T.capucina(W正RZEJSKl&ZACHARIASl893)

87THchoccrcasp. 1

88AscDmOrPhaoyalis(BERGENDAHL1892) 1 2

89SynchactatTCmuT7L(0.F.MULLERl786) I 2 4

90S.obⅠonga(Efm NBERGl831) 32 81 33

91S.slylala(WtERZEJSK11893) 27 15 59 142 2

92S.㌍C山一aLa(ErnENBERG1832) 22
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11月12-13日 巾湖西柿 I柵湖東紡

No.Sp.name 山下 センター 文化飴 .Ci九 北山田

94Polyarthrayulgaris(CARuN1943) 198 29 36 42 1

95P.dolichopLcra(ーDELSON1925) 76 Ilo 34 46

96P.ma手or(BURCKHARDT19CX))

97P.cuTYDlera(WtERZEJSK日893)

98P.minor(VOIGT1904) 2 i 1

99Ploesomahudsoni(IMHOF1891)

looP.tTuCatum(LEV̂ NDER1894) I I 2

101P.lcnticulaTC(HERRⅠCK1885)

102AspⅠanchnapdcKlOnta(GOSSE1850)

103Dicianophomsmndis托rtRENBERGl832)

104D.hcTCules(WⅠSZNIEWSKH932)

105DicTanOPhorussp.

ー06Enccntrumlutcliac(HAmⅠNG&MYERS1928)

107Tcstudincllapalina(HERMANN1783)

108Pompholyxcomplanala(GOSSE1851) 1

lopP.sulcaLa(HUDSON1885) I

110Pompholyxsp.

illSinanthcrinasocialis(LtNNE1758)

112Conochilussp.

113HexarthTamira(HUDSON1871)

114FilinialongiscLa托fm NBERG1834)

115F.tcrminalis(PLATE1886)

116F.otx)licnsis(ZACHARL̂S1898)

117C.omalaVcr.conlula(DOBⅠヱ1849)

lt8Collothccasp.

119C.uncinata(0.ど.MuLER1773) 1 I
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12月18-19日 北湖西郎 北湖北86

No.Sp.natnc 志欠駅衣 北′ト松 安長川 新旭 海津 菅柿 月出 (内)月出 (外)

1BrachionuspaLulus(0.F.MULLER1786)

2ち.quadddcnlalus(HERMANN1783)

3a.urccolaTis(0.F.Mu LER1773)

4B.caJycinonユS(PALLAS1766)

5a.anEulaTis(GOSSE1851)

6B.an laTisr.bidens(PLATEI886)

7KeTateIIaquadraLa(0.F.MULLER1786)

8K.yaJga(ETTRENBERG1834)

9K.C∝hlcaTis(GOSSE1851) 6

10K.cochlcaTisyar.lcclal.micracanLha(LAUTERBORNl900)

llK.cochlcaTisyaT.lcclar.lypica(LAUTERBORN19(刀) I

12 IK.cochlcaTisr.macracanLha(LAUTtRBORNl9CX)) 3 I I

13NotJ10tC'aSLriala(0.F.Mu LER1786)

14N.acuminata(EHRENBERG1832)

15N.labis(GOSSE1887)

16N.foliacea(EHRENBERG1838)

17Kellicouialorはispina(KELLlCOTT1879) 1 3 1 2 1 1

18AnuTaCOPSisTISSa(GOSSE1851) I

19Euch】anisdilalala(Etm NBERG】832)

20Euchlanissp.

21Dit)lcuchlanispropalula(GOSSE1886)

22MytilinavcntTalis(EHRENBERG1832)

23LophochaTissalpina(Em ENBERG1834)

24TrichoLTiaLctractis(EHRENBERG1830)

25ColurCllaadriaLlca(ttm NBERG1831) 1

26C.ob【u5a(GOSSE1886)

28C.uncinalaf.bicuspidaLa(EHRENBERG1832)

29Lcpadctlaoya]is(0.F.MULLER1786)

30L.patella(0.F.MULLER1786)

31L.palcllar.oblonga咋rmENBERG1834)

32L.acuminala(EHRENBERG1834)

33L.rhomboidcs(GOSSE1886)

34LcpadeIhsp.

35Lecanc)udwigi(ECKSTEIN1893)

36L.ohioensis(HERRICK1885)

37LIuna(0.F.MULLER1776) i

38L.nexilis(GOSSE1889)

39L.stichaea(HARRING1913)

40L.ac山eala(JAKUBSK11912)

41LgalcaLa(BRYCEl892)

42L.mm yi(HAUER1965)

43L.slcⅣoosi(MElSSNERl908)

44L.JunaTls(tfm NBERO1832)

45L.bulla(GOSSE1886)

46L.quadridcnlala(ETu NBERG1832)

47Lctostcroccrca(SCHMARD̂ 1859)
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12月18-19日 北湖西郎 北湖北8B

No.Sp.name 志突駅裏 JM､松 安曇川 新旭 港沖 菅浦 月出 (内)月出 (外)

48Lhamata(STOKES1896)

49LhamatayaT.thicncmaTui(HAUER1937)

50L∝ancsp. 1

51LecancsD.(Monostyla)

52Proalessp.

53Proalcssp2.

54LiLldiaDallida(H∧RRⅠNG&MYERS1922) 20

55Lindiasp.

56ScaridiumlonRicaudurn(0.ド.MULLER1786)

57Monommaladentala(WULEERTl940)

58M.打andis(TESSlN1890)

59MonornmalaSp.

60Eosphomst).

61NolomLnaLasp.

62Ccphalodellagibba(Em NBERG1838)

63C.cyctopsⅣ ULFERT1937)

64C.catcHina(0.F.MULLER1786)

65CephalodcHasp.

66TrichoccrcacollariS(ROUSSELET1896)

67T.brachyuLm(GOSSE1851)

68T.cavia(GOSSE1886)

69T.dixon-nultaJli(JENNーNOS1903)

70T.wcbcd(JENNーNGS1903)

71T.tcnuior(GOSSE1886)

72T.臼●S(0.F.MULLERl786)

73T.TnrCCIlus(GOSSE1886) 3 I 2

74T.insipisHERRtCK(1885)

75T.bidcns(LUCKS1912) 1

76T.birostTis(MⅠNKIEVnCZ1900) 1

77T.bicdstALa(GOSSE1887) 1

78T.clonEala(GOSSE1886)

79T.ralluS(0.F.MtJLLER1776)

80T.DuSilla(LAUTERBORNl898)

81T.styⅠaLa(GOSSE1851)

82T.iemis(GOSSE1887)

83T.cyHTldTica(IMHOF1891)

84T.cylindricachauoni(DEBEAUCHAMPl907)

85T.lonEiseta(SCHRANK1802)

86T.capucina(WⅠERZEJSKl&ZACHARlAS1893)

87TdchoccrcasD.

88AscomorT)haoyalis(BERGENDAH L1892) 1

89SynchaelatTemura(0.F.MULLER1786) I

90S.oblonga(ErN NBERG1831) 1 3 5 3 1

91S.stylala(Ⅷ RZEJSK11893) 2

92S.TXCLlnaLa陀HRENBERGl832) I
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12月18-19日 北湖西郎 北湖北郎

No.Sp.name 志発駅去 北′)､松 安馴 t新旭 梅津 甘柿 月出 (内)月山 (外)

94PolyaT血ayulgaris(CARLIN1943) 59 lO 14 lO 9 6 8 I

95P.dotichoptcra(ⅠDELSON1925) 81 20 I 16 16 18 ユ3

96P.maior(BURCKHARDTl9(刀)
97P.curyT)tCm(WIERZEISK11893)

98P.minor(VOⅠGT1904)

99Pbcsomahudsoni(IMHOF1891)

I(刀P.ttuncalum(LEVANDER1.894)

lotP.lenLiculaTC(HERRⅠCKl885)

ld2Asplanchnapriodonta(GOSSE1850)

103DicraL10phorusqandis(EHRENBERG1832)

104D.hcrcuーcS(WⅠSZNrEWSKH932)

105Dicranophorussp.

106EnccntnlmⅠuLcliac(HAmⅠNG&MYERS1928)

IOフTcsludincl】apalina(ltERMANN1783) 1

108Pompholyxcomplanala(GOSSE1851)

109P.sulcata(rTUDSONl885)

110Pompholyxst).

111Sinan山crinasocialis(LINNE1758)

112Conochilussp. 1 1

113HexaTthTamira(HUDSON1871)

114FilinialonEiscta(EHRENBERG1834)

115F.lcrminalis(PLATE1886)

116ド.opolicnsis(ZACHARIAS1898)

117C.ornalavcr.cornuLa(DOBⅠE1849)

118CoHothccasp.

119C.uncinaLa(0.F.MULLER1773) 2 1 1
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12月18-19日 北湖東終 (馬上周辺) 北湖東紡

No.Sp.name 局上北 馬上繕 馬上両 廷勝寺 姉川 織 休暇村 水が浜 野洲川柵

IBrachjonuspalulus(0.F.MULLER1786)

2a.quadHdcnlatuS(HERMANN1783)

3B.UrccolaTis(0.F.MULLER1773)

4B.calycincrmsO}ALLAS1766)

5a.an糾laris(GOSSE1851)

6B.anmlarisT.bidcnsO)LATE1886)

7Kcralcltaquadrata(0.F.MULLER1786)

8K.YaJga(ERRENBERG1834)

9K.cochlcaris(GOSSE1851)

10K.cahlcarisyaT.tCCtal.rnicTaCanlha(LAUTERBORNl900)

ll冗.cochlcarisyaT.lCCLar.lypica(LAUTERBORN1900) 1

12K.cochlcaTisf.mam caLnLha(LAUTERBORN19CK))

13NoLholcastTiata(0.F.MULLER1786)

14N.acuminala(Erm NBERG1832)

15N.labis(GOSSE1887)

16N.foliacea(EttRENBERGl838)

17KcHicottlalonEispina(KELLTCOTT1879) 2 1 3 3 3 1

18AnutaCODSisrlSSa(GOSSE1851)

19Euchlanisdilalala(EtmZiNBERGl832)

20EuchlanlssD.

21Dipleuchlanispropalula(GOSSE1886)

22M LilinaycnLraJis(EI珊ENBERG1832)

23LophochaTissaJpina(EfmZiNIBERG】834)

24TrichoLTialctractisCEKRENBERGl830) 1

25CoIuTtllaadriaLica(Etm NtlERG1831) 1 1 I

26C.obtusa(GOSSE1886) 2 1

28C.uncinaLal.bicuspidata(Em NBERG1832)

29LcDadeHaovalis(0.F.MULLERl786)

30 ′L.I)aLclⅠa(0.F.m LER1786)

31L.palcllar.oblonEa(EHRENBERG1834)

32Lacuminala(Etm NBERG1834)

33L.rhomtx)idcs(GOSSE1886)

34LcPadcHasp.

35LecaneludwiEi(ECKSTEⅠN1893)

36L.ohioensis(m ⅠCK1885)

37L.luna(0.F.MtJLLER1776)

38L.nexilis(GOSSE1889)

39L.slichaca(HARRING1913)

40L.aculeala(JAKUBSK11912)

41L.galeata(BRYCE1892)

42L.mumyi(HAUER1965)

43L.slem Si(MEⅠSSNtiR1908)

44L.】unaris(EfTRENBER01832)

45L.bulla(GOSSE1886)

46L.quadridenLala(Etm NBERGl832)

47LcloslcrocCrCa(SCHMARDA1859) -
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12月18-19日 北湖東如 (尾上周辺) 北湖東郎

No.SD.name 局上北 尾上繕 屠上南 進捗寺 姉川 破 休暇村 水が訴 野洲川内

48L.hamaLa(STOKES1896)

49L.hamaLavaT.thicncmaLmi (HAUER1937)

50Lecanesp. I

51Lecancsp.(Monostyla)

52Proalcssp.

53Proalcssp2.

54Lindiapallida(HAJuⅠNG&MYERS1922)

55Lindiasp.

56ScaTidiumlongicaudum(0.F.MULLERl786)

57MonommaLadenLala(WULEERTl940)

58M.耶 ndis(m SlN1890)

59Monommatasp.

60EosDhorasD.

61NolommalaSP.

62Ccphalodellagibba(EfmENBERG1838) 1 I

63C.cyclops仰 RTl937)

64C.CatclliLla(0.F.MULU三Rl786)

65ccDhalodcllasD. 1 8

66TrichoccrcacotlaTis冊OUSSELET1896)

67T.brachytm(GOSSE1851)

68T.cavia(GOSSE1886)

69T.dixon-nuua]li(TENNtNGS1903)

70T.wcbch(JENNtNGS1903)

71T.lcnuior(GOSSE1886)

72T.tid s(0.F.MULLER1786)

73T.tx)rccHus(GOSSE1886) 1 I 3 1

74T.itlSi灯lisHERRlCK(1885)

75T.bidcns(LUCKSl912)

76T.birosLTis(MlNKIEWICZ1900) 2 2

77T.bicrislata(GOSSE1閃7)

78T.elonRala(GOSSE1886)

79T.TaLtus(0.F.MULLER1776)

8dT.pusHIa(LAUTERBORNl898)

81T.slylata(GOSSE1851)

82T.icmis(GOSSE1887)

83T.cylindtica(TMHOF1891)

84T.cylinddcachauoni(DEBEAUCHAMP̀1907)

85T.]ongiscta(SCHRANKl802)

86T.capucina(WーERZEJSKl&ZACHARIASl893)

87Trichoccrcasp.

88Ascomorphaoyalis(BERGENDAHL1892)

89SynchacLatTCmum(0.F.Mu LER1786)

90S.oblonEa(EHRENBERG1831) ll 29 8 1 1 2 2

91S.S【ylal8(WTERZEJSKl1893) I

92S.㌍cLlnata作rRENBERG1832)
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12月18-19日 北湖東怖 (馬上周辺) 北湖東紡

No.Sp.naTnC 局上北 尾上捲 馬上佃 廷勝寺 姉川 破 休暇村 水が浜 野洲JtlTb

94PolyaTthravulRads(CARLIN1943), 12 8 6 4 42 108 136 197 42

95P.dotichoptcra(rDELSON1925) 19 12 9 3 61 80 87 143 5l

96P.ma手or(BURCKHARDTl9∝))

97P.curyDtera(WTERZEISKt1893)

98P.minor(VOtGT1904)

99Plocsomahudsoni(tMHOF1891)

100P.truncalum(LEVANDERl894) I

lotP.]cnliculaTC(t一正RRlCK1885)

102̂ splanchnapriodonLa(GOSSEl850) 1

loョDicranophonlSqandis(EHRENBERG1832)

104D.hcrculcs(WⅠSZNIEWSKH932)

105Dicranophcrmssp.

106EnccntnJmluleLiac(HARRーNG&m RSl928)

一107TcstudincHat)atina(HERMANN1783)

108PompholyxcomplaLlaLa(GOSSE1851)

lopP.sulcata(m DSON1885)

IloPompholyxsp.

lilSinan山eHnasociaJis(LtNNEl758)

tl2Conochilussp. 1

113Hexar血ramira(m DSON1871)

114FitinialonEiscta(EHRENBERG1834)

115F.tcrminaJis(PL̂TE1886)

116F.OTX)liensis(ZACHARLAS1398)

117C.ornaLavcr.comula(DOBIE1849)

118CollodleCaSP. 1

119C.uncinala(0.F.MULLERl773)
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12月18-19日 柵湖西柿 Tb湖東輯

No.Sp.name 山下 センタ- 文化館 烏丸 北山田

1BrachlonuspatuⅠus(0.F.MULLER1786)

2a.qtladridcntLtuS(HERMANNl783)

3a.urccolaTis(0.F.MULLER1773)

4a.caJycinonJS0}ALLASl766)

5a.angulaTis(GOSSE1851)

6a.an糾larlsr.bidcnsけLATE1886)

7KeralcHaquadrata(0.F.MtJLLER1786)

8K.valだa(EHRENBERG1834)

9K.cochlcaTis(GOSSE1851)

10K.cochⅠcarisyar.LcClaf.mi打aCantha(LAUTERBORN1900)

llK.cochlcaTisvaT.tCCtar.lypica(LAUTERBORN19∝))

12K.CahleaTisf.m'acracantha(LAUTERBORN1900)

13NotholcasLTiaLa(0.F.MtJLLERl786)

14N.acuminataO:m NBERG1832)

15N.labis(GOSSE1887)

16N.roliacca(EHRENBERG1838)

17KcllicoLtialongispina(KELLICOTT1879) 1 1 2

18人月uraeOPSisrlSSa(GOSSE】851)

19EuchlanisdilataLa(Em ENBERG1832)

20Euchlanissp.

21Diplcuchlanlspropatula(GOSSE1886)

22Mytjlinaycn的lis(Em NBERO1832)

23Lophochadssalpina作tm NBERG1834) 2

24THchotTialcLTaClis(Etm NBERG1830) I

25ColurellaadriaLica(EHRヱNBERG1831)

26C.obLusa(GOSSE1886) I

28C.uncinalaf.bicusDidata(EHRENBERG1832)

29LcpadcIlaovaJis(0.F.MULLER1786)

30LpaLctla(0.F.MtJLLER1786)

31L.paLellar.obⅠonga(EHRENBERGl834)

32L.acuminata(EHRENBERG1834)

33L.rhomtx)idcs(GOSSE1886)

34LcDadcllasp.

35Lccanctudwi又i(ECKSTEⅠNl893)

36Lohioensis(HERRICKl885)

37L.luna(0.F.hfULLER1776)

38L.ncxilis(GOSSE1889) 1

39L.sljchaLla(HARRrNG1913)

40L.aculcala(JAKUBSKl1912)

41L.gaJCata(BRYCE1892)

42L.muTmyi(HAUER1965)

43LsterLrOOSi(MElSSNER1908)

44L.lunaris(EHRENBERO1832)

45L.buHa(GOSSE1886) 1

46L.quadTidcntala把LTRENBERG1832)

47LcloslcTOCCrCa(SCHMARDA1859)
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12月18-19日 Tb湖西れ Tb湖東紡

No.Sp.name 山下汚 センター 文化館 鳥丸 北山田

48L.hamala(STOKESl896)

49LhamatavaT.thicncmanni(HAUER1937)

50LccanesD.

51Lecanesp.(Monostyla)

52Proalcssp.

53Proalcssp2.

54LindiaDallida(HARRtNG&MYERS1922)

55Lindiasp.

56ScaTidiumlongicaudum(0.F.MULLERl786)

57MonomTnaLadentata(WULEERTl940)

58M.灯andis(m SlNl890)

59Mono… aLasp,

60EosphonlSP.

61NoLOmmaLaSp.

62CephalodcHaEibba(Etm NBERG1838)

63C.cyclopsⅣ UL陀RT1937)

64C.catcuina(0.F.MULLER1786) 1

65CcphaJodellasD. 2 I

66Thchoccrcacollads(ROUSSELET1896)

67T.brachyuT71(GOSSE1851)

68T.cayia(GOSSE1886)

69T.dixon-nultaHi(JENMNGSl903)

70T.webcd(JENNーNGSl903)

71T.lcnuior(GOSSE1886)

72T.ti打is(0.F.MtJLLER1786),

73T.TX)rCCHus(GOSSE1886) I

74T.insi打lisHERRICK(1885)

75T.bidcns(LUCKS1912)

76T.birosLTis(MINKrE1ⅥCZl900) 2

77T.bicTisLala(GOSSE1887)

78T.clorはala(GOSSE1886)

79T.rattus(0.F.MULU:RI776)

80T.DuSilla(LAUTERBORN1898)

81T.slyJata(GOSSEl851)

82T.iemis(GOSSE1887)

83T,cylindTica(TMHOF1891)

84T.cytindricachauoni(DEBEAUCHAMP1907) I

85T.lonEiscta(SCHRANK1802)

86T.capucina(WIERZEJSK1&ZACHARIASl893)

87THchoccrcasp.

88Ascomorphaovalis(BERGENDAHL1892)

89SynchacLattemuT1(0.F.MULLERl786) 2

90S.oblonEa(Em NBERG1831) 3 3 4

91S.stylaLa叩 ERZEJSKH893)

92S.抑 Linala(Em NBERG1832)
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12月18-19日 柵湖西郎 耐湖東郎

No.Sp.name 山下汚 センター 文化館 烏丸 北山田

94PotyaTthTaVulEaTis(CARuN1943) 320 372 76 47 37

95P.dolichoptera(TDELSON1925) 226 86 36 14 9

96P.ma)'or(BURCKHARDT19CK))

97P.curyT)tCra(WtERZEJSKH893)

98P.minor(VOIGTl904) 9 9

99Plocsomahudsoni(ⅠMHOF1891)

looP.truncalum(LEVANDER1894) 4

lOlP.tcnlicuⅠaTC(HERRTCK1885) I

102Asplanchnapdodonla(GOSSE1850)

103DicTanOPhorus打1ndis(EHRENBERG1832)

104D.hercules(WTSZNlEWSK日932)

105DicraL10Phorussp.

106EnccnLrumlulcliac(HAmING&MYERS1928) I 6

107TcstudincllapaLina(HERMANN1783)

108PomphoⅠyxcomplanaLa(GOSSE1851)

109P.sulcalaくけUDSON1885)

110Pornpholyxsp.

111sinanihcrinasocialis(uNNE1758)

112Conochilussp.

113HcxaTthramira(HUDSON1871)

114Filinialongiscla(EIW NBERG1834)

115F,lerminaJisげLATE1886)

116F.opoliensis(ZACHARlASt898)

117C.ornataycr.ccmuta(DOBrE1849)

118Collo山∝asp.

119C.uncinaLa(0.F.MULLER1773) -
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1月14-15日 北湖西師 北湖北餌

No.Sp.name 志井駅衣 ]bj､松 梅津 菅沖 月出 (内)月出 (外)進藤寺 械 水が浜

1BrachionusDatulus(0.F.MULLER1786)

2B.quadhdcnlatus(HERMANN1783)

3a.urccolaTis(0.F.MULLER1773)

4a.calycinonJs(PALLAS1766)

5a.an即laTis(GOSSE1851)

6a.aJ1m11aTisr.bidcnsCPLATEl886)

7KcratCllaquadrata(0.F.MULLER1786) I

8冗.yaIだa(EHRENBERG1834)

9K.cochkaris(GOSSE1851)

10K.cochk打isyat.leCtar.micracanLha(LAUTERBORN1900)

llK.cochlcaTisvaT.lcclaf.lyDica(LAUTERBORN1900)

12K.C∝hlcaTisf.macracuLha(LAUTERBORN19∝))

13NotholcastTiala(0.F.MULLER1786)

14N.acuminata(E一二mヱNBERG1832) I

15N.]abis(GOSSE1887)

16N.Toliacca(EftRENflERG1838) 3

17KellicoujalonEispina(KELLlCOTT1879) 1 3 1 3

18AnuracoDSisrlSSa(GOSSE1851)

19Euchlanisdilalata(Etm NBERG1832) 1

20EuchIanissp.

21DiDleuchlanispropatula(GOSSEIS86)

22MyLilinayentraJis(Etm NBERG1832)

23Lot)h∝hadssalpina(EHRENBERG1834)

24TrichoLTialctnLCtis(Em NBERG1830)

25ColurtlⅠaaddaLica(EHRENBERG1831)

26C.obLuSa(GOSSE1886)

28C.tJnCinaLal.bicuspidala(EHRENBERGIS32)

29LcDadcHaoyaJis(0.F.MULLERl786)

30L.pateHa(0.F.MULLER1786)

31Lpalcllaf.oblonga(EHRENBERG1834)

32L.acuminaLa(EHRENBERG1834)

33L.rhomtx)ides(GOSSE1886)

34LcpadcI]asp.

35LccaTLCludwigi(ECKSTEⅠN1893)

36L.ohiocnsis(HERRTCK1885)

37L.tum(0.F.MULLER1776)

38L.nexilis(GOSSE1889)

39L.slichaea(HARRlNG1913)

40L.aculCala(JAKUBSK11912)

41L.galcaLa(BRYCE1892)

42L.mumyi(HAUER1965)

43L.slcnroosi(MElSSNER1908)

44L.lunaTiS(Etm NBERGl832)

45L.bulla(GOSSEl886)

46L.quadTidcnLala(Etm NBERO1832)

47LclostcTOCtrCa(SCHMARDAl859ー
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1月14-15日 北湖西肺 北湖北雛

No.Sp.name 志井駅長 北′ト松 梅津 菅浦 月出 (内)月山 (外)延席寺 級 水が浜

48Lhamata(STOKES1896)

49LhamaLavar.thicncmami(HAUER1937)

50Lccanest).

51Lccancst).(Monostyla)

52Prt)aJcssp. 2

53Proalcssp2.

54Lindiapallida(HARRtNG&MYERS1922)

55Lhdiasp.

56Sc打idiumlongicaudum(0.F.MULLERl786)

57Monommaladcntala(WULEERT1940)

58M.打andis(TtiSSーN1890)

59Monommalasp.

60EoSPhorasp.

61Nolo… atasp.

62Cepha10dcllaRibba(EHRENBERG1838)

63C.cyclops(ⅥVLFERT1937)

64C.catcHina(0.F.MULLER1786)

65Cephalodellasp. 1

66Tdchoccrcacollaris(ROUSSELET1896)

67T.brachytJm(GOSSE1851)

68T.cayia(GOSSE1886)

69T.dixon-nuttalli(JENNrNGS1903)

70T.webcri(JENNIN(】S1903)

71T.lenuioー(GOSSE18$6)

72T.山灯is(0.F.MULLER1786)

73T.DOrCCllus(GOSSE1886)

74T.insiRrLisHERRーCK(1885)

75T.bidens(LUCKS1912)

76T.birostris(MⅠNKtEWtCZ1900)

77T.bicdstaLa(GOSSE1887)

78T.C)ongala(GOSSEl886)

79T.raltuS(0.F.MULLER1776)

80T.DuSilla(LAUTERBORN1898)

81T.stylala(GOSSE1851)

82T.icrnjs(GOSSE1887)

83T.CylindTica(7MHOFl891)

84T.cylindricachaltoni(DEBEAUCHAMp1907)

85T.longiscLa(SCHRANK1802)

86T.capucina(WrERZEISKT&ZACH人RIA51893)

87Trichoccrcasp.

88Ascomorphaoyalis(BERGENDAHLl892)

89SynchaeLatrcmura(0.F.Mu LER1786)

90S.oblonga(EHRENBERG1831) 1 1 3 7

91S.sLylaLa(WTERZZuSK11893)

92S.txcdnaLa(EーlRENBERG1832)
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1月14-15日 北湖西紡 北湖北86 1

No.Sp.name 志井駅裏 北′卜松 梅津 菅浦 月出 (内)月山 (外)廷肪寺 級 水が浜

一94Polyarthm ytJlgaTis(CARLIN1943) 3 4 4 2 ll ll 5 30 7

95P.dolichoplcra(ⅠDELSONt925) I 1 5

96P.ma_)'or(BURCKHARDT1900)

97P.curyDlcra(VnERZEJSK日893)

98P.minor(VOIGT1904)

99Ploesomahudsoni(lMHOF1891)

一ooP.tTunCaLum(LEVANDER1894)

lOlP.lcnticulaTC(HERRICK1885)

102AsplaTtChnaphdonta(GOSSE1850)

103DicTuOPhorus灯lndis(EHRENBERG1832)

104D.hercuⅠcs(WtSZNlEWSK日932)

105Dicr3nOPhorussp.

106EncenLTurnlutcLiac(HARRING&MnRS1928)

107TesLudinc日apatina(HERMANN1783)

108Pompholyxcomptanala(GOSSE1851)

109P.sulcaLa(m DSON1885)

iloPompholyxsp.

111SinanLhcrinasocialis(uNNE1758)

112Con∝hilussp.

113HexaTthTamiTa(HUDSONl871)

114Filinialon又iscta(EHRENBERG1834)

115F.tcTmina】isげLATE1886)

116F.opolicnsis(ZACHARLAS1898)

Il一C.omalaver.COmUta(DOBⅠE1849)

118ColloLhccasp.

119C.uncinala(0.F.MuLER1773)
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1月14-15日 紳湖西郎 南湖東郎

No.Sp.name 山下汚 センター 文化館 烏丸 北山田

IBraChionuspatulus(0.F.MULLER1786)

2a.quadridcnLalus(HERM人NN1783)

3B.urccolaTis(0.F.MULLER1773)

4B.calycinonlS(PALLASl766) I

5B.angVlaTis(GOSSE1851)

6B.an爪ltaTisf.bidcns(pLATE1886)

7KcraLcHaquadrata(0.F.MULLER1786)

8K.valF:a(EHRENBERG1834)

9K.cKhleaTis(GOSSE】851)

lOK.00chlcaTisvat.tcctar.micTaCanLha(LAUTERBORN190(

llK.C∝hlcarisyat.lcclar.lypica(LAUTERBORNl9∝))

12K.cochlcaTisf.macracantha(LAUTERBORN19(刀)

13NoLholcastriala(0.F.MULLERl786)

14N.acumhala(EI{RENBERGIS32)

15N.labis(GOSSE1887)

16N.loliacca(EHRENBERG1838) I

17Kctlicoujalonzispina(KELuCOTTl879) 2 3 1 3

18Anuracopsisfissa(GOSSE1851)

19Euchlanisdilalala(ErRENBERG1332)

20EucManissp.

21DipleuchlanlspropaLula(GOSSE1886)

22MylilinavcnlTaJis(ErtRENBERG1832)

23LophochaTissalpina(EHRENBERGl834)

24TrichotriatcLmCLis(EHRENBERG1830) 1

25ColureHaadriaLica(EHRENBERG1831)

26C.oblu5a(GOSSE1886)

28C.uncinataf.bicuspidala(Etm NBERG1832)

29Lcpadcllaoyalis(0.F.MULLER1786)

30L.DatCIla'(0.F.MULLER1786)

31L.patcHar.oblonga(EI{RENBERG1834)

32L.acuminala(EHRENBERG1834) I

33L.rhomtx)idcs(GOSSE1886)

34LeDadcHasD.

35Lccancludwi又日下CKSTETN1893)

36L.ohioensis(HERRⅠCK1885)

37L.luna(0.F.MULLERl776)

38L.flexilis(GOSSE1889)

39L.slichaca(HARRINO1913)

40L.aculcaLa(JAKUfiSKl1912)

41L.galeata(BRYCE1892)

42L.murTayi(RAUER1965)

43L.stcnTて氾Si(METSSNER1908)

44L.lunaris(ErN NDERC1832)

45L.bulla(GOSSE1886)

46L.quadridcnLala(Etm NBERG1832)

47L.closlcTOCerm(SCHMARDA1859)
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1月14-15日 巾湖西紡 Fb湖東紡

No.Sp.name 山下汚 センター 文化館 鳥丸 北山田

48L.hamala(STOKESl$96)

49LhamatayaT.thienCmanni(HAUER1937)

50Lccancsp.

51Lccancsp.(Monostyla)

52Proakssp. 2 1 I 2

53ProaJcssp2.

54LindiaDaltida(tW RーNG&MYERS1922)

55Lindiasp.

56ScaTidiumIongicaudqm(0.F.MULLER1786)

57Monommaladenl8la(WULEERT1940)

58M.qandis(TESSlN1890)I

59MonommaLasp.

60Eosphorast).

61NolOmmalasp.

62Ccpha10dcllagibba(Em ENBERG1838)

63C.cyclopsⅣ ULFT:RT1937)

64C.catcllina(0.F.MULu:R1786)

65CcphalodcItasp.

66TrichOccrcacoHaris(ROUSSELET1896)

67T.brachyura(GOSSE1851)

68T.cayia(GOSSE1886)

69T.dixon-nuLtaJli(JENNmGS1903)

70T.wcbcd(JENNtNGS1903)

71T.LCnuior(GOSSE1886)

72T.山打is(0.F.MUtLER1786)

73T.tnrcclIus(GOSSE1886)

74T.insiかism TCK(1885)

75T.bidcns(LUCKS1912)

76T.birosuis(MlNKIEWtCZl900)

77T.bicdslala(GOSSE1887)

78T.ctongaLa(GOSSE1886)

79T.ralLuS(0.F.MULLER1776)

80T.DuSilla(LAUTERBORN1898)

81T.sLylata(GOSSE1851)

82T.icmis(GOSSE1887)

83T.cyHnddca(lMHOF1891)

84T.cyliJldTicachallOni(DEBEAUCHAW 1907)

85T.lonEiseLa(SCHRANK1802)

86T.capucina(WⅠERZEJSKⅠ&ZACHARIASi893)

87TrichoccrcasD.

88AscomorDhaovalis(BERGENDAIml892)

89SynchaetatTCmuTa(0.F.MUuER1786) 2

90S.oblot1ga(Efm NBERGl831) 4 2 17 7

91S.S【ylatarWⅠERZEISK11893)

92S.亡にCunaLA(Efm NBERGt832)
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1月14-15日 78湖西郎 Fb湖東鵬

No.Sp.name 山下汚 センター 文化相 烏丸 北山田

94PolyatthmyuIgaris(CARLTNl943) ･84 23 8 4 13

95P.dolichopLcra(IDELSON1925) 10 I 1

96P.maior(BURCKHARDT1900)
97P.curypLera(WrERZEJSKH893)

98P.minor(.VOlGT1904)

99PlOesomahudsoni(IMHOF1891)

一ooP.tTunCalum(LEVANDER1894) I

101P.tcnliculaTC(HERRⅠCK1885)

102AsplanchJlaPdodonla(GOSSE1850)

103DicraL10Dhmsqandis(EHRENBERG1832)

104D.hcrcules(WTSZNⅠEWSKll932)

105DicTanODhonJSSP.

106Enccntrumlulctiac(HARRlN(;&m RS1928)

107Testudincllapalina(HERMANNl783)

108PomPholyxcompーanala(GOSSE1851)

109P.sulcala(ITUDSON1885)

110Pompholyxsp.

111Sinanthcrinasocialis(uNNE1758)

112Con∝hi]usst).

113HcxaTthTamka(ⅠTUDSON1871)

114Filinialongiscta(EtN NBERGIS34) 3

115F.terminalis(PLATE1886).

116F.otx)tiensis(ZACHARIASl898)

117C.omalaycr.COmuta(DOBⅠヱ1849)

118ConothccasD.

119C.uncinatBL(0.F.MULLER1773)
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2月14-15日 北湖西眺 北湖北師

No.Sp.name 志井駅裏 ]レト松 安長川 新旭 梅津 菅柿 月出 (内)月出 (外)

1Brachjonuspalulus(0.F.MULLER1786)

2B.quadridcntatus(KERMANN1783)

3ち.urccolahs(0.F.MtJLLER1773)

4a.calycinoTUS(PALLAS1766)

5a.an爪llaris(GOSSEl851)

6B.an即larisf.bidcns(PLATE1886)

7KeratcHaquadrata(0.F.MULLER1786)

8K.Yalga(EHRENDERG1834)

9K.cochlcaTis(GOSSE1851)

10K.C∝hlcaLisyaT.tcclar.rnimcanLha(LAUTERDORN1900)

llK.C∝hlcaTisvaT.t∝tal.lypica(LAUTERBORN1900)
12K.C∝hlcarisf.rnacracantha(L̂ UTERBORNl9∝))
13No山olcasl∫ねla(0.F.MULLER1786)

14N.aCuminaLa(ErtRZiNBERG1832)

15N.1abis(GOSSE1887)

16N.foliacca(EHRENBERGl838) 2 1

17Kcllicotualongispina(KELLTCOTT1879) 5 4 1 4 9 2 2

18AnuraCOPSisrlSSa(GOSSE185l)

19EuchlanisdilaLata(EHRENBERG1832)

20Euchlanissp.

21DiDlcuchlanisDrODatula(GOSSE1886)

22MytjlinavcntTalis(tm NBERGl832)

23LoDhoch打issalpina(Efm NBERG1834)

24TrichoLriatctTaCLis(Elm NBERG1830)

25CoⅠur℃Haadrialica(EmtENBERG1831) 1 I

26C.oblusa(GOSSE1886) 1

28C.uncinaLaf.bicuspidala(ErfRENBERGl832)

29Lepadcllaovalis(0.F.Mu LER1786)

30L.DatClla(0.F.MULLER1786)

31L.paLellaf.oblonga(EHRENBERG1834)

32L.acuminata(ErRENBERG1834)

33L.rhomboidcs(GOSSE1886)

34LcpadcllasD.

35Lccaneludwigi(ECKSTEIN1893)

36L.ohiocnsis(HERRlCK1885)

37LIuna(0.F.MULLER1776)

38L.ncxilis(GOSSE1889)

39L.slichaea(HARRING1913)

40L.actllcata(JAKLTBSKH912)

41Lgalcali(BRYCE1892)

42L.mm yi(HAUER1965)

43L.slcⅣ00Si(MEISSNER1908)

44L.lunaTis(EHRENBERG1832)

45L.bulⅠa(GOSSE1886)

46L.quadTidenLala(Efm NBERG1832)

47LclosleTOOCrCa(SCHMARDA1859)
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2月14-15日 北湖西郎 北湖北雛

No.SP.name 志発駅去 ]レト松 安生川 新旭 梅津 菅浦 月出 (内)月山 (外)

48Lhamata(STOKES1896)

49LhamaLayar.Lhjcncmanni(HAUER1937)

50L∝ancsp.

51LccanesD.(Monoslyla)

52Proalessp.

53PTOalcssp2.

54Lindiapa川da(HARRTNG&MYERS1922)

55Lindiasp.

56ScaTidiumlongicaudum(0.F.MULLER1786)

57Monommaladcnlala(WULEERTl940)

58M.耶ndis(TESSTN1890)

59Monommalasp.

60Eosphorasp.

61Nolommalasp. I

62CcphalodcHagibba(モrrRENBERGl838)

63C.cyc)ops(WVLFERT1937)

64C.calcllina(0.F.MULLERt786)

65Ccphalodc]tasD.

66THchoccrcacoHaTis(ROUSSELET1896)

67T.brachyura(GOSSE1851)

68T.cavia(GOSSE1886)

69T.dixon-nuuaHi(JENNtNGS1903)

70T.weberi(JENNlNGSl903)

71T.len山or(COSSE1886)

72T.tjqis(0.F.MULLER1786)

73T.tnrccHus(GOSSE1886)

74T.insipisHERRtCK(1885)

75T.bidcns(LUCKS1912)

76T.birosLTis(MINKIEWtCZ1900)

77T.bicristaLa(GOSSE1887)

78T.clonF:ala(GOSSE1886)

79T.rattus(0.F.MULLERl776)

80T.pusilla(LAUTtiRBORN1898)

81T.slylala(GOSSE1851)

82T.icTnis(GOSSE1887)

83T.cylinddca(rMHOF1891)

84T.cylindTicachauoni(DEBEAUCHAMP1907)

85T.longiseta(SCHRANK1802)

86T.capucina(WⅠERZEJSKl&ZACHARⅠAS1893)

87Tdchoccrcasp.

88̂ scomorphaoyaHs(BERGENDAHL1892)

89SynchaclatTCmura(0.F.MtTLLER1786)

90S.obⅠonga(Efm NBERGl83l) 1 I

91S.srylata(Wm JSK11893)

92S.叩CtinatA(EHRENBERG1832)
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2月14-15日 北湖西紡 北湖北紡

No.SD.name 志井駅裏 北/)､松,安曇川 新旭 稚浄 菅沖 月山 (内)月出 (外)

94PolyarthTaYulgaTis(CARLⅠN1943) 4 5 1 2 1 2

95P.dolichoplCra(lDELSON1925) 1 1

96P.majcn.(BURCKHARDT19(刀)
97P.cuTYDtCr7L(WLERZESKI1893)

98P.minor(VOlOT1904) 1

99Ploesomahudsoni(ⅠMHOF1891)

100P.truLICalum(LEVANDER1894) 1 1

101P.lcnlicutaTC(ー並RRⅠCK1885)

102Ast)]anchnapriodonta(GOSSE1850)

103DicruophonJS耶ndis(EHRENBERG】832)

104D.hcrculcs(WlSZN正WSK11932)

105Dicmnophorussp.

106EnccnLrumlutcliae(HAmIN(コ&MYERS1928)

107TcsludincllapaLiJla(HERMANN1783)

lo§PompholyxcomPlanala(GOSSE1851)

109P.sulcala(HUDSON1885)

110PornPholyxsp.

111Sinanthcdnasocialis(LlNNE1758)

112Con∝hilussp.

113HcxaLthramira(ドUD-SONl871)

114FilinialonEiscla(EHRENBERG1834) 1 I

115F.LcrTninalis(PLATE1886).

116F.otx)licnsis(ZACHARIAS1898)

117C.omataycr.comula(DOBlE1849)

118CollothecasD.

119C.uncinala(0.F.MULLER1773) - 1
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2月14-15日 北湖東雛 (馬上周辺) 北湖東柿

No.SD.I)amC 局上北 馬上措 尾上絹 進捗寺 姉川 敬 休暇村 水が浜 野洲川向

1BrachionuspaLu]US(0.F.MULLER1786)

2a.quadddcnlatus(汀ERMANN1783)

3B.UrccolaTis(0.F.MULLER1773)

4a.calycinorus(PALL̂S】766) I

5a.anguⅠaTis(GOSSE1851)

6ら.anEUⅠaTisr.bidcns(pLATE1886)

7Kcratcllaquadrata(0.F.MULLER1786)

8K.yalだa(EHRENBERG1834)

9K.C∝hlcaTis(GOSSE1851)

10K.cochkaTiSYaT.lcclar.rnicmcanlha(LAUTERBORN1900)

日K.cochlcaTisyaT.lecLal.lypica(LAUTER730RN19(刀)

12K.cochleaTisl.macTaCantha(LAUTERBORN1900)

13NoLholcaslTiala(0.F.MULLbR1786)

14N.acuminala(EHRENBERG1832)

15Njabis(GOSSE1887)

16N.fotjacca(ErtRENBERO1838)

17KcllicoLtjalongispina(KELLlCOTTl879) 1 5 4 5 3 2 3 I

18AnuTaCOOSisrLSSa(GOSSE1851)

19EuchlanisdilalaLa(EHRENBERG1832)

20EuchJanissp.

21DiDteuchlanispropalula(GOSSE1886)

22Mytjlinavcndis(Em ENBERG1832)

23LophocharissalpiT)a(EHRENBERG1834)

24TdchotTiatctnLClis(EtN NBERG1830)

25ColurtlⅠaaddadca(EHRENBERG1831)

26C.obLusa(GOSSE1886)

28C.uncinalaf.bicusDidala(Erm NBERG1832)

29LcpidcHaoyatis(0.F.MULLER1786)

30L.Dalella(0.F.MULLER1786)

31Lpatcllar.oblonEa(EHRENBERG1834)

32L.acuminaLa(EHRENBERGl834)

33L.rhomboides(GOSSEl886)

34Lepadctlast).

35Lccancludwigi(ECKSTElN1893)

36L.ohioensis(rtEJuTCK1885)

37L.luna(0.F.MULLER1776)

38L.ncxilis(GOSSE1889)

39L.stichaea(HARRTNG1913)

40L.aculeala(JAKUBSKH912)

41L.EaleaLa(BRY筏 1892)

42LmuLTayi(HAUERl965)

43L.sLcnTtnSi(MEISSNtiR1908)

44L.lunaTis(EHRENBERO1832)

45L.bulla(GOSSE1886)

46L.quadTidcnlala作目M NBERG1832)

47LclosteTCu rCa(SCHMARDA1859) - - -
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2月14-15日 北湖東肺 (尾上周辺) 北湖東柘

No.Sp.name 鬼上北 尾上繕 馬上向 娃慮寺 姉川 敬 休暇村 水がirt 野洲川内

48Lhamata(STOKES1896)

49LhamaLayaT.thicncmanni(HAUER1937)

50Lecancsp.

51Lccanesp.(Monostyla)

52PTOaleSSP.

53Proalcssp2.

54LindiapaJlida(HAm TNG&MYt:RS1922)

55Lindiasp.

56Scaddiumlon又icaudum(0.F.MULLER1786)

57Monommaladenlata(WULEERT1940)

58M.灯aLldis(TESSlNl890)

59Monmmatast).

60Eosphorasp.

61Nolommatasp.

62Ccphalodcllagibba(EI廿はNBERG1838)

63C.cyc10psm mFERT1937)

64C.catcllina(0.F.MULLER1786)

65CCDhalodcllast). )

66TrichoccrmcoHaTis(ROUSSELETl896)

67T.brachyuTa(GOSSE1851)

68T.cavil(GOSSE1886)

69T.dixon-nullalli(JENNⅠNGS1903)

70T.wcbcd(TENNINGS1903)

7ーT.lcn山or(GOSSE1886)

72T.Li打is(0.F.MULLER1786)

73T.tx)rceHus(GOSSE1886)

74T.insignisHERRⅠCK(1885)

75T.bidens(LUCK51912)

76T.birosLris(MINK旺WtCZ1900)

77T.bicristaLa(GOSSE1887)

78T.elongala(GOSSE1886)

79T.raLtus(0.F.MtJLLER1776)

80T.DuSilla(LAUTERBORNIS98)

81T.sLylata(GOSSEl851)

82T.icmis(GOSSE1887)

83T.cylindHca(IMHOF1891)

84T.cylindhcachatloni(DEBEAUCHAMPl907)

85T.Ⅰongiseta(SCHRANK1802)

86T.capucina(WⅠERZEJSKⅠ&ZACHARIASl893)

87Trichoccrcasp.

88̂ scomorphaovalis(BERGEND̂ m 1892)

89SynchaclalTCmtm (0.F.MtJLLER1786)

90S.oblonEa(EHRENBERG183ー) 2

91S.sLylala(W旺RZEJSKll893)

92S.txctinala(甘HRENBERG1832)
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2月14-15日 北湖東郎 (尾上周辺) 北湖東紡

No.Sp.name 尾上北 尾上港 属上帝 娃鹿寺 姉川 級 休暇村 水が浜 野洲川紳

94PolyaT山ravuJヱaris(CARuN1943) 3 3 3 3 2 1 2 1

95P.doHchoplcra(lDELSON1925) 2 3 I

96P.ma手or(BURCKHARDTl9(刀)

97P.curyT)tCra叩m SKH893)

98P.minor(VOIGT1904)

99Ploesomahudsoni(tMHOFl891)

lα)P.truncaLum(LEVANDER1894)

10lP.tenlicu】aTe(HERRTCKl885)

102AsplanchnapriodonLa(GOSSE1850)

loョDicranophonlS灯andis(EHRENBERG1832)

104D.hcrculcs(WⅠSZNrEWSKH932)

105DicmL10phorussp.

106EncenLrumlutcliac(HARRTNG&MYERSl928)

107TcsLudinc‖apaLiTla(HERMANN1783)

lo告PomDholyxcDmPlanala(GOSSE1851)

109P.sulcata(m DSON1885)

IloPompholyxsp.

111SinanthcrinasociaJis(uNNE1758)

112Conochilussp.

113HcxaTdlramiTa(打UDSON1871)

114FilinialonLiscta(EHRENBERG1834)

115F.LcrTnina'lisO'LATE1886)

IlるF.otx)licnsis(ZACHARIAS1898)

117C.omalaycr.COmula(DOBⅠE1849)

118Collo山ccasp.

119C.uncinala(0.F.MULLER1773)
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3月1日 柵湖西紡 Tg湖東紡

No. Sp.name 山下汚 センター 文化館 鳥丸 北山田

1BTaChionusDaLtJtuS(0.F.MULLER1786)

2a.quadridcnlaluS(HERMANN1783)

3ら.tm laLis(0.F.MULLER1773) 7

4a.ca】ycinonJS(PALLAS1766) 2

5a.annJl打is(GOSSE1851)

6a.aTL別taTisf.bidcns伊LATE1886)

7KcraLeHaquadmta(0.F.MULLER1786)

SK.YaJga.(EHRENBERG1834)

9冗.C∝hleaTis(GOSSEl851)

10K.cochkarisyaT.lcclaT.rnicracan山a(LAUTERBORNl9CX))

llK.cah]carisyaT.tCCtaf.Lypica(LAUTERBORN1900)

12K.coch]carisf.macracaJltha(LAUTERBORN1900)

13NoLJ101castTiata(0.F.MULLER1786)

14N.acuminaLa(EHRENBERG1832)

15N.labis(GOSSE1887)

16N.roliacca(EHRENBERG1838) 10 I 9 1

17KctHcoltjalon文isDina(KELuCOTT1879) 1 1 2 2

18AnuracopsisrISSa(GOSSE1851)

19EtJChlanisdilatala(EHRENBERG1832)

20Euchlanissp.

21DiDleuchlanispropatula(GOSSE1886)

22Mylilinaycntmlis(EtRENBEROl832)

23bphochaTissalpina(EtiRENBERG1834)

24TrichotTiatetTaCLis(EHRENBERG1830)

25Colurellaadrialica(Erm NBERG1831) I

26C.obLuSa(GOSSE1886)

28C.uncinalar.bicuspidala(EHRENBEROl832)

29tJpadcllaoyalis(0.F.MULLERl786)

30L.palclla(0.F.MULLER1786)

31Lpalcllaf.ob)onEa(EHRENBERGl834)

32L.acuminala(Em NBERG1834)

33L.rhomboidcs(GOSSE1886)

34lJeDadcllasD.

35LccaLICludwiRi(ECKSTETN1893)

36L.ohiOensis(HERRⅠCK1885)

37L.luna(0.F.MULLER1776)

38L.ncxilis(GOSSEl889)

39L.sdchaea(HAm ⅠNG1913)

40Lacukata(JAKUBSKl1912)

41L.RdcaLa(BRYCE1892)

42L.m… yi(HAUER1965)

43L.sLcnTOOSi(METSSNER1908)

44L.lun訂is(Em NBERG1832)

45L.bulla(GOSSE1886)

46L.quadhdcnlaLa(EHRヱNBERG1832)

47L.closLerOCtrCa(SCHMARDA1859)
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3月1日 柵湖西終 Tg湖東柿

No. Sp.name 山下汚 センター 文化相 鳥丸 北山田

48L.hamala(STOKESl896)

49Lhamalayat.山icncmami (HAUER1937)

50Lecancsp.

51tnancsp.(Monoslyla)

52PTDaleSSP. I 1

53PTT)alcssp2. 2

54Lindiapallida(HARRⅠNG&MYERS1922)

55Lindiasp.

56ScaTidiumlonEicaudum(0.ド.MULLER1786)

57Mono… aladenlala(WULEERT1940)

58M.qandisCTESSIN1890)

59Mono… alaSp. I

60Eosphorasp.

61NoLor7matASD.

62C叩haldellagibba(ErmBNBERG1838)

63C.cyclops(WULFERT1937)

64C.calellina(0.F.MULLERl786)

65CCPhalodeHasp. 1

66Thchoccrcacollaris(ROUSSELET1896)

67T.brachyuTa(GOSSE1851)

68T.cayia(GOSSE1886)

69T.dixon-nuualli(JENNINGS1903)

70T.wcbcd(JENNⅠNGS1903)

71T.tcnuior(GOSSEl886)

72T.tids(0.F.MULLER1786)

73T.porcellus(GOSSE1886)

74T.insi灯lisHERRⅠCK(1885)

75T.bidcns(tUCKS1912)

76T.birostris(MlNKⅠEWICZ1900)

77T.bicrislala(GOSSEl887)

78T.CⅠongala(GOSSEl886)

79T.raLtuS(0.F.MULLER1776)

80T.pusilla(LAUTERBORNl898)

81T.slyJala(GOSSE1851)

82T.iemis(GOSSE1887)

83T.cylinddcaOMHOFIS91)

84T.cylindTicachauoni(DEBEAUCHAMP1907)

85T.lonヱiscla(SCHRANK1802)

86T.capuciLla(WtERZEJSKー&ZACHARIAS1893)

$7TrichcNXrCaSP.

8SAscomotT)haovaJis(BERGENDAHL1892)

89SynchacLatTemum(0.F.MtTLLER1786)

90S.oblonga(Efm NBERG1831) 24 67 57 55 13

91S.stylata(WtERZEJSK11893)

92S.㌍ctjnala(EtRENBEROl832)
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3月1日 柵湖西86 巾湖東鮒

No. Sp.name 山下 センター 文化仰 鳥丸 北山田

94PotyaTthravuJgaris(CARLTN1943) 6 ll 3

95P.dolichoptcra(tDELSON1925) 6 2 2

96P.maior(BURCKHARDT19CK))
97P.Cum lcra(WtERZEJSK日893)

98P.mわor(VOⅠGTl904)

99Ploesomahudsoni(lMHOF1891)

I(X)P.LTunCatum(LEVANDER1894)

101P.lenLiculaTC(HERRICK1885)

102̂ sDlaLIChnat)dodonla(GOSSE1850)

103Dicranophorus打andis(EHRENBERG1832)

104D.hcrcuks(WISZNⅠEWSK11932)

105Dicranophorussp.

106EncenLrumluLcLiae(HARRlNG&MYt:RSl928)

107TcsludincllapaLina(HERMANN1783)

108Pompholyxcomplamta(GOSSE1851)

109P.sulcata(HUDSON1885)

IloPompholyxsp.

111SinanLhcrinas∝ialis(LINNEl758)

112Conochilussp.

113HcxaTthramira(HUDSON1871)

114FilinialonAiscta(ErmENBERG1834)

115F.tcrminaHsPLATE1886)

116F.opolicnsis(ZACHARTAS1898)

117C.ornataycr.comuta(DOBrE1849)

118CoIIothccasp.

119C.uT)CinaLa(0.F.MULLER1773)
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